


 

 

平成 27 年（2015 年）の「国連持続可能な開発サミット」において、「持続可能な開発の

ための 2030 アジェンダ」とその 17 の「持続可能な開発目標(SDGs)」が採択された。SDGs
（Sustainable Development Goals）では、経済･社会･環境の 3 つの側面のバランスがとれた

持続可能な開発に際して、複数目標の統合的な解決を図ることが掲げられている。本計画に

おいては、市民、事業者、行政がそれぞれの役割を認識し、相互に連携・協働しながら取組

みを進めることにより、特に以下に挙げる SDGs の 5 つの目標達成に寄与することが期待さ

れる。 
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1 ．都市交通計画策定の趣旨 

 

 

本市は、1963 年（昭和 38 年）の「文教住宅都市宣言」をまちづくりの精神として掲げ、豊かな

自然と平穏で快適な住環境が共存する文教住宅都市を目指して、まちづくりを推進してきた。  

平成 28 年９月には、文教住宅都市としての魅力をさらに高めるため、多極ネットワーク型のコ

ンパクトなまちづくりに向けた交通関係施策について、「参画と協働」や「選択と集中」の考え方

も取り入れながら、分野横断的に取り組むことにより、各施策の効果をより有効に発現させること

を目的とした「西宮市総合交通戦略」を策定したが、既に５年が経過しており、この間における社

会情勢の変化や各施策の成果を踏まえながら、今後を見据えた見直しが求められている。 

2019 年度（令和元年度）からの第５次西宮市総合計画の中では、「未来を拓
ひら

く 文教住宅都市・

西宮」を都市目標として各施策を進めることとしているが、その策定に際して行われた「市民アン

ケート調査」（回収数 1,769 名、回収率 35.4％）の中で、「西宮の良さ」の項目選択では「交通

の便利さ」が 70％を超えて最も多く、「西宮の将来像」の項目選択でも「徒歩や公共交通でお出か

けしやすいまち」が 50％を超えており、「交通至便」が本市の魅力を構成する不可欠な要素である

ことが広く認識されている。 

一方、近年では、全国的な人口減少の本格化、運転手不足の深刻化、公共交通を確保・維持する

ための公的負担の増加等により、全国的に地域公共交通の維持は難しくなってきていることも事実

であり、このような状況に対して、国は 2020 年（令和２年）11 月に「地域公共交通の活性化及び

再生に関する法律」の改正を行い、地方自治体は地域公共交通の維持・確保を目的とした「地域公

共交通計画」の策定を求められることとなった。 

こうした背景のもと、本市では「交通至便」という魅力をより一層高めるため、交通施設の充実

並びに公共交通網の確保・維持を目的とし、これまでの「西宮市総合交通戦略」の見直しと「地域

公共交通計画」の検討を一体的に行い、新たに「西宮市都市交通計画」として策定する。 
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2 ．都市交通計画の構成 

都市交通計画の構成を下図に示す。 

 

Ⅰ．都市交通計画の策定にあたって 

 １．都市交通計画策定の趣旨 

 ２．都市交通計画の構成 

 ３．西宮市の概況 

 ４．上位計画と関連計画 

Ⅱ．将来都市像と基本目標 

 １．都市交通計画の基本的事項 

  1.1 対象区域・交通と計画期間 

  1.2 基本理念 

  1.3 将来都市像 

 ２．将来都市像に照らした現状と課題 

  2.1 日常生活圏等の設定 

  2.2 日常生活圏ごとの暮らし・お出かけの状況等 

  2.3 日常生活圏を越えたお出かけの状況等 

  2.4 施策検討の方向性と交通課題の整理 

 ３．都市交通計画の基本目標 

Ⅲ．実施施策 

 １．将来都市像の実現に向けた取組方針 

  1.1 各主体の関わり方 

  1.2 施策方針 

  1.3 将来的な公共交通網 

 ２．基本目標の達成に向けた施策展開 

  2.1 重点施策選定の考え方 

  2.2 実施施策 

 ３．実施プログラム 

  3.1 施策の実施スケジュール 

  3.2 施策の進め方と都市交通計画の評価 
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図Ⅰ- 2 - 1 都市交通計画の構成
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3 ．西宮市の概況 

3.1 位置と地勢 

 
本市は、兵庫県の東南部、大阪湾北部沿岸にあり、東は武庫川・仁川を境に尼崎・宝塚両市に、

西は芦屋市に、北は六甲山系北部で神戸市にそれぞれ接し、阪神地域の中央部に位置している。 
総面積 100.18km2の市域は、南北に長く（南北 19.2km、東西 14.2km）、北部の山地部と南

部の平野部に分かれ、その中央部を西宮の象徴ともいえる甲山を含め、東六甲山系の山地が東西

に横断している。東六甲山系の一部は瀬戸内海国立公園（六甲地域）に含まれ、そこから市北部

の北摂山系に広がる山地や、桜の名所である夙川、干潟の残る御前浜（香櫨園浜）、甲子園浜な

ど、豊かな自然環境を有しており、海抜約 0m から 900m に及ぶ起伏に富んだ地形である。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅰ- 3 - 1 西宮市の位置 
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図Ⅰ- 3 - 2 西宮市の地勢 

  

主要河川 

（2 級） 
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3.2 市域の変遷 

 
本市の市域は、平安時代末の西宮神社の門前町に始まり、中世には他地方からの移住者や商人

たちが多く住まう商業都市が形成された。江戸時代には幕府指定の宿駅となり、酒造業が発達し

西宮港や今津港から樽廻船が出帆するなど、歴史的背景が積み重なって都市を形成してきた。 
大正 14 年 4 月には市制が施行され、昭和 8 年には今津町、大社村、芝村、昭和 16 年に甲東

村、昭和 17 年には瓦木村、昭和 26 年には鳴尾村、塩瀬村、山口村と、周辺の町村との合併等に

より市域を拡大し、現在の市域に至っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典︓⽂教住宅都市宣⾔ 50 周年記念誌 「これまでの⻄宮これからの Nishinomiya」 

図Ⅰ- 3 - 3 市域の変遷 

  

大正 14 年 4 月 市制施行 

昭和 8 年 4 月 （今津町） 

   〃 （大社村） 

   〃 （芝村） 

昭和 16 年 2 月 （甲東村） 

昭和 17 年 5 月 （瓦木村） 

昭和 26 年 4 月 （鳴尾村） 

   〃 （塩瀬村） 

   〃 （山口村） 

昭和 44 年 4 月 （田近野） 

昭和 49 年 2 月以降 

（鳴尾浜、西宮浜、甲子園浜） 
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3.3 人口の概況 

3.3.1 人口・人口動態の推移 

 
本市の人口は、48.7 万人（令和元年現在）で、南部が 44.4 万人、北部が 4.3 万人と人口の約 9

割が南部に集中している。 
平成 9 年から平成 19 年まで概ね 1～2.5％の人口増が続いたが、近年その伸びは鈍化し、平成

28 年をピークに減少に転じている。その内訳を出生・死亡による人口の増減である自然増減と、

転入・転出による人口の増減である社会増減の推移からみると、阪神・淡路大震災の復興で住宅

建設が本格化し始めた平成 9 年から、復興がほぼ終了する平成 19 年まで、毎年 2,000 人以上の

社会増が続き、自然増と合わせて毎年 4,000 人～10,000 人程度の人口増が続いたが、近年は自

然増、社会増ともに、その傾向は鈍化し、平成 30 年には自然減、社会減となった。 

 
※平成 12、17、22、27 年は国勢調査結果、それ以外は推計⼈⼝である。（各年 10 月 1 日現在） 

出典︓⻄宮市推計⼈⼝、国勢調査 

図Ⅰ- 3 - 4 南部・北部別人口の推移 

 
出典︓⻄宮市住⺠基本台帳 

※⾃然増減︓出⽣者数から死亡者数を差し引いたもの 

 社会増減︓転⼊者数から転出者数を差し引いたもの 

図Ⅰ- 3 - 5 人口の自然増減・社会増減の推移  
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3.3.2 年齢別人口の変化 

1) 年齢別人口構成 

 
平成 7 年の阪神・淡路大震災後、南部では震災の復興に合わせ、中高層マンションなどの住宅

が多く供給され、北部では宅地開発による住宅が供給されたことにより転入者数が増加した。 
転入が増加した平成 9 年から平成 19 年に若い世代が増加したことから、昭和 42 年から昭和

50 年生まれの人口は全国推計人口と比較して突出して多くなっている。また、平成 10 年から平

成 20 年生まれの人口は、全国的には年齢が低くなるに従い少なくなるが、本市では子育て世代

の流入による影響で、その傾向は全国と比べて小さい。 
しかし、平成 21 年生まれ以降の人口については、本市も全国と同様に、年齢が低くなるに従

い少なくなっており、今後は児童・生徒数の減少が進んでいくものと考えられる。 
 

 
（ ）内 ︓⽣まれ年 

★ ︓昭和 42 年〜昭和 50 年⽣まれ 

☆ ︓平成 10 年〜平成 20 年⽣まれ 

 

出典︓⻄宮市住⺠基本台帳（R1.10.1 時点） 

   全国 ⼈⼝推計（総務省統計局 R1.10.1 時点） 

図Ⅰ- 3 - 6 本市と全国の年齢別人口構成の比較 
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2) 年齢 3 区分別人口の推移 

 
年少人口は平成 23 年でピーク、生産年齢人口は平成 19 年でピークとなっており、高齢者人口

は増加し続けている。 
 

  
出典︓⻄宮市住⺠基本台帳 

図Ⅰ- 3 - 7 年齢 3 区分別人口の推移  
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3.3.3 町別人口の状況 

1) 町別人口の増減 

 
平成 27 年と令和元年の町別人口を比較すると、JR 東海道本線・阪急神戸本線・阪神本線の

沿線、阪急西宮北口駅の北西側等で増加している。 
北部や臨海部などの鉄道駅から離れている地域では、減少率の高い町が多い。 

         

  
出典︓⻄宮市住⺠基本台帳       

図Ⅰ- 3 - 8 町別人口の増減（平成 27 年⇒令和元年）  
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2) 町別生産年齢人口の増減 

 

阪急西宮北口駅周辺や近年宅地開発された地域などでは、生産年齢人口が増加しているが、

その他の多くの地域では減少している。 
北部や南部の山麓部・丘陵部・臨海部などの、鉄道駅や市の中心部から離れた地域では、減

少率の高い町が存在する。 

 

  
出典︓⻄宮市住⺠基本台帳       

図Ⅰ- 3 - 9 町別生産年齢人口の増減（平成 27 年⇒令和元年） 
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3) 町別の高齢化率と高齢者人口の増減 

 

阪急西宮北口駅周辺や近年宅地開発された地域などでは、高齢化率が 20%未満だが、その他

多くの地域では 20%以上である。 
高齢化率が低い地域においても高齢者人口は増加傾向にある。北部や南部の山麓部・丘陵部、

臨海部東側などの鉄道駅や市の中心部から離れた地域では、高齢化率が高く、高齢者人口（特

に 70 歳以上人口）の増加率も高く、生産年齢人口の減少率が高い。 
  

  
出典︓⻄宮市住⺠基本台帳       

図Ⅰ- 3 - 10 町別の高齢化率（令和元年） 
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出典︓⻄宮市住⺠基本台帳       

図Ⅰ- 3 - 11 町別 65 歳以上人口の増減（平成 27 年⇒令和元年） 
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出典︓⻄宮市住⺠基本台帳       

図Ⅰ- 3 - 12 町別 70 歳以上人口の増減（平成 27 年⇒令和元年） 
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3.4 土地利用の現況 

 
北部は、緑豊かな自然に恵まれた地域であり、大規模なニュータウンは地区計画の指定など

により良好な住環境やまちなみが形成されている。 
南部は、阪神淡路大震災により大きな被害を受けたことや、社会経済状況の変化などにより

大規模なマンション建設が相次いだ地域が多く、高度地区や地区計画の指定などにより計画的

な市街地整備が進められ、秩序ある土地利用となっている。そのうち、臨海部では産業集積が

進むとともに、魅力あるウォーターフロントが形成されている。 
“文教住宅都市を基調とする個性的な都市”を目標にまちづくりを進めてきた結果、地域の

特性を生かした魅力ある住宅地が各地で形成されている。 
 

 
 

出典︓⼟地利⽤現況図（平成 31 年 3 月） 

図Ⅰ- 3 - 13 土地利用の現況（令和元年度） 
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3.5 学校施設の分布 

 
南部では、昭和 33 年に特別用途地区に文教地区に指定している上ヶ原地区のほか、鳴尾地区

を中心として、9 つの大学、短期大学が立地している。 
南部には多くの公立高等学校が立地しているが、北部には立地していない。 
 

  
※関⻄学院⼤学は、上ヶ原キャンパスと聖和キャンパスの位置を⽰す。 

出典︓⻄宮市教育要覧      

図Ⅰ- 3 - 14 学校施設の立地状況（令和元年度） 

  

凡例

小学校

中学校

高等学校

大学・短期大学

特別用途地区(文教地区)
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3.6 観光資源の分布 

 
以下のような様々な特徴を持つ観光資源が分布している。 
・ 夙川公園、満池谷・ニテコ池、甲山森林公園、北山緑化植物園、臨海部の新西宮ヨットハ

ーバーなどの四季折々の自然を楽しめるスポットが分布 
・ 兵庫県立芸術文化センターや大谷記念美術館など文教住宅都市にふさわしい文化施設が立

地 
・ 「灘の生一本」の産地として有名な灘五郷のうち「西宮郷」と「今津郷」があり、灘五郷

の酒造に欠かせない名水「宮水」が湧出 
・ 西宮神社、廣田神社、門戸厄神東光寺などの著名な神社仏閣が立地 
・ 甲子園歴史館など新たな観光資源が整備 

 

 
出典︓⻄宮観光リーフレット（⻄宮観光協会ホームページ）     

図Ⅰ- 3 - 15 観光資源の分布状況 
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西宮市の観光入込客数は、平成 26 年度以降、約 1,200 万人で推移している。 
令和元年度の観光施設別の入込客数は、阪神甲子園球場（野球観戦）が 384 万人と最も多く、

次いで、西宮神社（参拝）が 228 万人となっており、全体の約 5 割を占めている。 

 
 

出典︓兵庫県観光客動態調査報告書 

図Ⅰ- 3 - 16 観光入込客数の推移 
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3.7 交通基盤の現況 

3.7.1 鉄道 

 
南部では、本線として東西方向に JR 東海道本線、阪急神戸本線、阪神本線、支線として南北

方向に阪急甲陽線・今津線、阪神武庫川線が整備されている。 
北部では、東側の塩瀬地域には JR 福知山線が整備されているが、西側の山口地域には鉄道が

なく、最寄りの鉄道は神戸市内を運行する神戸電鉄三田線・有馬線である。 
鉄道駅は市内に 23 駅あり、阪急西宮北口駅、阪急夙川駅、阪神西宮駅、阪神甲子園駅では平

日 1 日当たりの運行本数が 500 本以上あり、次いで JR 西宮駅、阪神武庫川駅では平日 1 日当た

りの運行本数が 400 本以上である。特に特急、快速などが停車する駅で運行本数が多くなってい

る。 
 

  
出典︓鉄道事業者ホームページ       

図Ⅰ- 3 - 17 西宮市の鉄道路線と鉄道駅の平日 1日当たり運行本数（令和元年） 

 

凡例（本 /日）

200未満

200～400未満

400～500未満

500以上
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西宮市の鉄道乗客数は、近年は増加傾向で推移し、令和元年は、年間で約 1 億 1,800 万人と

なり、JR 西日本は約 2,100 万人、阪急電車は約 5,700 万人、阪神電車は約 4,000 万人となって

いる。 

 
出典︓⻄宮市統計書 

図Ⅰ- 3 - 18  鉄道乗客数の推移 

 

1 日当たりの乗降客数は、阪急西宮北口駅が最も多く、次いで阪神甲子園駅、阪神西宮駅とな

っている。 

 
 

出典︓⻄宮市統計書 

図Ⅰ- 3 - 19  鉄道駅の 1 日当たり乗降客数（令和元年）  
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3.7.2 バス 

 
バス路線は、鉄道網を補完するように概ね市域全体で整備されている。平成 21 年度から北部

の山口地域と南部市街地を直接連絡する基幹交通として、市が事業主体の役割を担いさくらやま

なみバスを運行している。 
バスの運行本数は、阪神西宮駅、JR 西宮駅、阪神甲子園駅付近のバス停やそれらの鉄道駅に

接続する主要路線のバス停で多くなっている一方、平日 1 日当たりの運行本数が 50 本（7 時～

22 時の 15 時間で平均すると 1 時間 3 本程度）未満のバス停も存在している。また、バス停まで

の距離がある地域や地形的に高低差が大きい地域などのバスの利用が不便な地域が存在してい

る。 
 

 

出典︓バス事業者ホームページ（高速バス、空港バスは除く）      

図Ⅰ- 3 - 20 西宮市のバス路線とバス停の平日 1 日当たり運行本数（令和元年） 

 

 

      凡例(本/日)

～50本未満

50～100本未満

100～200本未満

200～300本未満

300～500本未満　

500本以上
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西宮市の路線バス乗客数は、平成 5 年でピークとなっており、近年は増加傾向に転じ、年間

で約 1,900 万人（令和元年現在）となっている。 

 
出典︓⻄宮市統計書 

図Ⅰ- 3 - 21  路線バス乗客数の推移 

 

運転キロ当たり乗車人員の平均値は、平成 3 年で 4.8 人/km であり、令和元年で 3.7 人/km で

ある。平成 3 年に比べ、約 23％減少しているが、近年は増加傾向に転じている。 

 
出典︓⻄宮市統計書 

図Ⅰ- 3 - 22  路線バス運転キロ当たり乗車人員の推移 
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3.7.3 道路 

道路は日常生活や産業活動のための重要な都市基盤施設であり、災害時には避難路・救援路・

延焼遮断帯として機能するなど、まちづくりを進める上で大きな役割を担っている。 
 

1) 国道・県道・自動車専用道路 

 
広域的な道路は、南部で国道 2 号・43 号・171 号、名神高速道路、阪神高速神戸線・湾岸線

があり、北部で国道 176 号、中国自動車道、阪神高速北神戸線がある。 
また、南部と北部をつなぐ主要地方道大沢西宮線がある。 
 

 
図Ⅰ- 3 - 23 西宮市内の国道・県道・自動車専用道路 

  



3．西宮市の概況 

Ⅰ-3-21 

2) 都市計画道路 

 
都市の骨格となる重要な道路を都市計画道路として位置づけ、整備を進めている。 
本市の都市計画道路は総延長約 182km であるが、そのうち約 16%が未整備区間となっており、

特に JR 東海道本線以北で整備が遅れている。 
 

 
出典︓⻄宮市都市計画道路整備状況図、⻄宮市都市計画年報        

図Ⅰ- 3 - 24 西宮市の都市計画道路の整備状況（令和元年） 
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3) 事故発生状況 

 
西宮市で発生した交通事故（人身事故）は、平成 23 年頃から減少傾向であり、令和元年は 1,520

件で平成 20 年と比較すると 41％減少している。しかし、高齢者の死傷者数は、平成 20 年比で

9％の減少となっており、事故発生件数と比較すると減少率が小さい。 
交通事故の発生が最も多いのは、国道 43 号の染殿町～用海町～西宮本町である。 

 

 
出典︓交通事故統計（兵庫県警察）   

図Ⅰ- 3 - 25 人身事故発生件数等の推移 

 

表Ⅰ- 1 西宮市内での事故発生箇所（令和元年、20 件以上の箇所） 

 
出典︓交通事故統計（兵庫県警察）    
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(0.59)
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20年と比較して41％減少して

いるが、高齢者の死傷者数

の減少率は9％

件
数

死
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傷
者

国道2号 ⻄宮市 神楽町 夙川橋 森具 22 0 26

国道43号 ⻄宮市 ⻄宮インター 今津 25 0 30

国道43号 ⻄宮市 染殿町 用海町 ⻄宮本町 28 0 31

国道171号 ⻄宮市 甲武橋 上大市４丁目 25 0 30

国道171号 ⻄宮市 ⻘⽊ 室川町 越水高架下 26 0 31

路線名 市区町 区間内の交差点
発生
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4 ．上位計画と関連計画 

4.1 都市交通計画の位置づけ 

 
本計画は、都市・地域総合交通戦略要綱に基づく「総合交通戦略」及び地域公共交通活性化再

生法第 5 条に基づく「地域公共交通計画」として位置付けられるものである。 
「第 5 次西宮市総合計画」に即し、都市計画マスタープランや関連計画と整合・連携を図る。 

 
図Ⅰ- 4 - 1 上位計画及び都市交通計画と関連計画の関係 

 
  

西宮市都市交通計画 

西宮市総合交通戦略（都市・地域総合交通戦略要綱） 

西宮市地域公共交通計画（地域公共交通活性化再生法 第 5 条） 

西宮市の都市計画に関する基本的な方針 

 

 

第５次西宮市総合計画 

即す 

西宮市立地適正化計画 

連携 役割分担 

西宮市高齢者福祉計画・ 

西宮市介護保険事業計画 

西宮市地域福祉計画 

西宮市障害福祉推進計画 

西宮市環境基本計画 

関連計画 

西宮市産業振興計画 

部門別計画 

上位計画 

連携 

連携 
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4.2 上位計画等 

 昭和 38 年の「文教住宅都市宣言」をまちづくりの理念として掲げ、一貫したまちづくりを

推進している。 
 総合計画では「文教住宅都市」「憩い」「学び」「つながり」といったキーワードで基本目

標などが設定されている。 
 

4.2.1 文教住宅都市宣言 

西宮市は、阪神間の中央に位置し、自然の風光と温暖な気候に恵まれ、市制施行いらい、多

くの人々がここに、平穏で快適な生活環境を求めて移り住み、ついに今日の隆盛をみるにいた

った。その風土は、先覚者たちの文教諸施設の整備拡充の努力とあいまって、今や西宮市が文

教住宅都市として力強く進むことを可能ならしめている。またその故にこそ、年々、万余を数

える人口増加がみられるのである。 
一方、大阪、神戸をはじめとする阪神圏諸都市は、急速な発展を示しつつあるが、同時に産

業配置、人口の都市集中、公害など幾多の内部的諸矛盾の解決をせまられている。こうした事

態にあって、西宮市は、本市が誇りうる文教住宅都市的性格をさらに一層、推進することによ

り、こんごの阪神圏発展の一翼を担う考えである。すなわち、西宮市の将来は、西宮市民のみ

ならず、近畿一円の福利の増進に役立つべきものであり、それはまさに、西宮市が、人々に憩

いと安住の地を提供することによって、積極的に果されるものと信じる。 
ここに、西宮市は三十万市民のひとしく望むところにしたがい、風光の維持、環境の保全・

浄化、文教の振興を図り、当市にふさわしい都市開発を行い、もって市民の福祉を増進するた

め、西宮市を「文教住宅都市」と定め、こんごの市政運営がこの理念に基づいて強く推進され

るものであることを宣言する。 
昭和 38 年 11 月 3 日 

兵庫県西宮市  
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4.2.2 総合計画 

1) 第１～４次西宮市総合計画 

 
計画名 年度 基本目標 サブテーマ 

西宮市総合計画 
昭和 46 年 

～昭和 60 年 
文教住宅都市を 

基調とする 

個性的な都市 

緑としあわせの 

まちづくりへ 

西宮市新総合計画 
昭和 61 年 

～平成 10 年 

活力とうるおいの 

ある文教住宅都市をめざして 

第 3 次西宮市総合計画 
平成 11 年 

～平成 20 年 
活力と希望に満ちた西宮をめざして 

第 4 次西宮市総合計画 
平成 21 年 

～平成 30 年 

ふれあい 感動 

文教住宅都市・西宮 
― 

 

2) 第５次西宮市総合計画（令和元(2019)年度から令和 10(2028)年度） 

【都市目標】 

 未来を拓
ひら

く 文教住宅都市・西宮 ～憩い、学び、つながりのある美しいまち～ 

【６つの将来像】 

1. 私たちは、六甲から北摂に連なる山並みと大阪湾、これをつなぐ武庫川や夙川など

に抱かれながら憩い、安らかに暮らしており、この地で育まれてきたまちの風情や、

自然と都市の景観に誇りを持っています。誰もが安心して行き交い、暮らすことの

できる西宮は、活気と魅力にあふれるまちになっています。 

2. まちのあちらこちらから、子供たちの元気な声が聞こえてきます。子育てをする人

も、それを応援する人も、誰もが温かい気持ちで西宮の子供たちを育みます。心豊

かで健やかに育った子供たちは、将来も西宮に住みたいと感じています。 

3. 身近な地域での暮らしを一緒に楽しむ中で、たくさんの縁が生まれています。地域

でお互いに見守り、支え合うことのできる西宮のまちで、一人ひとりが生き生きと、

自分らしい生活を楽しんでいます。 

4. 文教住宅都市の個性と魅力にひかれ、移り住む人や訪れる人が増えています。たく

さんの人々が学び、働き、遊ぶ中で、様々な交流の輪が広がっており、大学や産業

とも連携した、まちの元気が生まれています。 

5. きれいな水や緑がある、清潔で快適な暮らしが、みんなの生活を豊かにしています。

私たちの暮らしを支える都市基盤は、一段と安全で利用しやすいものとなっていま

す。地域では、あらゆる年齢の人々が防災・減災の活動に参加し、何かあっても助

け合えるつながりと、より強固になった行政の防災体制に、みんなが安心を感じて

います。 

6. たくさんの人が地域の活動やまちづくりに積極的に参加し、西宮のまちに対する

人々の愛着と誇りが住民自治の成熟につながっています。ＩＣＴ分野における技術

革新等を最大限活用した、効率的で公正な行政運営がみんなから信頼されています。 
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4.3 関連計画等 

 西宮市の都市計画に関する基本的な方針では、低炭素なまちづくりなどに向けた公共交通の

利便性向上、公共交通網の充実、生活に必要な日常の移動の円滑化、地域コミュニティ相互

の交流促進などを施策展開の方向性として掲げている。 
 西宮市立地適正化計画では、地域の魅力を活かした誰もが暮らしやすいコンパクトなまちを

基本理念として、「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」に基づく交通機能の強化を

基本的な方針に掲げている。 
 誰もが安全・安心で快適に暮らせるまちづくり（福祉に関する計画）、温室効果ガスの排出

を抑制した低炭素社会の実現（環境基本計画）、産業活動をしやすい環境の創出（産業に関

する計画）などの分野で各種関連計画が策定されている。 
 
 

 

4.3.1 西宮市の都市計画に関する基本的な方針（平成 23 年度からおおむね 10 年間） 

【基本理念】 
 宮水の「えん」でつなぎ育む 美しいまち西宮 

【施策の展開の方向性】 
 公共交通の利便性の向上により、過度の自家用車利用を抑制し、省エネルギー、低炭

素なまちを目指す。 
 土地利用誘導や公共交通の改善及び利用促進などにより、徒歩、自転車又は公共交通

を利用して日常生活に必要となるサービスを受けられるようにする。 
 市内の各地をつなぐ公共交通網の充実を図る。 
 公共交通の利便性の向上に取り組み、働く、学ぶ、住むために必要な日常の移動を円

滑にする。 
 公共交通網の充実や地域間道路の整備により、市街地と農地など、市内各地域のコミ

ュニティ相互の交流を促進し、にぎわいを育む。 
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4.3.2 西宮市立地適正化計画（令和元年度から令和 22 年度） 

【基本理念】 
 地域の魅力を活かした誰もが暮らしやすいコンパクトなまち 

【基本的な方針】 
 地域の特性を活かした居住の誘導 
 地域に応じた生活サービス施設の維持・誘導 

①都市計画マスタープランに基づく拠点形成 

②文教・スポーツ施設を拠点としたまちづくり 

③持続可能な都市経営を目指した公共施設の集約・再編 

 「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」に基づく交通機能の強化 
・バス路線の強化・再編や都市計画道路の整備等により、拠点へのアクセス性や速達性・効

率性の向上に努める 
・鉄道駅周辺における駅前広場の整備・改良やバスの待合環境の改善など、他の交通機関と

の乗り継ぎの利便性の向上に努める 
（南部地域） 

・都市計画道路の整備や交通結節機能の強化等により、公共交通の充実や持続可能な交通

ネットワークの形成を図る 
・市役所本庁舎周辺地区で、交通結節機能と生活サービス機能をあわせ持つ魅力的な中心

拠点の形成を促進する 
（北部地域） 

・山口地区と南部市街地を直接連絡する「さくらやまなみバス」の運行計画の見直しや利

用促進策の実施等により、持続可能な運行を目指す 
・地域内交通や隣接市の拠点に結ぶ交通の充実、都市計画道路の整備など、公共交通の充

実等による生活サービス施設の利便性の向上に努める 
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4.3.3 福祉関係計画 

1) 西宮市地域福祉計画（平成 28 年度から令和 3 年度） 

 地域を構成する市民一人ひとりをはじめ団体・組織などが、お互いを認めあい、つながり、

支えあうことで地域福祉を推進し、誰もが安心して、共に生きることができるまちをめざし、

「みんながつながり 支えあい 共に生きるまち 西宮」を基本理念として設定している。 
 施策の展開において、安心・安全なまちづくりとして「ユニバーサルデザインの視点に立っ

た暮らしの場づくりと交通利便性の向上」が施策に位置づけられている。 
 

2) 西宮市高齢者福祉計画・西宮市介護保険事業計画（令和 3 年度から令和 5 年度） 

 基本理念を「すべての高齢者が、住み慣れた地域で、自分らしく安心して暮らせるまち」と

設定している。 
 「基本目標５ 多様な住まい方を支援する環境づくり」において、「公共施設等のバリアフ

リー化の推進」「公共交通のバリアフリー化の推進」が主な取組みに位置づけられている。 
 

3) 西宮市障害福祉推進計画（令和 3 年度から令和 5 年度） 

 「だれもが人として尊重しあい、支えあうまち」「だれもが人として輝き、自立した生活を

おくれるまち」「だれもが自らの生き方を選べるまち」「だれもが身近な地域でともに暮ら

せる生活支援の充実したまち」を基本理念とし、「ともに生き ともに支えあう共生のまち 西
宮」を将来像として掲げている。 

 分野別の取組みにおいて、安全・安心・快適に暮らせるまちづくりとして「福祉のまちづく

りの普及・啓発」「公共交通機関に関する利便性と安全性の向上」「歩道や道路等の整備」

が主な施策・事業に位置づけられている。 
 

4.3.4 西宮市環境基本計画（令和元年度から令和 10 年度） 

 望ましい環境像を『人を育み、人が育む 環境学習都市・にしのみや』～共生と循環のここ

ろで次代につなぐ 山のみどりとあおい海～とし、「低炭素」「資源循環」「生物多様性」

「安全・快適」を環境目標としている。 
 環境目標の「低炭素」においては、地域環境の整備として「公共交通の利用促進と自動車交

通の低炭素化」が取組みに位置づけられている。 
 

4.3.5 西宮市産業振興計画（令和元年度から令和 5 年度） 

 基本理念を「暮らしと調和した『にぎわい・活力』の創出」とし、産業について積極的な課

題解決を図るとともに、より産業活動のしやすい環境を創出することにより、将来にわたっ

て活力ある「文教住宅都市・西宮」となることをめざしている。 
 大阪、神戸の中間に位置し、交通利便性の高さから、冷蔵倉庫業や運輸施設提供業を含む物

流関連産業が本市産業の特徴となる６つの産業群のひとつとして位置づけられている。 
 市域は南北に長く地区毎に特徴が異なり、それぞれの地区に魅力なる地域資源が存在し、独

自のイメージを醸し出している。 
 地域資源を生かした産業振興を基本方針の一つに掲げ、スポーツビジネスの創出として「ス

ポーツを核にした甲子園地域の活性化」「スポーツツーリズムの推進」、多彩に楽しむ「ま

ちなか観光」の創出として「酒蔵ツーリズムの推進」等を取組みに位置付けている。 
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1 ．都市交通計画の基本的事項 

1.1 対象区域・交通と計画期間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図Ⅱ- 1 - 1 都市交通計画の計画期間 
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西宮市域を基本とする。 

対象区域 

 

みんながお出かけしやすい交通体系を目指すために、 

主に鉄道、バス、タクシー、自転車、徒歩に重点をおく。 

対象交通 

 

施策着手を計画する期間は５年間とする。（R4～R8） 

計画期間（施策着手期間） 

▲ 

団塊の世代が 65 歳以上に 
▲ 

団塊の世代が 75 歳以上に 

西宮市総合交通戦略 

 

西宮市都市交通計画 
（⻄宮市総合交通戦略） 

（⻄宮市地域公共交通計画） 

評価・見直し 評価・見直し 
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1.2 基本理念 

 
 

【西宮市都市交通計画の基本理念】 

文教住宅都市を基調とする活力とふれあいを育む都市 
 
 
 
西宮市総合交通戦略の基本理念を継承する。 
 

【基本理念の設定にあたり考慮したキーワード】 

○ 文教住宅都市宣言 

（略）風光の維持、環境の保全・浄化、文教の振興を図り、当市にふさわしい都市開発を行

い、もって市民の福祉を増進するため、西宮市を「文教住宅都市」と定め、こんごの市政運営

がこの理念に基づいて強く推進されるものであることを宣言する。 

○ 第１～３次西宮市総合計画 

【基本目標】 
３計画共通 ：文教住宅都市を基調とする個性的な都市 

【サブテーマ】 
西宮市新総合計画 ：活力とうるおいのある文教住宅都市をめざして 
第３次西宮市総合計画 ：活力と希望に満ちた西宮をめざして 

○ 第４次西宮市総合計画 

【基本目標】 

ふれあい 感動 文教住宅都市・西宮 

○ 第５次西宮市総合計画 

【基本目標】 
未来を拓く 文教住宅都市・西宮 ～憩い、学び、つながりのある美しいまち～ 

○ 西宮市の都市計画に関する基本的な方針 

【基本理念】 
宮水の「えん」でつなぎ育む 美しいまち西宮 
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1.3 将来都市像 

本市の「強み・特性」と「将来リスク」や「上位・関連計画等で掲げる基本目標など」を踏ま

え、都市交通計画の将来都市像を設定する。 
 

1.3.1 西宮市の強み・特性と将来リスク 

1) 強み・特性 

 
総面積 100.18km2の市域は、北部の山地部と南部の平野部に分かれ、その中央部を東西に

東六甲山系が横断している。海抜約 0ｍから 900ｍに及ぶ起伏に富んだ地形であり、山、川、

海などの豊かな自然環境を有している。 

 
昭和 38 年の「文教住宅都市宣言」を踏まえ、“文教住宅都市を基調とする個性的な都市”

を目標にまちづくりを推進してきた。その結果、北部・南部のそれぞれの特性を生かした魅

力ある住宅地が各地で形成されている。 

 
昭和 33 年に特別用途地区の文教地区に指定している上ヶ原地区のほか、鳴尾地区などを

中心として、9 つの大学・短期大学が立地するなど、文教施設が充実している。 

 
酒蔵、神社仏閣、阪神甲子園球場、文化施設、四季折々の自然を楽しめるスポットなど、

様々な特徴を持つ貴重な観光資源に恵まれている。 

 

鉄道駅は 23 駅あり、JR 東海道本線・阪急神戸本線・阪神本線といった東西方向の鉄道路

線を中心に、鉄道の利便性が高い。 

 
南部は国道 2 号・43 号・171 号、名神高速道路、阪神高速神戸線・湾岸線、北部は国道

176 号、中国自動車道、阪神高速北神戸線といった広域的道路が概ね整備されている。 
 

2) 将来に向けて憂慮すべき事項（将来リスク） 

 
鉄道駅や市の中心部から離れている地域などでは、人口減少や高齢化が著しく進展するこ

とが危惧されるとともに、それらに起因した空き家の増加などが進み、住宅地の魅力が低下

する可能性がある。 

 
高齢者の増加に伴い、交通利便性が低い地域などでは外出機会の減少が危惧され、生涯に

わたって自由で活発な社会活動に取り組むことや、安全に暮らすことが難しいまちとなる可

能性がある。 

 
生産年齢人口の減少や高齢者の外出機会の減少などにより、交流の衰退が危惧され、まち

のにぎわいの低下が生じ、結果として市全体の活力の低下につながる可能性がある。 

生産年齢人口の減少や高齢者の外出機会の減少により、まちの活力が低下する可能性がある。 

交通の利便性が低い地域で、高齢者の外出機会が減少する可能性がある。 

交通の利便性が低い地域で、人口減少や空き家の増加、住宅地の魅力低下の可能性がある。 

主要な道路が概ね整備されている。 

鉄道駅が多く、鉄道利便性が高い。 

酒蔵・西宮神社・廣田神社・門戸厄神・阪神甲子園球場など貴重な観光資源がある。 

大学等の文教施設が充実している。 

地域の特性を生かした魅力ある住宅地が形成されている。 

山・川・海など豊かな自然環境がある。 



1．都市交通計画の基本的事項 

Ⅱ-1-4 

1.3.2 上位・関連計画等で掲げる基本目標など 

上
位
計
画
等 

○⽂教住宅都市宣⾔ 
○⻄宮市総合計画 → 

 昭和 38 年の「文教住宅都市宣言」をまちづくりの理念

として掲げ、一貫したまちづくりを推進している。 

 総合計画では「文教住宅都市」「憩い」「学び」「つなが

り」といったキーワードで基本目標などが設定されてい

る。 

関
連
計
画
等 

○⻄宮市の都市計画に関する 
基本的な方針 

○⻄宮市⽴地適正化計画 
○⻄宮市地域福祉計画 
○⻄宮市⾼齢者福祉計画・ 

⻄宮市介護保険事業計画 
○⻄宮市障害福祉推進計画 
○⻄宮市環境基本計画 
○⻄宮市産業振興計画 

→ 

 西宮市の都市計画に関する基本理念では、西宮がこ

れまで培ってきた文教住宅都市としての優れた環境と、

品の良さを感じさせる個性的な都市イメージをさらに高

め、後世に継承するため、「人（私）と自然」、「人（私）と

まち」、「人（私）と人」のつながりを育み、美しいまちを実

現するとしている。 

 西宮市立地適正化計画では、「地域の魅力を活かし

た誰もが暮らしやすいコンパクトなまち」を基本理念と

し、基本的な方針として「地域の特性を活かした居住の

誘導」「地域に応じた生活サービス施設の維持・誘導」

「『コンパクトシティ・プラス・ネットワーク』に基づく交通機

能の強化」を掲げている。 

 福祉に関する計画では、「みんながつながり 支えあい 

共に生きるまち 西宮」「すべての高齢者が、住み慣れ

た地域で、自分らしく安心して暮らせるまち」「ともに生き 

ともに支えあう共生のまち 西宮」を基本理念等に掲

げ、安心・安全なまちづくりとして「ユニバーサルデザイン

の視点に立った暮らしの場づくりと交通利便性の向上」

が施策として位置づけている。 

 環境基本計画では、「人を育み、人が育む 環境学習

都市・にしのみや」を望ましい環境像とし、「低炭素」を

環境目標の一つに掲げ、地域環境の整備として「公共

交通の利用促進と自動車交通の低炭素化」が取組み

に位置づけている。 

 産業振興計画では、「暮らしと調和した『にぎわい・活

力』の創出」を基本理念とし、交通利便性の高さから

物流関連産業が本市産業の特徴となる６つの産業群

のひとつとして位置づけるほか、「スポーツを核にした甲子

園地域の活性化」「スポーツツーリズムの推進」や「酒蔵

ツーリズムの推進」等を取組みに位置づけている。 
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1.3.3 将来都市像の設定 

これまで培ってきた西宮らしさを受け継ぎながら、子育てしやすい・働きやすい・いつまでも

住み続けたくなる安全で快適なまちを目指す。また、拠点等の賑わいや個性豊かな市内各地の魅

力を高め、誰もがお出かけして楽しめるようなまちを目指す。 
 

 

【西宮市都市交通計画の将来都市像】 

みんなが暮らしやすく、お出かけしたくなるまち 
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2 ．将来都市像に照らした現状と課題 

2.1 日常生活圏等の設定 

地域によって居住者や住まいの状況、生活サービス施設の立地状況、移動状況、公共交通の利

便性などが異なることから、地域ごとの特性を踏まえた実効性の高い施策を講じる必要がある。 
したがって、地域ごとの現状や課題を整理するためにデータを活用した現状把握や分析を行う

にあたって、徒歩での移動状況や商業・業務機能の集積状況、居住人口など踏まえて日常生活圏

を設定する。 
 

2.1.1 西宮市内のゾーニング 

1) データ活用を考慮した暫定ゾーニング 

行政区域（支所単位）や土地区画整理などの面整備の状況を考慮しながら、パーソントリップ

調査※1や道路・街路交通情勢調査※2などのデータが活用しやすいよう、市内を 28 ゾーンに分割

して暫定ゾーンとした。 
※1 パーソントリップ調査 ︓「いつ」「どこから」「どこまで」「どのような⼈が」「どのような目的で」「どのよ 

  うな交通⼿段を利⽤して」動いたのかについて調査し、1 日の⼈の動きを把握する調査 

※2 道路・街路交通情勢調査 ︓道路の整備状況、交通量、旅⾏速度などの道路交通の実態を把握する調査 

 
図Ⅱ- 2 - 1 市内の暫定ゾーニング（28 ゾーン）  

凡 例 
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2) 暫定ゾーンの統合による日常生活圏の設定 

徒歩で移動できる範囲を基本に、商業・業務機能の集積状況やパーソントリップ調査における

ゾーンごとのサンプル数を考慮して、以下の要件を満たすように暫定ゾーンを最低限必要な 15
ゾーンに統合して、「日常生活圏」として設定した。 

 
① 鉄道を利用しないリンクトトリップのうち、「起点と終点がともに日常生活圏内の徒歩アンリンク

トトリップ」の「起点または終点が日常生活圏内の徒歩アンリンクトトリップ」に対する割合が 7

割以上とする。 

①’ 商業・業務機能が集積している阪神西宮駅、阪急西宮北口駅、阪神甲子園駅周辺は、必然的に他の

日常生活圏との移動が多くなるため、上記①の 7 割以上を 6 割以上とする。 

② 日常生活圏内の夜間人口が 1 万人以上とする。 

 

 

 
 

図Ⅱ- 2 - 2 日常生活圏の要件 
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表Ⅱ- 2 - 1 日常生活圏の概要 

 
出典︓国勢調査（平成 27 年）、経済センサス（平成 26 年）、⻄宮市教育要覧（平成 27 年度） 

 

 

 

市街化 常住地 常住地 従業地 通学地
区域面積 就業者数 在学者数 就業者数 在学者数等

（人） （人） （人） （人） （人） （人） 主要バス
（a） （b） （c） （d） （e） （a-b-c+d+e） 停留所

①
山口

2,859 587 17,533 7,217 847 10,839 1,488 21,796 （神⼾電鉄岡場） 下山口

②
塩瀬

2,451 731 26,901 11,486 1,744 2,615 2,573 18,859
JR⻄宮名塩
JR生瀬
（JR・阪急宝塚）

JR⻄宮名塩

③
鷲林寺・苦楽園

527 201 10,544 4,240 663 972 3,113 9,726

④
甲陽園・上ヶ原

478 452 45,426 18,148 2,908 5,315 5,615 35,300 阪急甲陽園

⑤
甲東・段上

763 471 48,598 19,473 3,946 12,849 33,223 71,251
阪急甲東園
阪急⾨⼾厄神

甲東園

⑥
瓦木・樋ノ口

184 161 24,100 9,986 1,621 3,701 2,662 18,856

⑦
夙川・安井

452 452 57,285 23,845 2,926 14,292 3,065 47,871
阪急夙川
阪急苦楽園口

阪急夙川

⑧
阪神⻄宮

129 129 16,757 7,654 695 14,212 1,693 24,313
阪神⻄宮
JRさくら夙川
阪神香櫨園

⻄宮戎
阪神⻄宮
阪神⻄宮南口
阪神⻄宮駅東口

⑨
北口

197 197 25,021 10,930 1,219 18,387 3,447 34,706 阪急⻄宮北口 ⻄宮北口

⑩
JR⻄宮・今津

147 147 20,829 9,178 783 10,917 655 22,440

JR⻄宮
阪急阪神国道
阪急今津
阪神今津
阪神久寿川

JR⻄宮
JR⻄宮駅南口
国道JR⻄宮駅前

⑪
甲子園口北

151 138 23,168 10,297 1,054 5,125 2,050 18,992 JR甲子園口 JR甲子園口

⑫
甲子園・春風

200 197 27,845 11,947 1,347 8,926 2,199 25,676 阪神甲子園 JR甲子園口

⑬
鳴尾北・小松

224 203 31,551 13,476 2,095 6,233 3,663 25,876

⑭
浜脇・⻄宮浜

389 376 35,959 15,004 1,929 14,391 5,934 39,351

⑮
南甲子園・鳴尾南

867 777 76,333 31,325 3,879 30,077 22,148 93,354
阪神武庫川団地前
阪神東鳴尾
阪神洲先

阪神甲子園

日常生活圏
面積 夜間人口 昼間人口 日常生活圏内の

主な交通施設

（ha） （ha） 鉄道駅

阪神鳴尾
[阪神鳴尾･武庫川女子大前 ]
阪神武庫川
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図Ⅱ- 2 - 3 日常生活圏（15 ゾーン） 

⑮ 

28 

日常生活圏 （15 ゾーン） 

暫定ゾーン （28 ゾーン） 

道路 

鉄道 

凡 例 
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2.1.2 西宮市外のゾーニング 

市内と市外間の移動状況を踏まえ、101 芦屋・神戸南方面、102 神戸北、103 三田・丹波方面、

104 播磨・山陽方面、105 山陰方面、201 尼崎、202 大阪方面、203 宝塚・川西など、204 京都・

滋賀方面、205 北陸方面の 10 ゾーンに分割した。 
 
 
 

 
 

図Ⅱ- 2 - 4 市外のゾーニング 
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2.2 日常生活圏ごとの暮らし・お出かけの状況等 

2.2.1 日常生活圏ごとの暮らしぶり 

1) 居住者の状況 

(1) 年齢階層別人口の状況 

a) 年齢階層別人口の比率など 

 
 25～49 歳の比率は、⑧阪神西宮、⑨北口、⑪甲子園口北では 40%以上、①山口では 30%

以下となっている。 
 65 歳以上の比率（高齢化率）は、⑥瓦木・樋ノ口以外の日常生活圏で 20%以上、特に

①山口、③鷲林寺・苦楽園、⑮南甲子園・鳴尾南で 25%以上となっている。 
 

 
出典︓国勢調査、全国推計⼈⼝（総務省統計局） 

図Ⅱ- 2 - 5 年齢階層別人口の比率など（平成 27 年）  
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b) 年齢 3 区分別人口の増減率 

 
 年少人口は、①山口、②塩瀬、⑬鳴尾北・小松、⑭浜脇・西宮浜、⑮南甲子園・鳴尾南

で 5%以上の減少、⑨北口、⑪甲子園口北、⑫甲子園・春風で 5%以上の増加となって

いる。 
 生産年齢人口は、①山口、②塩瀬、③鷲林寺・苦楽園、⑬鳴尾北・小松、⑮南甲子園・

鳴尾南で 5%以上の減少、⑨北口で 5%以上の増加となっている。 
 高齢者人口は、すべての日常生活圏で増加しており、②塩瀬、⑥瓦木・樋ノ口、⑨北口、

⑭浜脇・西宮浜、⑮南甲子園・鳴尾南で 20%以上の増加となっている。 
 
 

表Ⅱ- 2 - 2 年齢 3 区分別人口の増減率（平成 22 年⇒平成 27 年） 

 

年少人口（0～14 歳） 生産年齢人口（15～64 歳） 高齢者人口（65 歳以上） 

H22 

（人） 

H27 

（人） 
増減率 
（％） 

H22 

（人） 

H27 

（人） 

増減率 

（％） 

H22 

（人） 

H27 

（人） 

増減率 

（％） 

① 

山口 2,473 2,202 -10.96 11,542 10,665 -7.60 4,106 4,666 13.64 

② 

塩瀬 4,638 3,897 -15.98 17,556 16,322 -7.03 5,337 6,682 25.20 

③ 

鷲林寺・苦楽園 1,714 1,692 -1.28 6,540 6,198 -5.23 2,335 2,654 13.66 

④ 

甲陽園・上ヶ原 6,442 6,574 2.05 28,514 27,538 -3.42 9,781 11,314 15.67 

⑤ 

甲東・段上 7,859 7,626 -2.96 31,193 30,967 -0.72 8,797 9,996 13.63 

⑥ 

瓦木・樋ノ口 4,646 4,664 0.39 15,304 15,533 1.50 3,034 3,903 28.64 

⑦ 

夙川・安井 8,559 8,754 2.28 37,083 36,392 -1.86 10,390 12,139 16.83 

⑧ 

阪神西宮 2,027 2,047 0.99 11,176 11,245 0.62 2,928 3,465 18.34 

⑨ 

北口 2,780 3,205 15.29 15,473 16,759 8.31 4,075 5,059 24.15 

⑩ 

JR 西宮・今津 2,537 2,610 2.88 13,873 13,568 -2.20 4,181 4,654 11.31 

⑪ 

甲子園口北 3,399 3,582 5.38 15,537 14,954 -3.75 3,889 4,649 19.54 

⑫ 

甲子園・春風 3,824 4,159 8.76 17,816 17,699 -0.66 5,117 5,994 17.14 

⑬ 

鳴尾北・小松 4,957 4,534 -8.53 20,937 19,773 -5.56 6,495 7,237 11.42 

⑭ 

浜脇・西宮浜 6,238 5,877 -5.79 21,850 22,047 0.90 6,650 8,013 20.50 

⑮ 

南甲子園・鳴尾南 10,097 9,424 -6.67 52,222 46,780 -10.42 16,719 20,138 20.45 

全市 72,190 70,847 -1.86 316,616 306,440 -3.21 93,834 110,563 17.83 

出典︓国勢調査（平成 22 年、平成 27 年） 
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c) 年齢階層別人口の比率など（将来推計） 

 
 25～49 歳の比率は、30%以上の日常生活圏はなく、①山口、②塩瀬、③鷲林寺・苦楽

園、④甲陽園・上ヶ原、⑮南甲子園・鳴尾南で 25%以下となっている。 
 65 歳以上の比率（高齢化率）は全ての日常生活圏で 25%を超えており、特に①山口、

②塩瀬、③鷲林寺・苦楽園、⑮南甲子園・鳴尾南で 35%以上となっている。 
 平成 27 年の年齢階層別人口の比率と比較すると、すべての日常生活圏において 0～14

歳、25～49 歳の比率が小さく、65 歳以上の比率が大きくなっている。 

 
注）平成 27 年国勢調査の男⼥・年齢（5 歳階級）別⼈⼝を基準⼈⼝として、コーホート要因法を⽤いて将来⼈⼝を推計した。なお、コーホート要因法に

よる推計においては、基準⼈⼝のほか(ⅰ)⽣残率、(ⅱ)純移動率、(ⅲ)⼦ども⼥性⽐、(ⅳ)0〜4 歳性⽐が必要となり、以下の数値を⽤いた。 
(ⅰ) すべての日常⽣活圏で「国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所の日本の地域別将来推計⼈⼝（平成 30（2018）年推計）」の⻄宮市全市の⽣残率を⽤

いた。 
(ⅱ) 平成 22・27 年の国勢調査⼈⼝から、日常⽣活圏ごとの⽣残率＋純移動率を算出し、上記の⽣残率を控除して、日常⽣活圏ごとの平成 22→27

年の純移動率とした。それに⻄宮市全市の純移動率の変化量を加えて、平成 27→令和 2 年以降の純移動率を算出した。 
(ⅲ) 平成 27 年国勢調査⼈⼝から、日常⽣活圏ごとの平成 27 年の⼦ども⼥性⽐を算出した。それに⻄宮市全市の⼦ども⼥性⽐の倍率を乗じて、令

和 2 年以降の⼦ども⼥性⽐を算出した。 
(ⅳ) 平成 27 年国勢調査⼈⼝から、日常⽣活圏ごとの平成 27 年の 0〜4 歳性⽐を算出した。令和 2 年以降は、すべての日常⽣活圏で⻄宮市全市の

0〜4 歳性⽐を⽤いた。 

図Ⅱ- 2 - 6 年齢階層別人口の比率など（令和 17 年将来推計）  
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d) 年齢 3 区分別人口の増減率（将来推計） 

 
 年少人口は、全ての日常生活圏で減少、特に②塩瀬、③鷲林寺・苦楽園、⑧阪神西宮、

⑩JR 西宮・今津、⑬鳴尾北・小松、⑮南甲子園・鳴尾南では 30%以上の減少となって

いる。 
 生産年齢人口は、⑨北口、⑫甲子園・春風を除く日常生活圏で減少、特に①山口、②塩

瀬、③鷲林寺・苦楽園、⑬鳴尾北・小松、⑮南甲子園・鳴尾南で 20%以上の減少とな

っている。 
 高齢者人口は、すべての日常生活圏で増加、特に⑤甲東・段上、⑥瓦木・樋ノ口、⑧阪

神西宮、⑨北口、⑭浜脇・西宮浜で 40%以上の増加となっている。 
 
 

表Ⅱ- 2 - 3 年齢 3 区分別人口の増減率（平成 27 年⇒令和 17 年） 

 

年少人口（0～14 歳） 生産年齢人口（15～64 歳） 高齢者人口（65 歳以上） 

H27 

（人） 

R17 

（人） 
増減率 
（％） 

H27 

（人） 

R17 

（人） 

増減率 

（％） 

H27 

（人） 

R17 

（人） 

増減率 

（％） 

① 

山口 2,202 1,599 -27.38 10,665 7,929 -25.65 4,666 5,341 14.47 

② 

塩瀬 3,897 2,187 -43.88 16,322 11,403 -30.14 6,682 9,022 35.02 

③ 

鷲林寺・苦楽園 1,692 831 -50.89 6,198 4,450 -28.20 2,654 2,841 7.05 

④ 

甲陽園・上ヶ原 6,574 4,704 -28.45 27,538 23,859 -13.36 11,314 14,009 23.82 

⑤ 

甲東・段上 7,626 6,423 -15.77 30,967 28,355 -8.43 9,996 14,261 42.67 

⑥ 

瓦木・樋ノ口 4,664 3,941 -15.50 15,533 15,460 -0.47 3,903 6,536 67.46 

⑦ 

夙川・安井 8,754 7,543 -13.83 36,392 34,472 -5.28 12,139 16,395 35.06 

⑧ 

阪神西宮 2,047 1,259 -38.50 11,245 10,460 -6.98 3,465 5,062 46.09 

⑨ 

北口 3,205 2,840 -11.39 16,759 18,845 12.45 5,059 8,001 58.15 

⑩ 

JR 西宮・今津 2,610 1,806 -30.80 13,568 12,616 -7.02 4,654 5,395 15.92 

⑪ 

甲子園口北 3,582 2,676 -25.29 14,954 13,802 -7.70 4,649 5,959 28.18 

⑫ 

甲子園・春風 4,159 3,705 -10.92 17,699 18,243 3.07 5,994 7,755 29.38 

⑬ 

鳴尾北・小松 4,534 2,901 -36.02 19,773 15,559 -21.31 7,237 8,132 12.37 

⑭ 

浜脇・西宮浜 5,877 4,877 -17.02 22,047 21,145 -4.09 8,013 11,771 46.90 

⑮ 

南甲子園・鳴尾南 9,424 4,888 -48.13 46,780 32,065 -31.46 20,138 24,010 19.23 

全市 70,847 52,180 -26.35 306,440 268,663 -12.33 110,563 144,490 30.69 

出典︓国勢調査（平成 27 年） 
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(2) 世帯構成や家族の状況 

a) 世帯人員別一般世帯数の比率 

 
 1 人世帯の比率は、⑧阪神西宮、⑨北口、⑩JR 西宮・今津で 45%以上、2 人世帯と合

わせると 70%以上となっている。 
 3 人以上世帯の比率は、①山口、②塩瀬、③鷲林寺・苦楽園、⑤甲東・段上、⑥瓦木・

樋ノ口、⑬鳴尾北・小松、⑭浜脇・西宮浜で 40%以上となっている。 
 

 
出典︓国勢調査   

図Ⅱ- 2 - 7 世帯人員別一般世帯数の比率（平成 27 年） 
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b) 家族類型別一般世帯数の比率 

 
 核家族世帯の比率はすべての日常生活圏で最も高くなっている。 
 単独世帯の比率は、⑧阪神西宮、⑨北口、⑩JR 西宮・今津では 45%以上、②塩瀬、③

鷲林寺・苦楽園では 20％以下となっている。 
 

 
出典︓国勢調査      

図Ⅱ- 2 - 8 家族類型別一般世帯数の比率（平成 27 年） 
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(3) 高齢者の要介護・要支援認定者数の推移 

 
 高齢者の要介護・要支援認定者数は、平成 15 年から令和元年の 17 年間で大幅に増加

しており、特に 75 歳以上では倍増している。 

  
出典︓介護保険事業状況報告   

図Ⅱ- 2 - 9 高齢者の要介護・要支援認定者数の推移 
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2) 住まいの状況 

(1) 住宅の所有の関係別一般世帯数の比率 

 
 ①山口、②塩瀬、③鷲林寺・苦楽園、⑭浜脇・西宮浜では持ち家の比率が 70%以上と

なっている。 
 公営・都市再生機構・公社の借家の比率は、④甲陽園・上ヶ原、⑨北口、⑭浜脇・西宮

浜、⑮南甲子園・鳴尾南では 10%以上であり、特に⑮南甲子園・鳴尾南は 32%となっ

ている。 
 民営の借家の比率は、⑧阪神西宮、⑩JR 西宮・今津では 40%以上となっている。 

 

 
出典︓国勢調査   

図Ⅱ- 2 - 10 住宅の所有の関係別一般世帯数の比率（平成 27 年） 
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(2) 住宅の建て方別主世帯数の比率 

 
 ①山口、②塩瀬、③鷲林寺・苦楽園では一戸建の比率が 70%以上、持ち家の比率も 70%

以上であることから、一戸建の持ち家が多いと考えられる。 
 ⑭浜脇・西宮浜は、共同住宅（3 階以上）の比率が 71%、持ち家の比率が 71%である

ことから、共同住宅の持ち家が多いと考えられる。 
 民営の借家の比率が高い⑧阪神西宮、⑨北口、⑩JR 西宮・今津では、共同住宅（6 階

以上）の比率が高くなっている。 
 

 
※ 主世帯とは、住宅に居住する⼀般世帯のうち「間借り」以外の「持ち家」、「公営・都市再⽣機構・公社の借家」、

「⺠営の借家」、「給与住宅」に居住する世帯である。 

出典︓国勢調査 

図Ⅱ- 2 - 11 住宅の建て方別主世帯数の比率（平成 27 年） 
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3) 生活サービス施設の状況 

(1) 医療施設の状況 

 
 病院は市内に 25 施設あり、⑫甲子園・春風を除くすべての日常生活圏に立地している。

また、そのうちの、10 施設が救急告示病院となっている。 
 3 施設以上が立地しているのは、⑤甲東・段上、⑩JR 西宮・今津、⑭浜脇・西宮浜、

⑮南甲子園・鳴尾南であり、病院の利用環境については日常生活圏によって差がある。 
 

 
出典︓兵庫県広域災害・救急医療情報システム       

図Ⅱ- 2 - 12 医療施設の立地状況（令和元年） 
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出典︓兵庫県広域災害・救急医療情報システム   

図Ⅱ- 2 - 13 日常生活圏ごとの病院の施設数と立地密度（令和元年） 

 

 

表Ⅱ- 2 - 4 全市の病院の施設数と立地密度（令和元年） 

 
施設数 

立地密度 

[施設数/km2] 

救急告示病院 10 0.19 

病院 25 0.48 

出典︓兵庫県広域災害・救急医療情報システム  
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(2) 福祉施設の状況 

 
 地域で暮らす高齢者の生活を総合的に支えていくための中心的な役割を担う地域包括

支援センター、ブランチ型地域包括支援センターは概ね中学校単位で設置されている。 
 住民同士が気軽に集い、自由に交流できる「ふれあい・いきいきサロン」や子育て中の

方が子どもと一緒に気軽に集い、交流できる「子育て地域サロン」は開催施設数に差が

あるものの、すべての日常生活圏で開催されている。 
 

 
※同じ施設で複数のサロンが開催されている場合は、１つのみ表示     

出典︓社会福祉法⼈⻄宮市社会福祉協議会ホームページを参考に作成     

図Ⅱ- 2 - 14 福祉施設の立地状況（令和元年） 
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出典︓社会福祉法⼈⻄宮市社会福祉協議会ホームページを参考に作成   

図Ⅱ- 2 - 15 日常生活圏ごとの福祉施設の施設数と立地密度（令和元年） 

 

 

表Ⅱ- 2 - 5 全市の福祉施設の施設数と立地密度（令和元年） 

 
施設数 

立地密度 

[施設数/km2] 

地域包括支援センター 

ブランチ型地域包括支援センター 
15 0.29 

ふれあい・いきいきサロン 50 0.96 

子育て地域サロン 43 0.82 

計 108 2.07 

出典︓社会福祉法⼈⻄宮市社会福祉協議会ホームページを参考に作成           
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(3) 商業施設の状況 

 
 スーパーマーケットなどは③鷲林寺・苦楽園以外の日常生活圏で立地しており、④～⑮

の日常生活圏では比較的高密度に立地している一方で、北部の①山口は 2 か所、②塩瀬

は 3 か所となっており、立地密度が低い。 
 

 
出典︓i タウンページ（岡場駅周辺及び阪急今津線周辺のスーパーも表示）    

図Ⅱ- 2 - 16 スーパーマーケットの立地状況（令和元年） 
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出典︓i タウンページ   

図Ⅱ- 2 - 17 日常生活圏ごとのスーパーマーケットなどの施設数と立地密度（令和元年） 

 

 

表Ⅱ- 2 - 6 全市のスーパーマーケットなどの施設数と立地密度（令和元年） 

 
施設数 

立地密度 

[施設数/km2] 

スーパーマーケット 55 
1.49 

生活協同組合 23 

出典︓i タウンページ           
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(4) 文教施設の状況 

a) 学校の立地状況 

 
 小学校は、⑧阪神西宮を除き、すべての日常生活圏に立地しているが、①山口、②塩瀬、

③鷲林寺・苦楽園は立地密度が 0.5 施設/km2 以下となっており、遠距離通学者が多い

と考えられる。 
 中学校は、⑦夙川・安井、⑧阪神西宮、⑩JR 西宮・今津を除く日常生活圏に立地して

いるが、①山口、②塩瀬では小学校よりもさらに密度が低くなっている。 
 高等学校は、北部に立地していないため、南部または隣接市に通学する必要がある。 
 短期大学・大学は、市内に 9 つ立地しており、⑤甲東・段上の文教地区内や⑮南甲子園・

鳴尾南には 3 つの施設が立地している。 
 

 
出典︓⻄宮市教育要覧     

図Ⅱ- 2 - 18 学校の立地状況（令和元年度）  
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出典︓⻄宮市教育要覧  

図Ⅱ- 2 - 19 日常生活圏ごとの学校の施設数と立地密度（令和元年度） 

 

表Ⅱ- 2 - 7 全市の学校の施設数と立地密度（令和元年度） 
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小学校 43 0.83 

中学校 27 0.52 

高等学校 16 0.31 

短期大学・大学 9 0.17 
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b) 小学校児童数の状況 

 
 平成 22 年～令和元年において③鷲林寺・苦楽園、⑫甲子園・春風では増加傾向である。

それ以外は減少傾向にある。なお、平成 28 年には高木北小学校開校に伴う高木小学校、

瓦林小学校の校区変更があり、⑥瓦木・樋ノ口では増加、⑨北口、⑪甲子園口北では減

少となっている。 
 

 
出典︓⻄宮市教育要覧 

図Ⅱ- 2 - 20 日常生活圏ごとの小学校の施設数と児童数（令和元年度）  
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出典︓⻄宮市教育要覧     

図Ⅱ- 2 - 21 日常生活圏別の小学校児童数の推移  
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c) 公民館などの立地状況 

 
 公民館、市民館、共同利用施設のいずれかがすべての日常生活圏に立地しており、⑮南

甲子園・鳴尾南に最も多く立地している。 
 立地密度は阪急神戸本線沿線以南の日常生活圏（⑦～⑮）で高い。 

 

 
出典︓⻄宮市ホームページ       

図Ⅱ- 2 - 22 公民館などの立地状況（令和元年）  
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出典︓⻄宮市ホームページ   

図Ⅱ- 2 - 23 日常生活圏ごとの公民館等の施設数と立地密度（令和元年） 

 

 

表Ⅱ- 2 - 8 全市の公民館等の施設数と立地密度（令和元年） 
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計 56 1.07 
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(5) 従業者数・在学者数からみた生活サービスの状況 

 
 医療・福祉は、⑧阪神西宮、⑩ＪＲ西宮・今津で 10%以上、②塩瀬、③鷲林寺・苦楽

園、④甲陽園・上ヶ原で 3%以下となっている。 
 商業関係は、⑨北口で 30%以上、②塩瀬、③鷲林寺・苦楽園、④甲陽園・上ヶ原で 5%

以下となっている。 
 教育・学習支援業は、⑤甲東・段上、⑨北口で 5.5%以上、①山口、②塩瀬、④甲陽園・

上ヶ原、⑥瓦木・樋ノ口で 1.5%以下となっている。 
 在学者数は、③鷲林寺・苦楽園、⑤甲東・段上、⑮南甲子園・鳴尾南で 25%以上、⑩

ＪＲ西宮・今津で 5%以下となっている。 
 

表Ⅱ- 2 - 9 日常生活圏ごとの従業者数・在学者数の対人口比率 

区分 従業者数の対人口比率 
在学者数の 

対人口比率 

対象サービス 医療・福祉 商業関係※1 教育・学習支援業 教育のうちの学校※2 

①山口 8.0％ 16.7％ 1.3％ 8.5％ 

②塩瀬 2.1％ 4.4％ 1.0％ 9.6％ 

③鷲林寺・苦楽園 2.1％ 2.0％ 2.5％ 29.5％ 

④甲陽園・上ヶ原 2.1％ 4.3％ 1.4％ 12.4％ 

⑤甲東・段上 5.3％ 7.7％ 9.5％ 68.4％ 

⑥瓦木・樋ノ口 5.5％ 6.5％ 1.2％ 11.0％ 

⑦夙川・安井 4.9％ 10.7％ 1.9％ 5.4％ 

⑧阪神西宮 15.5％ 28.8％ 5.1％ 10.1％ 

⑨北口 6.3％ 40.0％ 8.6％ 13.8％ 

⑩ＪＲ西宮・今津 13.4％ 20.4％ 1.6％ 3.1％ 

⑪甲子園口北 3.3％ 6.7％ 1.8％ 8.8％ 

⑫甲子園・春風 4.9％ 13.9％ 2.0％ 7.9％ 

⑬鳴尾北・小松 6.3％ 8.2％ 1.8％ 11.6％ 

⑭浜脇・西宮浜 4.8％ 13.5％ 2.1％ 16.5％ 

⑮南甲子園・鳴尾南 7.1％ 13.8％ 5.0％ 29.0％ 

 全市 5.8％ 12.3％ 3.5％ 19.2％ 

※1 ここでの商業関係とは、卸売業、小売業、宿泊業、飲食サービス業、⽣活関連サービス業、娯楽業である。 

※2 ここでの学校とは、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、短期大学、大学である。 

出典︓経済センサス（平成 26 年）、⻄宮市教育要覧（平成 27 年度）、国勢調査（平成 27 年） 
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2.2.2 日常生活圏ごとのお出かけの状況 

1) 年齢階層別の外出率と日常生活圏内の移動手段の状況 

(1) 年齢階層別の外出率 

 
 すべての日常生活圏で年齢層が高いほど外出率が低くなっている。 
 ①山口、②塩瀬、④甲陽園・上ヶ原、⑭浜脇・西宮浜、⑮南甲子園・鳴尾南でその傾向

が顕著となっている。 
 

高齢者の社会参加や、健康増進による社会保障費の抑制などのためには、高齢者にとって外

出しやすい交通体系にすることが重要であると考えられる。 
 

 

 

 

 

※外出率とは、１日に１度以上の外出を⾏った⼈の割合を示す。 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 24 年齢階層別の外出率（平成 22 年） 
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(2) 日常生活圏内の移動における年齢階層別の交通手段 

 
 ①山口、②塩瀬、③鷲林寺・苦楽園では、他の日常生活圏と比べて自動車での移動が多

くなっている。 
 その他の日常生活圏では、徒歩・自転車での移動が多くなっている。 
 ①山口、②塩瀬ではバスの移動が他の日常生活圏と比べてやや多くなっている。 

 
日常生活圏内の移動は、比較的近距離であるため、徒歩・自転車が主体となるが、標高差が

大きい地域では自動車が徒歩・自転車に代わる交通手段となる傾向がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 25 日常生活圏内の移動における年齢階層別の交通手段 その 1（平成 22 年） 
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出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 26 日常生活圏内の移動における年齢階層別の交通手段 その 2（平成 22 年） 
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2) 高齢者の外出率の特性 

(1) 鉄道駅との高低差と高齢者の外出率 

 
 ①山口、②塩瀬、③鷲林寺・苦楽園では鉄道駅の標高と日常生活圏の平均標高の差が大

きく、高齢者の外出率は低くなっている。 
 ⑭浜脇・西宮浜、⑮南甲子園・鳴尾南では地形は平坦であるが、高齢者の外出率は低く

なっている。 
 

 
出典︓国⼟地理院基礎地図情報、近畿圏パーソントリップ調査 

 

図Ⅱ- 2 - 27 鉄道駅との高低差と高齢者の外出率（平成 22 年） 
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(2) 高齢者の交通手段分担率と外出率 

 
 徒歩・自転車の分担率が高いほど外出率は高く、自動車・二輪の分担率が高いほど外出

率は低くなっている。 
 

自動車・二輪の分担率が高いと高齢者の外出率が低下していることから、自動車・二輪を

基本的な交通手段としている地域で高齢者の外出を促すためには、公共交通の利便性や徒

歩・自転車の移動環境の向上を図る必要がある。 
 

 
※交通⼿段分担率とは、移動の⼿段として徒歩、⾃転⾞、⼆輪、⾃動⾞、鉄道、バス等がどのような割

合で使われているかを占める数字であり、全⼿段に対する割合で表される。 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

 

図Ⅱ- 2 - 28 高齢者の交通手段分担率と外出率（平成 22 年） 
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3) 日常生活圏ごとの移動状況 

(1) 交通手段別の移動回数 

 
 鉄道利用が多いほど、徒歩移動が多く、移動回数が多くなっている。 
 移動回数は、主要鉄道駅に近い⑧阪神西宮、⑨北口、⑪甲子園口北、⑫甲子園・春風で

多く、鉄道駅から離れた①山口、②塩瀬、③鷲林寺・苦楽園、⑭浜脇・西宮浜、⑮南甲

子園・鳴尾南で少ない状況となっている。 
 
鉄道駅から離れた日常生活圏で移動回数を増やすには鉄道利用を増やす必要があり、鉄道利

用を増やすには主要鉄道駅にアクセスする徒歩以外の交通手段を充実させる必要があると考え

られ、交通弱者の利用を考慮すると、バス交通の充実が効果が高いと考えられる。 
 

表Ⅱ- 2 - 10 平日 1 日・1 人当たりの交通手段別移動回数（平成 22 年） 

対象居住者 5 歳以上 65 歳以上 

交通手段 徒歩 自転車 自動車 バス 鉄道 その他 全手段 全手段 

①山口 0.60 回 0.05 回 0.46 回 0.18 回 0.22 回 0.08 回 1.59 回 0.95 回 

②塩瀬 1.27 回 0.08 回 0.52 回 0.23 回 0.70 回 0.14 回 2.94 回 1.71 回 

③鷲林寺・苦楽園 0.85 回 0.07 回 0.73 回 0.26 回 0.38 回 0.24 回 2.53 回 2.09 回 

④甲陽園・上ヶ原 1.32 回 0.45 回 0.42 回 0.15 回 0.64 回 0.31 回 3.29 回 2.33 回 

⑤甲東・段上 1.54 回 0.49 回 0.33 回 0.08 回 0.76 回 0.16 回 3.36 回 2.65 回 

⑥瓦木・樋ノ口 1.30 回 0.97 回 0.27 回 0.07 回 0.72 回 0.16 回 3.49 回 1.92 回 

⑦夙川・安井 1.67 回 0.42 回 0.34 回 0.08 回 0.78 回 0.16 回 3.45 回 2.48 回 

⑧阪神西宮 1.73 回 0.49 回 0.24 回 0.05 回 0.86 回 0.16 回 3.53 回 2.95 回 

⑨北口 1.85 回 0.48 回 0.19 回 0.07 回 1.00 回 0.17 回 3.76 回 2.28 回 

⑩ＪＲ西宮・今津 1.28 回 0.52 回 0.19 回 0.06 回 0.54 回 0.16 回 2.75 回 1.70 回 

⑪甲子園口北 1.73 回 0.74 回 0.20 回 0.08 回 0.89 回 0.19 回 3.83 回 2.61 回 

⑫甲子園・春風 1.54 回 0.71 回 0.33 回 0.11 回 0.74 回 0.16 回 3.59 回 2.46 回 

⑬鳴尾北・小松 1.23 回 0.68 回 0.24 回 0.09 回 0.61 回 0.19 回 3.04 回 2.40 回 

⑭浜脇・西宮浜 1.16 回 0.63 回 0.27 回 0.10 回 0.53 回 0.17 回 2.86 回 2.05 回 

⑮南甲子園・鳴尾南 1.09 回 0.66 回 0.22 回 0.11 回 0.67 回 0.15 回 2.90 回 2.01 回 

 全市 1.35 回 0.53 回 0.31 回 0.11 回 0.69 回 0.17 回 3.16 回 2.20 回 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 
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(2) 他の日常生活圏などとの往来 

 
平日における他の日常生活圏との往来には、次のような傾向がある。 
 ①山口は、102 神戸北との往来が多くなっている。 
 ②塩瀬、⑤甲東・段上、⑧阪神西宮は、203 宝塚・川西等との往来が多くなっている。 
 ③鷲林寺・苦楽園、④甲陽園・上ヶ原、⑧阪神西宮は、⑦夙川・安井との往来が多くな

っている。 
 ⑥瓦木・樋ノ口は、⑨北口との往来が多くなっている。 
 ⑦夙川・安井、⑭浜脇・西宮浜は、⑧阪神西宮との往来が多くなっている。 
 ⑨北口、⑩ＪＲ西宮・今津、⑪甲子園口北は、202 大阪方面との往来が多くなっている。 
 ⑫甲子園・春風、⑬鳴尾北・小松は、⑮南甲子園・鳴尾南との往来が多くなっている。 
 ⑮南甲子園・鳴尾南は、⑫甲子園・春風との往来が多くなっている。 

休日における他の日常生活圏との往来には、平日と比べて次のような変化がある。 
 ④甲陽園・上ケ原、⑪甲子園口北は、⑨北口との往来が多くなっている。 
 ⑦夙川・安井、⑧阪神西宮、⑩ＪＲ西宮・今津は、101 芦屋・神戸南方面との往来が多

くなっている。 
 ⑭浜脇・西宮浜は、⑮南甲子園・鳴尾南との往来が多くなっている。 

 
表Ⅱ- 2 - 11 他の日常生活圏などとの往来（平成 22 年） 

 他の日常生活圏等 

平日・休日区分 平日 休日 

往来の多さの順位 1 位 2 位 1 位 2 位 

①山口 102 神戸北 103 三田・丹波方面 102 神戸北 103 三田・丹波方面 

②塩瀬 203 宝塚・川西等 202 大阪方面 203 宝塚・川西等 102 神戸北 

③鷲林寺・苦楽園 ⑦夙川・安井 ④甲陽園・上ケ原 ⑦夙川・安井 101 芦屋・神戸南方面 

④甲陽園・上ヶ原 ⑦夙川・安井 ⑤甲東・段上 ⑨北口 ⑦夙川・安井 

⑤甲東・段上 203 宝塚・川西等 202 大阪方面 203 宝塚・川西等 ⑨北口 

⑥瓦木・樋ノ口 ⑨北口 ⑤甲東・段上 ⑨北口 ⑤甲東・段上 

⑦夙川・安井 ⑧阪神西宮 101 芦屋・神戸南方面 101 芦屋・神戸南方面 ⑧阪神西宮 

⑧阪神西宮 ⑦夙川・安井 ⑭浜脇・西宮浜 101 芦屋・神戸南方面 ⑦夙川・安井 

⑨北口 202 大阪方面 101 芦屋・神戸南方面 202 大阪方面 101 芦屋・神戸南方面 

⑩ＪＲ西宮・今津 202 大阪方面 101 芦屋・神戸南方面 101 芦屋・神戸南方面 202 大阪方面 

⑪甲子園口北 202 大阪方面 ⑫甲子園・春風 ⑨北口 202 大阪方面 

⑫甲子園・春風 ⑮南甲子園・鳴尾南 202 大阪方面 ⑮南甲子園・鳴尾南 202 大阪方面 

⑬鳴尾北・小松 ⑮南甲子園・鳴尾南 202 大阪方面 ⑮南甲子園・鳴尾南 201 尼崎 

⑭浜脇・西宮浜 ⑧阪神西宮 101 芦屋・神戸南方面 ⑮南甲子園・鳴尾南 ⑧阪神西宮 

⑮南甲子園・鳴尾南 ⑫甲子園・春風 ⑬鳴尾北・小松 ⑫甲子園・春風 201 尼崎 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

 
 

  



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-35 

2.2.3 日常生活圏ごとの移動環境 

1) 道路の状況 

(1) 歩道の整備状況 

 
 ②塩瀬、③鷲林寺・苦楽園、④甲陽園・上ヶ原、⑤甲東・段上、⑥瓦木・樋ノ口では、

歩道が整備されている道路の線密度が低く、特に④甲陽園・上ヶ原、⑤甲東・段上、⑥

瓦木・樋ノ口では徒歩・自転車トリップあたりの歩道延長も短くなっている。 
 
これは、道路整備が進む前に住宅開発がなされたことや、南部の阪急神戸本線以北では戦災

復興時に面整備が行われなかったためであると考えられる。 
 

 

 
※1 歩道付道路の線密度とは、単位⾯積あたりに占める歩道が整備されている道路延⻑を示す。 

※2 トリップエンドとは、1 つのトリップ（移動）に関して、 

発⽣側︓1 トリップ+集中側︓1 トリップ =2 トリップエンドとカウントする。 

出典︓⻄宮市 GIS データ（市道のみ）（平成 30 年）、近畿圏パーソントリップ調査（平成 22 年） 

図Ⅱ- 2 - 29 歩道の整備水準（平成 30 年） 
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出典︓⻄宮市 GIS データ（市道のみ）        

図Ⅱ- 2 - 30 歩道の整備状況（平成 30 年） 

 
 
 
 
 
 
 
 

歩道が整備されている道路 
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(2) 大型車がすれ違い可能な道路の状況 

 
 阪急神戸本線北側の④甲陽園・上ヶ原、⑤甲東・段上、⑦夙川・安井及び臨海部の⑭浜

脇・西宮浜、⑮南甲子園・鳴尾南では、大型車のすれ違いに必要な車道幅員（5.5m）

を満たす道路が少ない。 
 

 
※図は⻄宮市管理の道路の状況のみを図示。グラフは国道と県道の状況も含む。 

出典︓⻄宮市 GIS データ         

図Ⅱ- 2 - 31 大型車がすれ違い可能な道路の状況（平成 30 年） 
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(3) 都市計画道路の整備状況 

 

 本市の都市計画道路は総延長が約 182 ㎞あり、そのうち約 153 ㎞が整備済で、整備率

は約 84%となっている。 
 ④甲陽園・上ヶ原、⑥瓦木・樋ノ口、⑪甲子園口北では整備率が 50%に満たない状況

であり、都市計画道路の整備状況は地域によって差がある。 
 

 
出典︓⻄宮市都市計画道路整備状況図、⻄宮市都市計画年報         

図Ⅱ- 2 - 32 都市計画道路の整備状況（令和元年） 
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2) 地形面での移動環境 

 
 鉄道駅から 500ｍ、バス停（15 本/日・片道以上）から 300ｍ以上離れているなどの条

件をもつ公共交通不便地域の中で、②塩瀬の国見台地域・名塩平成台他地域・生瀬高台

地域、③鷲林寺・苦楽園の鷲林寺地域・柏堂地域・苦楽園地域、④甲陽園・上ヶ原の甲

陽園地域などでは、最寄りの鉄道駅やバス停との高低差がある。 
 

これらの地域では、高齢者などが徒歩・自転車で最寄りの鉄道駅やバス停に移動

することが困難であると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅱ- 2 - 33 南部の地形面での移動環境（令和元年） 
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図Ⅱ- 2 - 34 北部の地形面での移動環境（令和元年） 
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3) 路線バスの利用環境 

(1) 路線バスの運行経路と運行本数 

 
 北部の JR・阪急宝塚駅から有馬温泉間（国道 176 号経由）、南部の阪急甲東園駅、JR

西宮駅、阪神西宮駅、阪神甲子園駅を基点とするバス路線は、運行本数が 100 本/日以

上となっている。 
 ⑥瓦木・樋ノ口を運行するバス路線はすべて運行本数が 100 本/日（20 分に 1 本程度）

未満で、運行本数に差が生じている。 
 

 
出典︓バス事業者ホームページ        

図Ⅱ- 2 - 35 路線バスの運行経路と運行本数（平日・令和元年）  
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(2) 路線バスの運行本数とバス停設置密度 

 
 ⑧阪神西宮では、路線バスの平均運行本数が多く、バス停設置密度も高くなっている。 
 幅員の狭い道路が多い⑥瓦木・樋ノ口では路線バスの平均運行本数が非常に少なくって

いる。 
 ⑨北口、⑩JR 西宮・今津、⑫甲子園・春風では、バスの平均運行本数は多いが、バス

停の設置密度が低くなっている。 
 

 
出典︓バス事業者ホームページ（ぐるっと⽣瀬除く）     

図Ⅱ- 2 - 36 路線バスの運行本数とバス停設置密度（令和元年） 
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(3) 路線バスのバス停環境 

 
 バス停の上屋やベンチの設置率は全市的に低く、ベンチを設置することが困難な歩道幅

員 2.5m 未満の狭小な箇所も多い。 
 バス停の待合環境は地域差があり、阪急神戸本線より北側の地域では歩道がない道路に

バス停が設置されている割合が高い。 
 

 

  
※上屋及びベンチの設置率は市内の歩道幅員 2.5m 以上のバス停数に対する割合とする。 

出典︓⻄宮市 GIS データ 
図Ⅱ- 2 - 37 路線バスの日常生活圏ごとのバス停環境（平成 30 年） 
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図Ⅱ- 2 - 38 バス停の状況写真 

  

上屋、シェルター、ベンチ付バス停
（高座橋） 

バス事業者ごとの時刻表を
集約して掲示 

複数事業者時刻表併設
（大社町） 

狭小な待合スペース 
（上ヶ原南口） 
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2.3 日常生活圏を越えたお出かけの状況等 

日常生活圏を越えた移動の状況から「基本生活圏」を設定し、それに着目して現状把握、課題

抽出を行う。 

2.3.1 日常生活圏を越えた移動状況 

1) 鉄道駅の利用状況 

(1) 市内の移動における鉄道駅の利用状況 

 
 市内の移動では、主に日常生活圏の最寄り駅を利用している。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 39 市内の移動における鉄道駅の利用状況（平日・平成 22 年） 

凡例 
最も利⽤の多い駅 
⼆番目に利⽤の多い駅 

（単位︓百⼈） 
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出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 40 市内の移動における鉄道駅の利用状況（休日・平成 22 年） 

  

凡例 
最も利⽤の多い駅 
⼆番目に利⽤の多い駅 

（単位︓百⼈） 
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(2) 市内外の移動における鉄道駅の利用状況 

 
 市内外の移動では、日常生活圏の最寄り駅のほか、阪急西宮北口駅、JR 甲子園口駅、

阪神西宮駅、阪神甲子園駅を利用している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 41 市内外の移動における鉄道駅の利用状況（平日・平成 22 年） 

凡例 
最も利⽤の多い駅 
⼆番目に利⽤の多い駅 

（単位︓百⼈） 
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出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 42 市内外の移動における鉄道駅の利用状況（休日・平成 22 年） 

 

凡例 
最も利⽤の多い駅 
⼆番目に利⽤の多い駅 

（単位︓百⼈） 
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2) 他の日常生活圏などへの移動状況 

平日・休日における日常生活圏を越えた全手段、徒歩、自転車、バスの主な移動を把握する。

移動量はパーソントリップ調査データ、移動の方向は集客施設の集積度から整理した。 
 

(1) 移動の方向 

出勤、登校、買い物などの目的地に向かう移動は、集客施設の集積度が低い地域から高い地

域に向かう方向に設定する。 

a) 市内 

集客施設延べ床面積を市街化区域面積で除した値により集積状況の順位付けを行った。 
なお、①山口は②塩瀬より集客施設の集積度が高いが、②塩瀬には鉄道駅があることから、

①山口と②塩瀬の集客施設の集積度は同等とみなし、双方向とした。 
 

表Ⅱ- 2 - 12 日常生活圏別の集客施設の集積状況 

集積 
順位 

日常生活圏 
市街化区域面積 

（ａ） 
集客施設延べ床面積 

（ｂ） 
集積状況 

（ｂ／ａ） 

1 位 ⑨ 北口 197 ha 380,981 ㎡ 1,934 ㎡／ha 

2 位 ⑧ 阪神西宮 129 ha 144,015 ㎡ 1,116 ㎡／ha 

3 位 ⑫ 甲子園・春風 197 ha 137,942 ㎡ 700 ㎡／ha 

4 位 ⑩ ＪＲ西宮・今津 147 ha 92,841 ㎡ 632 ㎡／ha 

5 位 ⑮ 南甲子園・鳴尾南 777 ha 321,385 ㎡ 414 ㎡／ha 

6 位 ⑦ 夙川・安井 452 ha 132,793 ㎡ 294 ㎡／ha 

7 位 ⑥ 瓦木・樋ノ口 161 ha 36,913 ㎡ 229 ㎡／ha 

8 位 ⑭ 浜脇・西宮浜 376 ha 73,069 ㎡ 194 ㎡／ha 

9 位 ⑬ 鳴尾北・小松 203 ha 38,691 ㎡ 191 ㎡／ha 

10 位 ⑪ 甲子園口北 138 ha 16,966 ㎡ 123 ㎡／ha 

11 位 ⑤ 甲東・段上 471 ha 47,503 ㎡ 101 ㎡／ha 

12 位 ① 山口 589 ha 47,775 ㎡ 81 ㎡／ha 

13 位 ④ 甲陽園・上ヶ原 452 ha 24,225 ㎡ 54 ㎡／ha 

14 位 ② 塩瀬 735 ha 23,199 ㎡ 32 ㎡／ha 

15 位 ③ 鷲林寺・苦楽園 201 ha 625 ㎡ 3 ㎡／ha 

※ 集客施設延床⾯積については、家屋課税台帳データにおける店舗、百貨店、宿泊施設、 

ホールの延床⾯積の合計を⽤いている。 

b) 市外 

市外の集客施設の集積度は、以下のように設定した。 
 101 芦屋・神戸南方面、202 大阪方面は、市内より集客施設の集積度が高い。 
 102 神戸北、103 三田・丹波方面、203 宝塚・川西等は、①山口、②塩瀬より集客施設

の集積度が高い。 
 203 宝塚・川西等は、⑤甲東・段上より集客施設の集積度が高い。 
 201 尼崎は、⑮南甲子園・鳴尾南より集客施設の集積度が低い。 

 
  



2．将来都市像に照らした現状と課題 
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(2) ニーズが高く誰もが選択しやすい他の日常生活圏などへの移動 

徒歩・自転車・バスは、交通弱者を含む多くの人が利用可能な交通手段であるが、自動車と

比べて、対応できる距離・経路に制約がある。 
このことを踏まえ、他の日常生活圏などへの移動のうち、移動の総量と自動車以外の交通手

段での移動割合からニーズが高く誰もが選択しやすい移動を把握する。 
移動の総量は全手段の移動量で、自動車以外の交通手段での移動は徒歩・自転車・バスの移

動量で判断し、他の日常生活圏などへの移動を次の 3 種類に分類する。 
 
 
① ニーズが高く誰もが選択しやすい移動 

 全手段での移動が多く、徒歩・自転車・バスのうち 2 以上の手段の割合が高い移動 
② 比較的誰もが選択しやすい移動 

 ①以外で、少なくとも徒歩・バスのいずれかの手段の割合が高い移動 
③ 誰もが選択できる訳ではないがニーズが高い移動 

 ①・②以外で全手段・自転車のいずれかの割合が高い移動 
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a) 平日 

 
 北部は、①山口、②塩瀬、102 神戸北、203 宝塚・川西等の間での移動が主となってい

る。 
 南部は、隣接する日常生活圏との移動が多く、特に⑧阪神西宮、⑨北口、⑩JR 西宮・

今津への移動が多い。 

 
出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 43 他の日常生活圏などへの移動（平日・平成 22 年） 

  

凡 例 

平日のニーズが高く誰もが選択しやすい移動 
平日の⽐較的誰もが選択しやすい移動 
平日の誰もが選択できる訳ではないがニーズが高い移動 

数字は全⼿段の移動量（単位︓百トリップ/日） 



2．将来都市像に照らした現状と課題 
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b) 休日 

 
 北部は、平日と比較すると、①山口と 103 三田・丹波方面間、②塩瀬と 102 神戸北間

の移動が多くなっている。 
 南部は、平日と比較すると⑦夙川・安井および⑧阪神西宮と 101 芦屋・神戸南方面間

の移動が多くなっている。 
 平日と比較すると、特に⑨北口への移動が多い。 

 

 
出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 44 他の日常生活圏などへの移動（休日・平成 22 年）  

凡 例 

休日のニーズが高く誰もが選択しやすい移動 
休日の⽐較的誰もが選択しやすい移動 
休日の誰もが選択できる訳ではないがニーズが高い移動 

数字は全⼿段の移動量（単位︓百トリップ/日） 



2．将来都市像に照らした現状と課題 
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3) 日常生活圏を越えた移動圏域 

(1) 平日 

ニーズが高く誰もが選択しやすい移動と、比較的誰もが選択しやすい移動を考慮すると、平日

の日常生活圏を越えた移動圏域は以下のようになる。 
 
 

 
 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 45 日常生活圏を越えた移動圏域（平日・平成 22 年） 

  

凡 例 

平日のニーズが高く誰もが選択しやすい移動 
平日の⽐較的誰もが選択しやすい移動 
平日の日常⽣活圏を越えた移動圏域 



2．将来都市像に照らした現状と課題 
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(2) 休日の日常生活圏を越えた移動圏域 

ニーズが高く誰もが選択しやすい移動と、比較的誰もが選択しやすい移動を考慮すると、休日

の日常生活圏を越えた移動圏域は以下のようになる。 
 

 
 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 46 日常生活圏を越えた移動圏域（休日・平成 22 年） 

 

  

凡 例 

休日のニーズが高く誰もが選択しやすい移動 
休日の⽐較的誰もが選択しやすい移動 
休日の日常⽣活圏を越えた移動圏域 
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4) 基本生活圏の設定 

 
日常生活圏ごとの鉄道駅の利用状況や、平日・休日の日常生活圏を越えた移動に着目し、5

つの基本生活圏（平日・休日共通、半径 2～5km 程度）を設定する。 
 

基本生活圏 市内（日常生活圏） 市外 

南部西エリア 

③鷲林寺・苦楽園、④甲陽園・上ヶ原、 

⑦夙川・安井、⑧阪神西宮、⑩ＪＲ西宮・今津、 

⑭浜脇・西宮浜 

101 芦屋・神戸南方面 

南部北東エリア 
④甲陽園・上ヶ原、⑤甲東・段上、⑥瓦木・樋ノ口、

⑨北口、⑩ＪＲ西宮・今津、⑪甲子園口北 
203 宝塚・川西等 

南部南東エリア 
⑩ＪＲ西宮・今津、⑪甲子園口北、⑫甲子園・春風、 

⑬鳴尾北・小松、⑮南甲子園・鳴尾南 
－ 

北部西エリア ①山口、②塩瀬 102 神戸北 

北部東エリア ①山口、②塩瀬 203 宝塚・川西等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ- 2 - 47 基本生活圏  

凡 例 

平日のニーズが高く誰もが選択しやすい移動 
平日の⽐較的誰もが選択しやすい移動 
休日のみニーズが高く誰もが選択しやすい移動 
または休日のみ⽐較的だれもが選択しやすい移動 
基本⽣活圏 



2．将来都市像に照らした現状と課題 
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5) 拠点と交通軸の設定 

 
日常生活圏の生活サービス施設の状況、基本生活圏、鉄道駅の規模、幹線道路等の主要動線

などを踏まえ、拠点と交通軸を設定する。 
 

拠点の種類 位置づけ 

中心拠点 
医療、福祉、教育文化、商業等の生活サービス機能の集積を図り、 

基本生活圏の中心となるべき拠点 

準中心拠点 
中心拠点の機能を補完する拠点であり、必要に応じて基本生活圏間の

連携を図る拠点 

生活拠点 
一定の生活サービス機能を確保し、該当日常生活圏や周辺地域の 

中心となるべき拠点 

 

交通軸の種類 位置づけ 

都市交通軸 
通過交通や都市間交通（市内外の移動）を担う 

主要な交通軸 

生活交通軸 
都市内交通（市内の移動）や都市間交通（市内外の移動）を担う 

主要な交通軸 

 

 
図Ⅱ- 2 - 48 拠点・交通軸と基本生活圏  

凡 例 
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2.3.2 日常生活圏を越えた移動手段の状況 

1) 基本生活圏の中心拠点への移動手段の状況 

(1) 南部西エリア（市内）の阪神西宮駅周辺（⑧阪神西宮）への移動 

 
 ⑦夙川・安井、⑧阪神西宮、⑩JR 西宮・今津、⑭浜脇・西宮浜では徒歩・自転車の分

担率が高くなっている。 
 ③鷲林寺・苦楽園、④甲陽園・上ヶ原では自動車・バスの分担率が高くなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 49 南部西エリアの阪神西宮駅周辺への移動手段の状況（平成 22 年） 
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平日 休日 

（25,540 人） （14,403 人）

平日 

（12,123 人） （6,973 人）

平日 休日 

（11,879 人） （6,845 人）

平日 

（5,979 人） （2,793 人）

平日 休日 

休日 

休日 

（586,245 人） （455,543 人）

平日 休日 

凡 例 
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(2) 南部北東エリア（市内）の阪急西宮北口駅周辺（⑨北口）への移動 

 
 ⑥瓦木・樋ノ口、⑨北口、⑩JR 西宮・今津では徒歩・自転車の分担率が高くなってい

る。 
 ④甲陽園・上ヶ原、⑤甲東・段上では自動車の分担率が高く、休日においては非常に高

くなっている。 
 ④甲陽園・上ヶ原、⑤甲東・段上、⑩JR 西宮・今津、⑪甲子園口北ではバスが利用さ

れているものの、総じて非常に少ない。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 50 南部北東エリアの阪急西宮北口駅周辺への移動手段の状況（平成 22 年） 

  

9% 1%

45
%

18
%

21
%

6%12
%

3%

23
%

23
%

32
%

7%

7% 4%

21
%

5%37
%

26
%

6%
2%

45
%

3%

29
%

15
%

23
%

1%
18
%

3%
27
%

28
%

16
% 3%

48
%

2%

18
%

13
%

12
%

2%

51
%

35
%

32
%

2%41
%

25
%

2%
11
%

87
%

4%
9%

87
%

41
%

2%
9%

1%
9%

38
%

34
%

3%20
%

13
%

30
%

1%
8%

2%

40
%

49
%

1% 26
%

1%
35
%

37
%

鉄道

バス

自動

二輪

徒歩

自動車

その他

自転車
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④甲陽園・上ヶ原 

⑥瓦木・樋ノ口 

⑩JR 西宮・今津 

⑤甲東・段上 

⑨北口 

⑪甲子園口北 

（8,373 人） （7,528 人）

平日 休日 

（6,061 人） （5,721 人）

平日 休日 

（59,766 人） （56,228 人） 

平日 

（7,222 人） （6,026 人）

平日 休日 

（6,530 人） （5,899 人）

平日 

（6,334 人） （4,381 人）

平日 休日 

休日 

休日 

（586,245 人） （455,543 人） 

平日 休日 

凡 例 
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(3) 南部南東エリアの阪神甲子園駅周辺（⑮南甲子園・鳴尾南）への移動 

 
 ⑩JR 西宮・今津と⑪甲子園口北の休日を除き、他の日常生活圏で徒歩・自転車の分担

率が低くなっている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 51 南部南東エリアの阪神甲子園駅周辺への移動手段の状況（平成 22 年） 
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⑮南甲子園・鳴尾南 全市（各日常生活圏から他の日常生活圏への移動） 

 

⑪甲子園口北 

⑬鳴尾北・小松 

（1,751 人） （1,812 人）

平日 休日 

（6,114 人） （4,741 人）

平日 休日 

（17,728 人） （10,660 人）

平日 

（18,024 人） （13,799 人）

平日 休日 

（86,066 人） （59,490 人）

平日 休日 

休日 

（586,245 人） （455,543 人） 

平日 休日 

凡 例 
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(4) 北部西エリア（市内）の神戸電鉄岡場駅周辺（102 神戸北）への移動 

 
 ①山口、②塩瀬ともに自動車の分担率が突出して高くなっている。 
 ①山口の休日は平日よりも自動車の分担率が 13%増加している。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 
図Ⅱ- 2 - 52 北部西エリアの神戸電鉄岡場駅周辺への移動手段の状況（平成 22 年） 

 

(5) 北部東エリア（市内）の JR・阪急宝塚駅周辺（203 宝塚・川西等）への移動 

 
 ①山口は自動車の分担率が突出して高くなっており、全市と比べてバスの分担率も高い。 
 ②塩瀬は①山口と比較して自動車の分担率が低くなっている。また、休日の自動車の分

担率は、平日よりも 26%増加している 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 53 北部東エリアの JR・阪急宝塚駅周辺への移動手段の状況（平成 22 年） 
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（1,269 人） （2,133 人）
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（8,522 人） （6,015 人）
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全市（各日常生活圏から他の日常生活圏への移動） 

 

（586,245 人） （455,543 人） 

平日 休日 

凡 例 

凡 例 全市（各日常生活圏から他の日常生活圏への移動） 

 平日 休日 

（586,245 人） （455,543 人） 



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-61 

2) 鉄道駅への移動手段の状況 

 
 ①山口を除き、徒歩が主体となっており、日常生活圏内の拠点駅、または日常生活圏内、

圏外に限らず特急等停車駅や他交通事業者駅を利用する傾向にある。 
 バスの利用率は、日常生活圏間で大きく差があり、日常生活圏内の標高差が大きい①山

口、②塩瀬、③鷲林寺・苦楽園では、自転車の利用率よりも高く、また、基本生活圏内

の中心拠点へのバスサービス水準が比較的高い⑭浜脇・西宮浜、⑮南甲子園・鳴尾南に

ついても、他の日常生活圏に比べてバスの分担率が高くなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 54 各日常生活圏から鉄道駅への移動手段の状況 その 1（平成 22 年） 
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2．将来都市像に照らした現状と課題 
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出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 55 各日常生活圏から鉄道駅への移動手段の状況 その 2（平成 22 年） 
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北部 

南部_北側 

南部_中央 

南部_南側 

南部_中央 

南部_北側 

南部_南側 

北部 

2.3.3 日常生活圏を越えたお出かけに関する移動環境 

1) 自動車類の利用環境 

(1) パーソントリップ調査における自動車類の移動状況 

a) 自動車類の人の移動状況（人数） 

 
 パーソントリップ調査における移動量は、物流（物資流動又は貨物流動）や迂回交通が

ほとんど含まれておらず捕捉できていない移動がある。 
 道路・街路交通情勢調査における自動車類の交通量と比較すると、パーソントリップ調

査における自動車類による移動量は、物流の割合が高い通過交通で 6 割程度、物量の割

合が低い市内や市内外の移動で 7～8 割程度となっている。 
 
そのため、通過交通は 0.6、市内々や市内外の移動は 0.75 で除した移動量に補正することで、

自動車類の移動状況を把握する。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 56 平日の自動車類による人の移動状況（平成 22 年）  
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2．将来都市像に照らした現状と課題 
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b) 補正後の自動車類の移動状況（台数） 

 
 東西方向の移動は通過交通の割合が高く、北部で約 8 割、南部で約 7 割が通過交通とな

っている。 
 南部の南北方向の移動は、市内の移動が 5 割程度、市内外の移動が 4 割程度であり、通

過交通が 1 割程度となっている。 
 

 
出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 57 平日の自動車類の移動状況（平成 22 年） 
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2．将来都市像に照らした現状と課題 
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(2) 自動車類の移動に関する制約 

a) 鉄道踏切の残存箇所 

 
 市内には、計 35 ヶ所の鉄道踏切が存在し、自動車ボトルネック踏切は阪急神戸本線の

計 3 ヶ所となっている。 
 

 
  ※踏切交通遮断量︓⾃動⾞交通量 × 踏切遮断時間  

図Ⅱ- 2 - 58 鉄道踏切の残存箇所（令和３年）  



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-66 

b) 国道 2 号の信号交差点密度 

 
 市内における国道 2 号の信号交差点密度は 5.3 ヶ所/km で、阪神間や県内の国道の平均

値や幹線道路、補助幹線道路の交差点間隔の標準よりも高くなっている。 
 
200m に 1 箇所以上の割合で信号交差点が存在している状況であり、通過交通が多いことと

併せて、道路交通の阻害要因となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  ※阪神間︓尼崎市〜神⼾市間（⻄宮市含む） 

  ※県内その他直轄国道︓国道２号（阪神間）を除くすべての直轄国道 

  ※⾃動⾞専⽤道路は除外 

出典︓道路・街路交通情勢調査 

図Ⅱ- 2 - 59 国道 2 号の信号交差点密度（平成 27 年） 
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幹線道路、補助幹線道路の交差点間隔の標準 

・住宅地で 2 ヶ所/km（4km/km2） 

・商業地で 3 ヶ所/km（5～7km/km2） 



2．将来都市像に照らした現状と課題 
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(3) 自動車類の移動速度 

a) 国道・県道・自動車専用道路の混雑時の旅行速度など 

 
 北部の山口町上山口周辺や南部の国道 2 号および国道 2 号に接続する道路では、混雑時

の旅行速度が 20km/h 未満となっており、渋滞が発生している。 
 南部では通過交通と信号交差点の多さに起因して東西方向の幹線道路が渋滞しており、

流入する南北方向の道路にも影響が生じている。 
 
南部の渋滞は、JR 東海道本線以北で南北方向の幹線道路の整備が進んでいないことや鉄道と

平面交差する踏切の存在も要因となっていると思われる。 
 

 
※混雑時旅⾏速度︓平日 7 時〜9 時または 17 時〜19 時のうち混雑する時間帯の混雑する方向の 

移動距離を移動に要する時間で除した値 

出典︓道路・街路交通情勢調査       

図Ⅱ- 2 - 60 主要道路の渋滞地点と混雑時旅行速度（平成 27 年） 
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2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-68 

b) 自動車類の直線的な移動速度 

 
 南部の自動車類の移動速度は、概ね 10km/h 未満と低く、特に本庁中央と瓦木、本庁中

央と本庁臨海間での速度が著しく低い。 
 
このことから南部では、路線バスの定時性・速達性が損なわれていると考えられる。 
 
 

 
※移動速度︓パーソントリップ調査の移動時間と郵便番号ゾーン間の直線距離を除した値  

出典︓近畿圏パーソントリップ調査より試算 

図Ⅱ- 2 - 61 市内の地域間における自動車類の直線的な移動速度（平成 22 年） 

 

 
  

凡 例 

北部 

南部 



2．将来都市像に照らした現状と課題 
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2) 自転車の利用環境 

(1) 自転車走行空間の整備状況 

 
 自転車走行空間は、JR 東海道本線以南では一定整備されているが、その他の地域では

ほとんど整備されていない。 
 

 
出典︓⾃転⾞利⽤環境改善計画（R2.7）       

図Ⅱ- 2 - 62 南部の自転車走行空間の整備状況（令和 2 年 7 月） 

  



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-70 

(2) 自転車駐車場と放置自転車の状況 

 
 阪急苦楽園口駅、JR 甲子園口駅、JR さくら夙川駅、阪急・阪神今津駅では自転車駐車

場の施設収容台数を超えるなど余裕がない状況となっている。 
 自転車駐車場の収容台数と利用状況が多い阪急西宮北口駅、阪神甲子園駅では放置自転

車台数が多い。阪神西宮駅は市営自転車駐車場の収容台数は少ないが、周辺に民営自転

車駐車場もあり、一定収容台数は確保されているが、放置自転車台数が多い状況となっ

ている。 
 

 

 

 
出典︓⻄宮市⾃転⾞駐⾞場利⽤状況              

収容台数（平成 31 年 3 月）              

平均利⽤台数（平成 30 年 4 月〜平成 31 年 3 月） 

放置⾃転⾞台数（平成 30 年）             

図Ⅱ- 2 - 63 自転車駐車場と放置自転車の状況（平成 30 年度）  
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2．将来都市像に照らした現状と課題 
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3) タクシーの利用環境 

(1) タクシーの営業区域（交通圏） 

 
 本市は、神戸市域交通圏の営業区域に含まれている。平成 27 年 9 月 1 日に「特定地域

及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の適正化及び活性化に関する特

別措置法」に基づく特定地域に指定されている。 
 

 
出典︓兵庫県タクシー協会資料を参考に作成 

図Ⅱ- 2 - 64 タクシーの営業区域（交通圏） 

(2) 駅前広場などにおけるタクシーバース・プールの整備状況 

 
 タクシーの乗降客数が多い一部の鉄道駅では、タクシーバース・プールが確保されてい

るが、整備されておらず寄り付きが困難な駅も多く存在する。 

 
※1︓タクシーバース︓タクシーの乗降スペース、※2︓タクシープール︓タクシーの待機スペース 

図Ⅱ- 2 - 65 駅前広場などにおけるタクシーバース・プールの整備状況 

  

2
0 0 0

5

0 0 0 1
3 2

0 0
3 2

0 0
2

0 0 0 0

6

0 0 0

36

0 0 0

9

16

12

0 0

14

8

0 0

4

0 0 0 0
0

5

10

15

20

25

30

35

40

西
宮
名
塩

生
瀬

甲
東
園

門
戸
厄
神

西
宮
北
口

阪
神
国
道

甲
陽
園

苦
楽
園
口

夙
川

Ｊ
Ｒ
西
宮

甲
子
園
口

さ
く
ら
夙
川

香
櫨
園

阪
神
西
宮

今
津

久
寿
川

甲
子
園
口

鳴
尾
・
武
庫
川
女
子
大
前

武
庫
川

東
鳴
尾

洲
先

武
庫
川
団
地
前

タクシーバース タクシープール

（台）

※1 ※2 



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-72 

4) バスの利用環境 

(1) 路線バスの運行状況 

a) 路線バスの運行経路 

 
 南部では阪急バス・阪神バス・みなと観光バスが運行している。 
 北部では阪急バスが運行している。また北部の山口地域と南部市街地を直接連絡するさ

くらやまなみバスが平成 21 年度から運行している。 

 
図Ⅱ- 2 - 66 バス路線網図（南部・令和元年） 
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図Ⅱ- 2 - 67 バス路線網図（北部・令和元年） 
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b) 各日常生活圏から中心拠点へのバス運行本数 

 
 阪神西宮駅では、④甲陽園・上ヶ原、⑦夙川・安井、⑧阪神西宮、⑨北口、⑩JR 西宮・

今津、⑫甲子園・春風、⑭浜脇・西宮浜の７つの日常生活圏で 1 時間当たり 4 本（15
分に 1 本）程度となっており、アクセス性が高い範囲は広い。 

 阪急西宮北口駅では、⑨北口で 1 時間当たり 4 本（15 分に 1 本）、⑧阪神西宮で 1 時

間当たり 2 本（30 分に 1 本）を上回っているが、その他の日常生活圏からのアクセス

性は低い。 
 阪神甲子園駅では、⑫甲子園・春風、⑬鳴尾北・小松、⑮南甲子園・鳴尾南で 1 時間当

たり 4 本（15 分に 1 本）程度となっており、その他の日常生活圏からバス路線がほと

んど運行されておらず、アクセス可能な日常生活圏が少ない。 
 JR・阪急宝塚駅、神戸電鉄岡場駅では、①山口、②塩瀬で 1 時間当たり 1 本程度とな

っており、アクセス性が低い。 
 
市内の路線バスは、阪神西宮駅を基点に放射状に高密度な路線配置で運行されているが、運行

本数については、道路幅員や人口分布、沿線の施設立地などにより大きな偏りが生じている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓バス事業者時刻表（阪急バス、阪神バス、さくらやまなみバス） ※10〜16 時の平均値 

図Ⅱ- 2 - 68 各日常生活圏から中心拠点へのバス運行本数（令和元年） 

1.3 1.4
0.8 0.8

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

①
山
口

②
塩
瀬

平
均
運
行
本
数
（

本/

時
）

宝塚、岡場

宝塚駅 岡場駅

0.8

0.0

2.8

0.0

4.3
3.8

5.1

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

⑧
阪
神
西
宮

⑨
北
口

⑩
Ｊ
Ｒ
西
宮
・
今
津

⑪
甲
子
園
口
北

⑫
甲
子
園
・
春
風

⑬
鳴
尾
北
・
小
松

⑮
南
甲
子
園

・
鳴
尾
南

平
均
運
行
本
数
（

本/

時
）

阪神甲子園

1.7 1.5 1.5

2.2

4.9

0.4

3.6

0.0
0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

④
甲
陽
園
・
上
ヶ
原

⑤
甲
東
・
段
上

⑥
瓦
木
・樋
ノ
口

⑧
阪
神
西
宮

⑨
北
口

⑩
Ｊ
Ｒ
西
宮
・
今
津

⑪
甲
子
園
口
北

⑫
甲
子
園
・
春
風

平
均
運
行
本
数
（

本/

時
）

阪急西宮北口

2.0

4.4

0.7

4.2

4.9

3.1

7.8

6.0

4.2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

③
鷲
林
寺
・
苦
楽
園

④
甲
陽
園
・
上
ヶ
原

⑤
甲
東
・
段
上

⑦
夙
川
・
安
井

⑧
阪
神
西
宮

⑨
北
口

⑩
Ｊ
Ｒ
西
宮
・
今
津

⑫
甲
子
園
・
春
風

⑭
浜
脇
・
西
宮
浜

平
均
運
行
本
数
（

本/

時
）

阪神西宮 各日常生活圏から阪急西宮北口駅周辺へのバス運行本数 

各日常生活圏から神戸電鉄岡場駅周辺、 

JR・阪急宝塚駅周辺へのバス運行本数 各日常生活圏から阪神甲子園駅周辺へのバス運行本数 

各日常生活圏から阪神西宮駅周辺へのバス運行本数 



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-75 

(2) ニーズが高い移動経路におけるバスでの移動状況 

移動が多い経路（ニーズが高い経路）について、バスでの移動割合が高い経路と低い経路に

区分した。 
 
 平日・休日ともにニーズが高い経路のうちバスの移動割合が低い経路 

①山口 ⇒ 102 神戸北 
③鷲林寺・苦楽園 ⇒ ④甲陽園・上ヶ原 
④甲陽園・上ヶ原 ⇒ ⑦夙川・安井 
⑤甲東・段上 ⇒ 203 宝塚・川西など、⑥瓦木・樋ノ口 
⑥瓦木・樋ノ口 ⇒ ⑨北口 
⑩JR 西宮・今津 ⇒ ⑧阪神西宮 
⑪甲子園口北 ⇒ ⑨北口、⑫甲子園・春風 

 平日のみニーズが高い経路のうちバスの移動割合が低い経路 
⑦夙川・安井 ⇒ ⑩JR 西宮・今津 

 休日のみニーズが高い経路のうちバスの移動割合が低い経路 
②塩瀬 ⇒ 102 神戸北、203 宝塚・川西など 
④甲陽園・上ヶ原 ⇒ ⑨北口 
⑦夙川・安井 ⇒ ⑧阪神西宮 
⑩JR 西宮・今津 ⇒ ⑨北口 
⑬鳴尾北・小松 ⇒ ⑮南甲子園・鳴尾南 
⑭浜脇・西宮浜 ⇒ ⑩JR 西宮・今津 
⑮南甲子園・鳴尾南 ⇒ ⑩JR 西宮・今津 
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出典︓近畿圏パーソントリップ調査 

図Ⅱ- 2 - 69 ニーズが高い移動経路におけるバスでの移動状況（平成 22 年） 

平日 

休日 

凡 例 

バスの移動割合が高い経路 

バスの移動割合が低い経路 

基本生活圏 
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(3) 路線バスの運行環境 

a) 路線バスの運行経路と道路幅員の状況 

 
 南部の JR 東海道本線以北では、都市計画道路の未整備区間などの幅員が狭い道路を路

線バスが運行している。 
 
大型車のすれ違いが困難な道路を路線バスが運行しており、走行環境や待合環境において安

全性の面で問題がある。 
 

 
 

 

出典︓⻄宮市 GIS データ     

図Ⅱ- 2 - 70 路線バスの運行経路（令和元年）と道路幅員（平成 30 年）の状況 

  

※幅員基準 7.5m 
  =大型⾞のすれ違いに必要な幅員 5.5m 
  +停⾞帯・路肩など 1m×2（両側） 

路線バスの運行経路上の 

すれ違いが困難な区間 

凡 例 

   路線バスの運行経路 

   道路幅員 7.5m 以上 

   道路幅員 7.5m 未満 
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b) 市内中心拠点におけるバス停の状況 

i) 阪神西宮駅周辺 

 
 阪神西宮駅では、駅周辺のバス停が点在している状況である。 
 

 阪神西宮駅のバスターミナル  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓阪神地域えきバスまっぷ。 

図Ⅱ- 2 - 71 阪神西宮駅周辺におけるバス停の状況（令和元年） 

 

ii) 阪急西宮北口駅周辺 

 
 阪急西宮北口駅では、南西側の駅前広場には路線バスのバス停が集約されているが、北

東側の駅前広場には路線バスのバス停は設置されていない状況である。 
 

 西宮北口駅のバスターミナル  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓阪神地域えきバスまっぷ。 

図Ⅱ- 2 - 72 阪急西宮北口駅周辺におけるバス停の状況（令和元年） 
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iii) 阪神甲子園駅周辺 

 
 阪神甲子園駅では、交通量の多い県道浜甲子園・甲子園口停車場線を挟んで、バス停が

点在しており、乗換の際に県道の横断が必要となる場合があるなど、利用者の利便性や

安全性に問題を抱えている。 
 

 阪神甲子園駅のバスターミナル  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓阪神地域えきバスまっぷ。 

図Ⅱ- 2 - 73 阪神甲子園駅周辺におけるバス停の状況（令和元年） 
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(4) 路線バスの移動速度 

 
 南部内の路線バスの移動速度は 10km/h 未満と低く、特に本庁中央と瓦木間、甲東と本

庁中央間では自転車の移動速度と同程度となっている。 
 大都市の路線バスの表定速度（時刻表で定める時間により算出）の平均値（10～15km/h）

と比較して、南部の路線バスの走行速度は著しく低い状況である。 
 

  ［路線バス］ ［自転車］ 

       
出典︓近畿圏パーソントリップ調査（平成 22 年） 

 

 ［交通モード別表定速度の比較］ 

 
図Ⅱ- 2 - 74 路線バスの直線的な移動速度など  

凡 例 
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(5) 路線バスの乗継・乗換サービスの状況 

 
 阪急バスと阪神バスでは、定期券の相互利用が可能となっており、IC カードの乗継サ

ービスの向上が図られている。 
 

表Ⅱ- 2 - 13 複数バス路線の乗継・乗換サービスの主な経緯 

 阪急バス 阪神バス みなと観光バス 

平成 5 年 

12 月 1 日 

「1 日乗車券」発売開始 

（西宮市内線、芦屋市内線、宝塚市内線） 
  

平成 13 年 

4 月 1 日 
「環境（エコ）定期券制度」導入

※1
   

平成 13 年 

9 月 15 日 

「はんきゅうグランドパス 65」
※2 

発売開始 
  

平成 15 年 

4 月 1 日 

通学学期定期券「阪急スクールパス」
※3

発売開始 
  

平成 18 年 

2 月 1 日 

「PiTaPa」、「ICOCA」導入 

（平成 21 年 3 月 1 日全車導入完了） 
  

平成 19 年 

4 月 1 日 

「阪急・阪神バス共通カード（磁気回数カード、2,000 円）」発売開始 

⇒平成 21 年 3 月 1 日に全券種共通化（5,000 円、1,000 円）完了 

⇒平成 24 年 9 月 30 日阪急バス利用終了、平成 27 年 9 月 30 日阪神バス利用終了 

 

平成 20 年 

10 月 1 日 
 「PiTaPa」、「ICOCA」導入  

平成 22 年 

9 月 4 日 

「阪急バス・阪神バス定期券」の相互割引制度導入（土曜日、休日） 

（定期券提示により、大人 100 円、小人 50 円で相互乗車） 

⇒平成 23 年 4 月 1 日より平日も加え全日で適用 

 

平成 23 年 

7 月 24 日 
 

西宮市内 

運行開始 

平成 24 年 

4 月 1 日 

IC カード乗車券「hanica」導入 

hanica プレミアサービス
※4

の阪急・阪神共通利用開始 
 

平成 25 年 

3 月 10 日 

「はんきゅうグランドパス 65」の 

 hanica 化実施 
  

平成 26 年 

2 月 17 日 
 

「はんしんグランドパス 65」
※5 

導入 
 

平成 26 年 

6 月 17 日 

通勤定期券、通学定期券、 

「阪急スクールパス」の hanica 化実施 

通勤定期券の制度変更
※6

 

通勤定期券、通学定期券、学期定期券の

IC カード hanica 化実施  

平成 28 年 

2 月 1 日 

hanica 定期券（通勤・通学・ｽｸｰﾙﾊﾟｽ・ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｽ 65）での 

阪急バス・阪神バス相互利用開始 
 

※1：土曜日、日祝日等に通勤定期券所持者及び同伴家族に対して 

割引を実施 

 

※2：65 歳以上を対象とする阪急バスの一般路線全線フリー定期券 

※3：券面に表示される運賃区間内乗降フリーとする定期券 

（運賃区間：150 円、160 円、170 円、210 円、310 円、510 円、フリー） 

※4：チャージ金額に 10％のプレミアを付与 

※5：65 歳以上を対象とする阪神バスの一般路線全線フリー定期券 

※6：乗車区間指定から券面に表示される運賃区間内乗降フリーに変更  

 券面表示区間 券面表示区間外 

通勤定期券所持者 ─ 100 円 

同伴家族 
大人 100 円 100 円 

小人 50 円 50 円 

紙券 

紙券 

紙券 

IC カード 

磁気券 

IC カード 

紙券 

IC カード 

IC カード 

IC カード 

IC カード 

IC カード 

IC カード 
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5) 鉄道及び鉄道駅周辺の利用環境 

(1) 鉄道駅間の距離 

 
 阪急神戸本線の西宮北口駅から武庫之荘駅（尼崎市）間など、鉄道駅が離れている区間

が存在する。 
 
駅間距離が長い区間で沿線の健全な市街化が見込まれる地域では、鉄道駅設置が公共交通の

利便性向上や沿線の活性化などに効果的であり、また、まちづくりと一体的に進めることによ

り一層の効果が期待できると考えられることから、新駅設置の可能性も含めて公共交通の利便

性向上策を検討する必要がある。 
 

[ＪＲ東海道本線] 

駅名 芦屋 さくら夙川 西宮 甲子園口 立花 

駅間距離  2.3 ㎞ 1.5 ㎞ 2.5 ㎞ 2.2 ㎞  

 

[ＪＲ福知山線] 

駅名 武田尾 西宮名塩 生瀬 宝塚 

駅間距離  3.2 ㎞ 2.2 ㎞ 1.9 ㎞  

 

[阪急神戸本線] 

駅名 芦屋川 夙川 西宮北口 武庫之荘 

駅間距離  2.7 ㎞ 2.7 ㎞ 3.3 ㎞  

 

[阪急今津線] 

駅名 仁川 甲東園 門戸厄神 西宮北口 
阪神 

国道 
今津 

駅間距離  0.9 ㎞ 1.0 ㎞ 1.3 ㎞ 0.9 ㎞ 0.7 ㎞  

 

[阪神本線] 

駅名 打出 香櫨園 西宮 今津 久寿川 甲子園 鳴尾・武庫川 

女子大前 

武庫

駅間距離  1.2 ㎞ 1.0 ㎞ 1.4 ㎞ 0.6 ㎞ 0.7 ㎞ 0.9 ㎞ 1.2 ㎞  

 

[阪神武庫川線] 

駅名 武庫川 
東 

鳴尾 
洲 

先 
武庫川 

団地前 

駅間距離  0.7 ㎞ 0.4 ㎞ 0.6 ㎞  

 

図Ⅱ- 2 - 75 鉄道駅間の距離 
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(2) 駅前広場の整備状況 

 
 鉄道駅の多くは駅前広場が整備されておらず、整備されている場所でも規模や機能が充

足されていない状況である。 
 
また、バスバース数は確保されているものの、不法駐停車や乗降場の形状によりバスが停留

所に正着（隙間を空けずに停車すること）できないなどの課題がある。 
 

表Ⅱ- 2 - 14 駅前広場の整備状況 

日常 

生活 

圏 

鉄道駅 
令和元年 

乗降客数 

（人/日） 

駅前広場面積（m2） バスバース数（台） 

① ② ③=①+② ④ ⑤=③-④ ⑥ ⑦ ⑧=⑥-⑦ 

都市計画 

供用面積 

その他 

駅前 

広場 

合計 
計画指針※ 

試算 

現況と 

計画指針 

との差 

現況 
計画指針 

試算 

現況と 

計画指針 

との差 

② 
JR 生瀬 3,470 － － － － － － －  

JR 西宮名塩 17,372 5,300 0 5,300 7,342 -2,042 7 10 -3 

④ 阪急甲陽園 13,447 － － － － － － －  

⑤ 
阪急門戸厄神 28,811 － － － － － － －  

阪急甲東園 41,370 － － － 3,489 -3,489 － 5 -5 

⑦ 
阪急夙川 34,268 2,385 0 2,385 4,973 -2,588 2 4 -2 

阪急苦楽園口 15,063 － － － － － － － － 

⑧ 

JR さくら夙川 16,749 － － － － － － － － 

阪神西宮 48,252 3,300 1,283 4,583 7,072 -2,489 8 12 -4 

阪神香櫨園 11,529 － － － － － － － － 

⑨ 阪急西宮北口 115,348 11,610 0 11,610 7,185 4,425 8 8 0 

⑩ 

JR 西宮  40,923 4,000 2,100 6,100 6,290 -190 6 8 -2 

阪急阪神国道 4,877 － － － － － － － － 

阪急今津 29,518 － － － － － － － － 

阪神今津 34,077 3,100 0 3,100 1,730 1,370 0 2 -2 

阪神久寿川 4,652 － － － － － － － － 

⑪ JR 甲子園口 37,470 － 2,160 2,160 4,320 -2,160 3 5 -2 

⑫ 阪神甲子園 53,940 － 5,840 5,840 6,690 -850 18 11 7 

⑬ 

阪神鳴尾・武庫川

女子大前 
25,019 1,400 0 1,400 1,572 -172 0 2 -2 

阪神武庫川 29,978 － － － － － － － － 

⑮ 

阪神東鳴尾 2,137 － － － － － － － － 

阪神洲先 1,940 － － － － － － － － 

阪神武庫川団地前 7,732 － － － － － － － － 

※乗降客数︓⻄宮市統計書にて公開されている乗客数を 2 倍した数値 

※資料︓駅前広場計画指針〜新しい駅前広場計画の考え方〜        

建設省都市局都市交通調査室監修/日本交通計画協会編 1998 年 7 月   

 

  



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-84 

6) 徒歩と公共交通による中心拠点までの到達期待時間 

(1) 阪神西宮駅までの到達期待時間 

a) 徒歩とバス・鉄道 

 
 南部西エリア（基本生活圏）では、阪神本線、阪急甲陽線の沿線で到達期待時間が短く

なっている。また、鉄道駅周辺以外では 30 分以内でアクセス可能な範囲が広いが、阪

急神戸本線の北側をはじめとして 30 分以上を要する地域が広がっている。 
 

 
 

図Ⅱ- 2 - 76 徒歩とバス・鉄道による阪神西宮駅までの到達期待時間 



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-85 

b) 徒歩とバス 

 
 南部西エリア（基本生活圏）では、徒歩とバス・鉄道利用時と大きな差は見られない。 

 

 
 

図Ⅱ- 2 - 77 徒歩とバスによる阪神西宮駅までの到達期待時間 

 

  



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-86 

(2) 阪急西宮北口駅までの到達期待時間 

a) 徒歩とバス・鉄道 

 
 南部北東エリア（基本生活圏）では、阪急神戸本線、今津線、甲陽線の沿線で到達期待

時間が短くなっているが、鉄道駅から離れた地域では 30 分以上を要する状況となって

いる。 
 

 
 

図Ⅱ- 2 - 78 徒歩とバス・鉄道による阪急西宮北口駅までの到達期待時間 

 



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-87 

b) 徒歩とバス 

 
 南部北東エリア（基本生活圏）では、30 分以内で阪急西宮北口駅にアクセス可能な地

域は、当該駅周辺に偏っている。 
 バスサービスが比較的充実している JR 西宮駅や阪神西宮駅を含む、阪急西宮北口駅の

南西側には 20 分以内の範囲が広がっているが、⑥瓦木・樋ノ口などでは到達期待時間

が長い。 
 

 
 

図Ⅱ- 2 - 79 徒歩とバスによる阪急西宮北口駅までの到達期待時間 

  



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-88 

(3) 阪神甲子園駅までの到達期待時間 

a) 徒歩とバス・鉄道 

 
 南部南東エリア（基本生活圏）では、到達期待時間が概ね 30 分以内となっている。 

 

 
 

図Ⅱ- 2 - 80 徒歩とバス・鉄道による阪神甲子園駅までの到達期待時間 

 
 

 



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-89 

b) 徒歩とバス 

 
 南部南東エリア（基本生活圏）では、当該駅周辺では徒歩とバス・鉄道利用時と大きな

差は見られないが、⑩JR 西宮・今津などでは到達期待時間が長い。 
 

 
 

図Ⅱ- 2 - 81 徒歩とバスによる阪神甲子園駅までの到達期待時間 

 

  



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-90 

(4) 神戸電鉄岡場駅までの到達期待時間（徒歩とバス） 

 
 北部西エリア（基本生活圏）では、到達期待時間が 30 分以上を要する地域が広がって

いる。 
 

 
 

図Ⅱ- 2 - 82 徒歩とバスによる神戸電鉄岡場駅までの到達期待時間 

 

  



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-91 

(5) JR・阪急宝塚駅までの到達期待時間（徒歩とバス） 

 
 北部東エリア（基本生活圏）では、到達期待時間が 30 分以上を要する地域が広がって

いる。 
 

 
 

図Ⅱ- 2 - 83 徒歩とバスによる JR・阪急宝塚駅までの到達期待時間 

 

  



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-92 

2.4 施策検討の方向性と交通課題の整理 

2.4.1 日常生活圏ごとの暮らし・お出かけの状況などのまとめ 

日常生活圏ごとの暮らしぶり（居住者、住まい、生

活サービス施設の立地）、お出かけの状況、移動環境

から想定される暮らし・お出かけの状況などのまとめ

を以下に示す。 
 
基本生活圏 日常生活圏 

南部西エリア 

③鷲林寺・苦楽園、④甲陽園・上ヶ原、 

⑦夙川・安井、⑧阪神西宮、 

⑩JR 西宮・今津、⑭浜脇・西宮浜 

南部北東エリア 

④甲陽園・上ヶ原、⑤甲東・段上、 

⑥瓦木・樋ノ口、⑨北口、 

⑩JR 西宮・今津、⑪甲子園口北 

南部南東エリア 

⑩JR 西宮・今津、⑪甲子園口北、 

⑫甲子園・春風、⑬鳴尾北・小松、 

⑮南甲子園・鳴尾南 

北部西エリア ①山口、②塩瀬 

北部東エリア ①山口、②塩瀬 

 
 
①山口 

暮らし 

ぶり 

居住者 ・高齢化率が高い。また、年少人口、生産年齢人口の減少率が高い。 

住まい ・一戸建ての持ち家の比率が高い。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 
・医療・福祉・商業施設が少ない。また、高校が立地しておらず、通学には長距離移

動が必要になる。 

お出かけの状況 

移動環境 

・最寄りの鉄道駅やバス停との高低差が大きい。 

・都市計画道路の整備率が高く、概ね必要な道路は整備されている。 

・鉄道駅が立地しておらず、鉄道を利用するためにはバスまたは自動車での移動が必

要である。 

・路線バスの運行本数は、100 本/日未満と少ない。 

・歩道が整備されていない道路にバス停が設置されている割合が高く、路線バスの待

合環境が整っていない。 

・30 分以内に中心拠点（神戸電鉄岡場駅）へアクセス可能な地区が少ない。 

・南部市街地へはさくらやまなみバスにより直接連絡が可能となっている。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・住居空間は広く、ゆったりとした生活ができる状態にあるが、福祉施設を除く生活

サービス施設や文教施設の施設数・密度ともに少ないため、外出にあたっては、基

本生活圏内の中心拠点である岡場駅周辺へ移動することが必要。 

・急峻な地形であることも踏まえ、自動車を自由に運転できない通学者や高齢者にと

っては、公共交通に頼らざるを得ないが、公共交通の利便性が低いため、自動車に

頼っている。 

 

  



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-93 

②塩瀬 

暮らし 

ぶり 

居住者 
・高齢者人口の増加率・年少人口の減少率が高い。また、生産年齢人口の減少率が高

い。 

住まい ・一戸建ての持ち家の比率が高い。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 
・医療・商業施設が少ない。また、高校が立地しておらず、通学には長距離移動が必

要になる。 

お出かけの状況 

移動環境 

・最寄りの鉄道駅やバス停との高低差が大きい。 

・歩道が整備されている道路がやや少なく、幹線道路である国道 176 号では渋滞が発

生している。 

・JR 西宮名塩駅、JR 生瀬駅が立地しているが、各住宅地から路線バスによるアクセ

ス性が低い。 

・路線バスの運行本数は、100 本/日以上と多い。 

・歩道が整備されていない道路にバス停が設置されている割合が高く、路線バスの待

合環境が整っていない。 

・30 分以内に中心拠点（JR・阪急宝塚駅）へアクセス可能な地区が少ない。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・子育て世帯を中心に、ゆったりとした空間で生活できる状態にあるが、生活サービ

ス施設や文教施設の施設数・密度ともに少ないため、外出にあたっては基本生活圏

内の中心拠点である宝塚駅等へ移動することが必要。 

・急峻な地形であることも踏まえ、自動車を自由に運転できない通学者や高齢者にと

っては、公共交通に頼らざるを得ないが、公共交通の利便性が低いため、自動車に

頼っている。 

 

③鷲林寺・苦楽園 

暮らし 

ぶり 

居住者 ・高齢化率が高い。 

住まい ・一戸建ての持ち家の比率が高い。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 
・福祉施設が少ない。また、商業施設が立地しておらず、買い物には他の日常生活圏

への移動が必要になる。 

お出かけの状況 

移動環境 

・最寄りの鉄道駅やバス停との高低差が大きい。 

・歩道が整備されている道路が少ない。 

・鉄道駅が立地していないが、隣接する日常生活圏で利用可能な駅が複数ある。 

・路線バスの運行本数は、100 本/日未満と少ない。 

・大型車のすれちがいが困難な幅員が狭い道路を路線バスが運行している経路も一部

あり、安全確保の面で問題がある。 

・歩道が整備されていない道路にバス停が設置されている割合が高く、路線バスの待

合環境が整っていない。 

・路線バスは、幹線道路である県道大沢西宮線を運行する経路が主であり、バス停ま

での距離が遠い。 

・中心拠点（阪神西宮駅）へのアクセスに 30 分以上要する地区が多い。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・居住空間は広く、ゆったりとした生活ができる状態にあるが、生活サービス施設が

ほとんどない状況にあり、阪神西宮駅周辺や夙川駅周辺など、日常生活圏外への外

出が多くなっている。 

・急峻な地形であることも踏まえ、自動車を自由に運転できない通学者や高齢者にと

っては、公共交通に頼らざるを得ないが、公共交通の利便性が低いため、自動車に

頼っている。 

 

  



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-94 

④甲陽園・上ヶ原 

暮らし 

ぶり 

居住者 ・概ね全市の傾向と同程度である。 

住まい ・公営の借家の比率が高い。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 ・医療施設が少ない。 

お出かけの状況 

移動環境 

・最寄りの鉄道駅やバス停との高低差が大きい。 

・都市計画道路の整備率が低く、大型車がすれちがい可能な幅員の道路や歩道が整備

されている道路が少ない。 

・鉄道踏切が複数残存している。 

・阪急甲陽園駅が立地している。 

・路線バスの運行本数は、100 本/日以上と多い。 

・大型車のすれちがいが困難な幅員が狭い道路を路線バスが運行している経路もあ

り、安全確保の面で問題がある。 

・歩道が整備されていない道路にバス停が設置されている割合が高く、路線バスの待

合環境が整っていない。 

・30 分以内に中心拠点（阪神西宮駅）へアクセス可能な地区が多い。 

・自転車走行空間が整備されていない。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・施設立地の状況から、健常者については日常生活圏内で、徒歩・自転車により、外

出することが可能なゾーンである。 

・一方で、「健康」に関わる医療施設は少ないことから、それら施設への外出に関し

ては、移動距離が長くなり、高齢者をはじめ、外出に対する抵抗が大きいゾーンで

ある。 

・さらに、歩道や自転車空間が少ないため、徒歩・自転車利用時は安全性の面で、課

題がある。 

 

⑤甲東・段上 

暮らし 

ぶり 

居住者 ・概ね全市の傾向と同程度である。 

住まい ・概ね全市の傾向と同程度である。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 ・概ね日常生活圏内で生活サービスが享受できる状況であり、特に教育施設が多い。 

お出かけの状況 

移動環境 

・最寄りの鉄道駅やバス停が遠い。 

・大型車がすれちがい可能な幅員の道路や歩道が整備されている道路が少ない。 

・鉄道踏切が複数残存している。 

・阪急甲東園駅、阪急門戸厄神駅が立地しているが、駅前広場が整備されていないた

め、交通結節機能が低い。 

・路線バスの運行本数は、100 本/日未満と少ない。 

・大型車のすれちがいが困難な幅員が狭い道路を路線バスが運行している経路もあ

り、安全確保の面で問題がある。 

・歩道が整備されていない道路にバス停が設置されている割合が高く、路線バスの待

合環境が整っていない。 

・鉄道駅周辺以外は中心拠点（阪急西宮北口駅）へアクセス性が低い。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・生活サービス、文教施設の施設数は市内で高い水準にあることに加え、持家比が市

平均程度であるのに対して、戸建比が南部地域で高いことを踏まえ、居住ニーズが

高い。 

・生活に必要なサービスが身近に享受できることから、徒歩・自転車を主体とした生

活が十分可能。 

 

  



2．将来都市像に照らした現状と課題 

Ⅱ-2-95 

⑥瓦木・樋ノ口 

暮らし 

ぶり 

居住者 
・高齢化率が市内で最も低いが、高齢者人口の増加率は高い。また、年少人口の割合

が市内で最も高い。 

住まい ・概ね全市の傾向と同程度である。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 ・高校が立地しておらず、通学には長距離移動が必要になる。 

お出かけの状況 

移動環境 

・都市計画道路の整備率が低く、面整備も進んでいないため、大型車がすれ違い可能

な幅員の道路が少ない。 

・歩道が整備されている道路が少ない。 

・鉄道駅が立地していないが、隣接する日常生活圏で利用可能な駅が複数ある。 

・路線バスの運行本数は、市内で最も少ない。 

・歩道が整備されていない道路にバス停が設置されている割合が市内で最も高く、路

線バスの待合環境が整っていない。 

・バス停の設置密度が高い。 

・中心拠点（阪急西宮北口駅）へアクセス性が低い。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・生活サービス・文教施設は、市平均程度に立地していることを踏まえ、日常生活圏

内で、徒歩・自転車利用により、一定の生活サービス等を享受できるゾーンである

が、道路整備状況を起因とするバスサービスの低さ等、移動に関して不便な面もあ

る。 

 

⑦夙川・安井 

暮らし 

ぶり 

居住者 ・概ね全市の傾向と同程度である。 

住まい ・概ね全市の傾向と同程度である。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 
・医療施設が少ない。また、中学校・高校が立地しておらず、通学には他の日常生活

圏への移動が必要になる。 

お出かけの状況 

移動環境 

・都市計画道路の整備率が高く、概ね必要な道路は整備されている。 

・鉄道踏切が複数残存している。 

・阪急夙川駅と阪急苦楽園口駅が立地している。 

・路線バスの運行本数は、100 本/日以上と多い。 

・大型車のすれちがいが困難な幅員が狭い道路を路線バスが運行しており、安全確保

の面で問題がある。 

・30 分以内に中心拠点（阪神西宮駅）へアクセス可能な地区が多い。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・日常生活圏内に、一定以上の商業施設が立地しており、鉄道駅が複数存在すること

も踏まえ、徒歩を主体とした暮らしが可能な状態。 

 

⑧阪神西宮 

暮らし 

ぶり 

居住者 ・25～49 歳の人口の割合が市内で最も高い。 

住まい ・民営の借家の比率が市内で最も高く、高層（6 階以上）の比率も高い。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 
・概ね日常生活圏内で生活サービスが享受できる状況であるが、小学校・中学校が立

地しておらず、通学には他の日常生活圏への移動が必要になる。 

お出かけの状況 

移動環境 

・都市計画道路の整備率が高く、歩道も含めて概ね必要な道路は整備されている。 

・自動車ボトルネック踏切１箇所を含む、鉄道踏切が複数残存している。（JR） 

・阪神西宮駅、JR さくら夙川駅、阪神香櫨園駅が立地している。 

・路線バスの運行本数は、200 本/日以上と非常に多い。 

・バス停の設置密度が高い。 

・中心拠点（阪神西宮駅）では、バス停が点在しており、利用者の利便性に問題を抱

えている。 

・20 分以内に中心拠点（阪神西宮駅）へアクセス可能な地区が多い。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・世帯構成員の少ない世帯を中心とした住宅地である。 

・日常生活圏内に、一定以上の商業施設が立地しており、鉄道駅が複数存在すること

も踏まえ、徒歩を主体とした暮らしが可能。 

 

 

 

 



2．将来都市像に照らした現状と課題 
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⑨北口 

暮らし 

ぶり 

居住者 ・生産年齢人口の増加率が市内で最も高い。 

住まい 
・持ち家の比率が市内で最も低く、公営の借家の比率が高い。また、共同住宅の比率

が高い。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 
・概ね日常生活圏内で生活サービスが享受できる状況である。また、高校が立地して

おらず、通学には長距離移動が必要になる。 

お出かけの状況 

移動環境 

・歩道も含めて概ね必要な道路は整備されている。 

・自動車ボトルネック踏切も 2 箇所を含む、鉄道踏切が複数残存している。 

・阪急西宮北口駅（中心拠点）が立地している。 

・路線バスの運行本数は、200 本/日以上と非常に多い。 

・20 分以内に中心拠点（阪急西宮北口駅）へアクセス可能な地区が多い。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・世帯構成員の少ない世帯を中心とした住宅地である。 

・生活サービス施設・文教施設が高密度で立地しており、徒歩によりサービスを享受

できるゾーン。 

・一方で、道路網が脆弱であることに起因して、慢性的な渋滞が生じており、また自

転車走行空間も少なく、徒歩・鉄道以外での移動に関しては不便である。 

 

⑩JR 西宮・今津 

暮らし 

ぶり 

居住者 ・高齢者人口の増加率が市内で最も低い。 

住まい ・民営の借家の比率が高い。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 

・概ね日常生活圏内で生活サービスが享受できる状況であり、特に医療施設が多い。 

・福祉施設が少ない。また、中学校・高校が立地しておらず、通学には他の日常生活

圏への移動が必要になる。 

お出かけの状況 

移動環境 

・都市計画道路の整備率が高い。 

・JR 西宮駅、阪急阪神国道駅、阪急・阪神今津駅、阪神久寿川駅が立地している。 

・路線バスの運行本数は、約 100 本/日以上と多い。 

・複数の中心拠点（阪急西宮北口駅、阪神西宮駅、阪神甲子園駅）へのアクセス性が

高い。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・世帯構成員の少ない世帯を中心とした住宅地である。 

・生活サービス施設が高密度で立地しており、徒歩によりサービスを享受できる暮ら

しが可能と考えられる。 

 

⑪甲子園口北 

暮らし 

ぶり 

居住者 ・概ね全市の傾向と同程度である。 

住まい ・共同住宅の比率が高い。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 ・概ね日常生活圏内で生活サービスが享受できる状況である。 

お出かけの状況 

移動環境 

・都市計画道路の整備率が低い。 

・鉄道踏切が複数残存している。 

・JR 甲子園口駅が立地している。 

・路線バスの運行本数は、100 本/日未満と少ない。 

・大型車のすれちがいが困難な幅員が狭い道路を路線バスが運行している経路も一部

あり、安全確保の面で問題がある。 

・30 分以内に中心拠点（阪急西宮北口駅）へアクセス可能な地区が多い。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・平均的な住居空間で居住しており、種々のサービス施設は、日常生活圏内に立地し

ていることから、徒歩のみで一定の目的を達成することが可能。 

・しかしながら、南部地域内では施設立地密度は低いため、施設を選択する場合は、

自転車やバスによる移動が必要であり、慢性的な渋滞等もあるなど不便な面があ

る。 

 

  



2．将来都市像に照らした現状と課題 
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⑫甲子園・春風 

暮らし 

ぶり 

居住者 ・年少人口の減少率が低く、生産年齢人口は増加傾向である。 

住まい ・概ね全市の傾向と同程度である。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 
・医療施設が立地していない。また、高校が立地しておらず、通学には長距離移動が

必要になる。 

お出かけの状況 

移動環境 

・都市計画道路の整備率が高い。 

・阪神甲子園駅が立地している。 

・路線バスの運行本数は、100 本/日以上と非常に多い。 

・大型車のすれちがいが困難な幅員が狭い道路を路線バスが運行している経路も一部

あり、安全確保の面で問題がある。 

・バス停の設置密度が市内で最も低い。 

・中心拠点（阪神甲子園駅）では、県道を挟んでバス停が点在しており、利用者の利

便性や安全性に問題を抱えている。 

・30 分以内に中心拠点（阪神甲子園駅）へアクセス可能な地区が多い。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・生活サービス施設数は少ないことから、閑静な住宅地である一方、外出にあたって

は、他日常生活圏に依存せざるを得ない状況にあり、自転車やバスでの移動が必要

となるものの、慢性的な渋滞が発生しているため、速達性に欠ける面がある。 

 

⑬鳴尾北・小松 

暮らし 

ぶり 

居住者 ・高齢者人口の増加率は低いが、年少人口の減少率は高い。 

住まい ・概ね全市の傾向と同程度である。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 ・医療施設が少ない。 

お出かけの状況 

移動環境 

・概ね必要な道路は整備されている。 

・阪神鳴尾・武庫川女子大前駅、阪神武庫川駅が立地している。 

・路線バスの運行本数は、100 本/日以上と多い。 

・20 分以内に中心拠点（阪神甲子園駅）へアクセス可能な地区が多い。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・商業・福祉施設は日常生活圏で十分に立地しているが、医療は立地が少ないため、

高齢者を含め、健康面に関して安心して暮らすにあたっては、日常生活圏を超えた

地域に依存することが前提となる。 

・日常生活に関しては徒歩を主体として移動できるが、バスサービス水準は低く、高

齢者等に関しては移動が不便な面がある。 

 

⑭浜脇・西宮浜 

暮らし 

ぶり 

居住者 ・概ね全市の傾向と同程度である。 

住まい 
・持ち家の比率が高く、公営の借家の比率も高い。また、高層（6 階以上）の比率が

市内で最も高い。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 ・概ね日常生活圏内で生活サービスが享受できる状況である。 

お出かけの状況 

移動環境 

・都市計画道路の整備率は高いが、大型車がすれちがい可能な幅員の道路が少ない。 

・歩道も含めて概ね必要な道路は整備されている。 

・鉄道駅が立地しておらず、鉄道を利用するためにはバスまたは自動車での移動が必

要である。 

・路線バスの運行本数は、100 本/日未満と少ない。 

・バス停の設置密度が高い。 

・30 分以内に中心拠点（阪神西宮駅）へアクセス可能な地区が多い。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・南部地域の中では、戸建て率は低いものの、世帯構成員数が比較的多い。 

・浜脇については、生活サービス施設・文教施設ともに平均以上に立地しており、日

常生活圏内で徒歩により一定の目的を達成することができる。 

・西宮浜は種々の施設立地が少なく、浜脇や中心拠点等への移動が必要であるが、慢

性的な渋滞の発生やバスサービスが限定的である。 
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⑮南甲子園・鳴尾南 

暮らし 

ぶり 

居住者 ・高齢化率が高い。また、年少人口・生産年齢人口の減少率が高い。 

住まい ・公営の借家の比率が市内で最も高く、高層（6 階以上）の比率が市内で最も高い。 

生活ｻｰﾋﾞｽ施設 
・概ね日常生活圏内で生活サービスが享受できる状況である。特に、福祉・商業施設

が多い。 

お出かけの状況 

移動環境 

・都市計画道路の整備率は高いが、大型車がすれちがい可能な幅員の道路が少ない。 

・歩道も含めて概ね必要な道路は整備されている。 

・阪神東鳴尾駅、阪神洲先駅、阪神武庫川団地前駅が立地している。 

・路線バスの運行本数は、100 本/日以上と多い。 

・20 分以内に中心拠点（阪神甲子園駅）へアクセス可能な地区が多い。 
  

想定される 

暮らし・お出かけの 

状況等のまとめ 

・生活サービス施設・文教施設の立地は市平均程度となっており、日常生活圏内での

徒歩・自転車を主体とした暮らしは十分に可能。 

・一方で、高齢者のみの世帯が多く、バスの定時性が低いことを踏まえると、高齢者

にとって移動が不便な面もある。 

 
 

 

 

 



2．将来都市像に照らした現状と課題 
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2.4.2 日常生活圏の暮らしぶり等を踏まえた施策検討の留意点と方向性 

日常生活圏ごとの暮らしぶりやお出かけ状況から都市交通計画の施策を検討する際の留意点

と方向性を整理した。 
※⼈⼝はＨ22︓国勢調査⼈⼝、H27︓国勢調査⼈⼝、R17︓将来推計⼈⼝ 

 
 
 
 

日常 

生活圏 
年齢別人口の推移 

暮らしぶりとお出かけの状況を踏まえた 

施策検討の留意点と方向性 

① 

山口 

 

 年少・生産年齢人口の減少、高齢化の進展 
○ 持ち家が多いことを考慮 
 教育関係の施設が少ないことへの対応 
 バスの利用促進により自動車に頼らない外出機会を増やすこと

が必要 
 神戸市北区との移動利便性の向上が有効 

② 

塩瀬 

 

 年少・生産年齢人口の減少、高齢化の進展 
○ 持ち家が多いことを考慮 
 商業・教育・医療関係の施設が少ないことへの対応 
 バスの利用促進により自動車に頼らない外出機会を増やすこと

が必要 
 宝塚市との移動利便性の向上が有効 

③ 

鷲林寺・ 

苦楽園 
 

 生産年齢人口が少なく、年少人口の減少 
○ 持ち家が多いことを考慮 
 福祉関係の施設が少なく、商業施設がないことへの対応 
 バスの利用促進により自動車に頼らない外出機会を増やすこと

が必要 
 夙川・安井との移動利便性の向上が有効 

④ 

甲陽園・ 

上ヶ原 
 

 
○ 公営住宅等が多いことを考慮 
 医療関係の施設が少ないことへの対応 
 バスの利用促進により自動車からの交通手段の転換を促進する

ことが必要 

 夙川・安井や北口との移動利便性の向上が有効 

⑤ 

甲東・ 

段上 
 

 
 

 教育関係の施設が多い特性を活かす対応 

 

 宝塚市や北口との移動利便性の向上が有効 

⑥ 

瓦木・ 

樋ノ口 
 

 年少人口が多い 
 

 教育関係の施設が少ないことへの対応 
 バスを含む公共交通全般の利用を促進することが必要 

 北口との移動利便性の向上が有効 

⑦ 

夙川・ 

安井 
 

 
 

 医療関係の施設が少ない 
 徒歩と鉄道利用が多く、外出機会も多い特性を活かした取組み

が必要 

 阪神西宮や芦屋市との移動利便性の向上が有効 

⑧ 

阪神西宮 

 

 
○ 持ち家が少ないことを考慮 
 教育関係の施設が少ないことへの対応 
 徒歩と鉄道利用が多く、外出機会も多い特性を活かした取組み

が必要 

 市内で最も集まりやすい日常生活圏 
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年少人口

0～14歳

生産年齢人口

15～64歳

高齢者人口

65歳以上

 年齢別人口の特徴 
○ 住まいに関する考慮事項 
 生活サービス施設に関する対応 
 交通手段と外出機会に関する施策検討の方向性 

 日常生活圏間の移動に関する施策検討の留意点 



2．将来都市像に照らした現状と課題 
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日常 

生活圏 
年齢別人口の推移 

暮らしぶりとお出かけの状況を踏まえた 

施策検討の留意点と方向性 

⑨ 

北口 

 

 生産年齢人口が多い 
○ 持ち家が非常に少なく、公営住宅等が多いことを考慮 
 商業・教育関係の施設が多い特性を活かす対応 
 徒歩と鉄道利用が多く、外出機会も多い特性を活かした取組み

が必要 

 市内で最も行きたい日常生活圏 

⑩ 

ＪＲ西宮・ 

今津 
 

 
○ 持ち家が少ないことを考慮 
 医療・商業関係の施設が多い特性を活かす対応 
 公共交通の利用促進により外出機会を増やすことが必要 

 阪神西宮・北口・甲子園を結ぶ日常生活圏 

⑪ 

甲子園口北 

 

 
 

 医療関係の施設が少ないことへの対応 
 徒歩と鉄道利用が多く、外出機会も多い特性を活かした取組み

が必要 

 甲子園・春風や北口との移動利便性の向上が有効 

⑫ 

甲子園・ 

春風 
 

 

 

 医療関係の施設が少ないことへの対応 

 

 南甲子園・鳴尾南との移動利便性の向上が有効 

⑬ 

鳴尾北・ 

小松 
 

 
 

 医療関係の施設が少ないことへの対応 
 バスの利用促進により公共交通利用による外出機会を増やすこ

とが必要 

 南甲子園・鳴尾南との移動利便性の向上が有効 

⑭ 

浜脇・ 

西宮浜 
 

 
○ 公営住宅等が多いことを考慮 

 
 バスの利用促進により公共交通利用による外出機会を増やすこ

とが必要 

 阪神西宮や南甲子園・鳴尾南との移動利便性の向上が有効 

⑮ 

南甲子園・ 

鳴尾南 
 

 年少・生産年齢人口の減少、高齢化の進展 
○ 持ち家が少なく、公営住宅等が非常に多いことを考慮 
 福祉・商業関係の施設が多い特性を活かす対応 
 バスの利用促進により公共交通利用による外出機会を増やすこ

とが必要 

 甲子園・春風との移動利便性の向上が有効 
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26%

39%

79,038 人
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H22
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年少人口

0～14歳

生産年齢人口

15～64歳

高齢者人口

65歳以上

 年齢別人口の特徴 
○ 住まいに関する考慮事項 
 生活サービス施設に関する対応 
 交通手段と外出機会に関する施策検討の方向性 

 日常生活圏間の移動に関する施策検討の留意点 
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2.4.3 日常生活圏ごとの交通施策検討の方向性のまとめ 

1) 暮らしぶり（居住者・住まい・生活サービス施設の状況）に対応した交通施策検討の方向性 

○ 主要鉄道駅に近い日常生活圏では生産年齢人口が多く、増加又は緩やかな減少傾向であ

り、生活サービス施設も多いが、鉄道駅から離れた日常生活圏では生産年齢人口が少な

く、減少傾向であり、生活サービス施設も少ない。 
○ 地域別の生産年齢人口の増減により生活サービス施設の偏在がさらに進む可能性が高く、

鉄道駅から離れた日常生活圏から主要鉄道駅への交通アクセスを強化することが重要で

ある。 
○ 南部の山麓・丘陵・臨海部や北部には子育てに適した比較的広い良質な住宅や文教施設

が多い地域があるので、該当地域の交通課題に対応し、住宅地や文教ゾーンとしての付

加価値を高めれば、文教住宅都市としての魅力の維持・向上や少子化対策に繋がると考

えられる。 

2) お出かけ状況（外出・移動の状況）に対応した交通施策検討の方向性 

○ 鉄道利用が多い〔少ない〕→徒歩移動が多い〔少ない〕→移動回数が多い〔少ない〕 と

の関係があり、結果的に移動回数は主要鉄道駅に近い日常生活圏で多く、鉄道駅から離

れた日常生活圏で少ない。 
○ 鉄道駅から離れた日常生活圏で移動回数を増やすには主要鉄道駅にアクセスする徒歩以

外の交通手段を充実させることが有効であり、交通弱者の利用を考慮すると、バス交通

の充実が効果が高いと考えられる。 
○ 交通弱者を含むすべての人にとって外出や移動がしやすい交通環境を確保すれば、地域

内・地域間の交流が盛んになり、地域や拠点の活力が相互に波及し合い、地域ひいては

都市全体の活性化に資すると考えられる。 
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2.4.4 各中心拠点の特徴 

全市での日常生活圏を越える移動は、平日が約 586 千人であり、休日は約 456 千人で、平日

の移動量の 78%である。また、平日の交通手段の割合は、鉄道 12％、バス 3％、自動車 23％、

自転車 23％、徒歩 32％となっている。 

1) 阪神西宮駅周辺の特徴（南部西エリア） 

③鷲林寺・苦楽園、④甲陽園・上ヶ原 
⑦夙川・安井、⑩JR 西宮・今津 ⇔⑧阪神西宮の移動 
⑭浜脇・西宮浜 
 交通手段の比率はバスが全市平均より高く、自転車が全市平均と同程度で、自動車が全市

平均より少なく、比較的多様な交通手段を利用している。 
 休日の移動量の対平日比率が全市平均より低く、通勤・通学以外で当該拠点を利用しよう

とするニーズは低いと考えられる。 

2) 阪急西宮北口駅周辺の特徴（南部北東エリア） 

④甲陽園・上ヶ原、⑤甲東・段上、 
⑥瓦木・樋ノ口、⑩JR 西宮・今津 ⇔⑨北口の移動 
⑪甲子園口北 
 交通手段の比率はバスが全市平均より低く、自転車が全市平均より高く、自動車は阪神西

宮駅周辺より多く、交通手段として自転車に頼る傾向がある。 
 休日の移動量の対平日比率が全市平均より高く、通勤・通学以外で当該拠点を利用しよう

とするニーズは高いと考えられる。 

3) 阪神甲子園駅周辺の特徴（南部南東エリア） 

⑩JR 西宮・今津、⑪甲子園口北 
⑫甲子園・春風、⑬鳴尾北・小松 ⇔⑮南甲子園・鳴尾南の移動 

 
 交通手段の比率はバスが全市平均と同程度で、自転車が全市平均より高く、自動車は阪神

西宮駅周辺よりやや多く、交通手段として自転車・自動車に頼る傾向がある。 
 休日の移動量の対平日比率が全市平均と同程度であり、通勤・通学以外で当該拠点を利用

しようとするニーズは中程度と考えられる。 

4) 神戸電鉄岡場駅周辺の特徴（北部西エリア） 

①山口、②塩瀬 ⇔神戸北の移動 
 交通手段の比率はバス・自転車が全市平均より低く、自動車が全市平均よりかなり多く、

交通手段として自動車に頼っている。 
 休日の移動量の対平日比率が全市平均より高く、通勤・通学以外で当該拠点を利用しよう

とするニーズは高いと考えられる。 

5) JR・阪急宝塚駅周辺の特徴（北部東エリア） 

①山口、②塩瀬 ⇔宝塚・川西等の移動 
 交通手段の比率はバスが全市平均より高く、自転車が全市平均より低く、自動車が全市平

均より多く、交通手段として自動車に頼る傾向がある。 
 休日の移動量の対平日比率が全市平均より高く、通勤・通学以外で当該拠点を利用しよう

とするニーズは高いと考えられる。 
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※日常⽣活圏を越えた市内（市内⇔岡場駅周辺・宝塚駅周辺 を含む。）の交通⼿段別の移動量 

出典︓近畿圏パーソントリップ調査     

 

図Ⅱ- 2 - 84 日常生活圏を越えた移動状況（平成 22 年） 
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2.4.5 交通課題のまとめ 
将来都市像と日常生活圏ごとの交通施策検討の方向性のまとめから、課題を①～⑤に整理し、

各中心拠点の特徴から中心拠点に関する特定課題を抽出した。 

 
地域によって生産年齢人口の増減に差があり、生活サービス施設の偏在がさらに進む可能性

が高いため、生活サービス施設の利用しやすい配置や集約化、生活サービス施設が少ない地域

から多い地域への交通アクセスの充実などに努める必要がある。 
 生活サービス施設の利用しやすい配置や集約化（主に立地適正化計画に基づく施策により対応） 

 生活サービス施設が少ない地域から多い地域への交通アクセスの充実 

 
快適に暮らし続けるために必要となる持続可能な交通ネットワークの形成に向けて、誰もが

利用しやすい公共交通を軸とした交通手段間の適切な連携、良好な生活環境の確保に向けた生

活交通と通過交通の分離、緊急時における複数の移動経路の確保などを図る必要がある。 
 持続可能な交通ネットワークの形成 

 公共交通を軸とした交通手段間の適切な連携 

 良好な生活環境の確保に向けた生活交通と通過交通の分離 

 緊急時における複数の移動経路の確保 

 
地域内のふれあいの機会を増やし、地域内や地域と拠点間で、多様な人の往来や交流を通じ

て互いの活力を高めるため、鉄道駅の新設や改良等による拠点形成や拠点間の連携強化、バス

交通の充実等による地域内や地域と拠点の間の連携強化を図る必要がある。 
 公共交通の充実による地域・拠点間の連携強化 

 鉄道駅の新設や改良等による拠点形成や拠点間の連携強化 

 バス交通の充実による地域内の連携強化 

 バス交通の充実による地域と拠点の間の連携強化 

 
文教住宅都市の一翼を担う住宅地や文教施設が集積する地域の魅力を維持・向上させるため、

地域の移動環境の改善や利用頻度の高い鉄道駅へのアクセス性向上等の地域課題に対応して

いく必要がある。 
 周辺地域の移動環境改善等の地域課題への対応 

 利用頻度の高い鉄道駅へのアクセス性向上等の地域課題への対応 

 
交通弱者を含むすべての人にとって外出や移動を容易にするため、交通関係施設等の整備、

公共交通等の移動手段の確保、安全で快適な移動に向けた支援などに努める必要がある。 
 外出や移動を容易にするための交通関係施設等の整備 

 外出や移動を容易にするための公共交通等の移動手段の確保 

 外出や移動を容易にするための安全で快適な移動に向けた支援 

 
西宮北口駅周辺は通勤・通学以外での利用ニーズが高い反面、バスによるアクセス性が低い

状況にある。阪神西宮駅周辺はバスによるアクセス性が高く、南部の広範囲の地域と往来しや

すいが、通勤・通学以外では拠点としての利用ニーズが低いと考えられる。 
中心拠点は多くの人が立ち寄り、楽しむ場とするために、アクセス性や拠点としての魅力の

向上を図る必要がある。 

中心拠点に関する特定課題 

課題⑤ 外出等を容易にするための交通関係施設の整備・移動手段の確保・移動の支援等 

課題④ 文教住宅都市を担う地域の移動環境の改善やアクセス性向上等の課題への対応 

課題③ 公共交通の充実による地域内や地域と拠点間の連携強化及び拠点形成 

課題② 持続可能な交通ネットワークの形成に向けた交通手段間の連携・通過交通の分離等 

課題① 生活サービス施設の適正配置・集約化及び生活サービス集積地への交通アクセスの充実 
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3 ．都市交通計画の基本目標 

2.4.5 の「交通課題のまとめ」を踏まえ、各々の交通課題に的確に対応して、多極ネットワー

ク型のコンパクトなまちづくりに向けた本市の将来都市像を実現するため、本計画の基本目標を

以下のように設定する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【交通課題】 

課題① 

生活サービス施設の適正配置・ 

集約化及び生活サービス集積地へ

の交通アクセスの充実 

課題② 

持続可能な交通ネットワークの 

形成に向けた交通手段間の連携・ 

通過交通の分離等 

課題③ 

公共交通の充実による地域内や

地域と拠点間の連携強化及び拠点

形成 

課題④ 

文教住宅都市を担う地域の移動 

環境の改善やアクセス性向上等の 

課題への対応 

課題⑤ 

外出等を容易にするための交通 

関係施設の整備・移動手段の確保・ 

移動の支援等 

【基本目標】 

基本目標① 

市民にとっての生活サービスを身近にする交通及び拠点の充実 

生活サービス機能が充実した拠点等にアクセスするため

の交通の充実と利便性の向上や、アクセスしやすい拠点の

生活サービス機能の充実に取り組む。 

基本目標② 

安全・安心で環境にやさしい交通ネットワークの形成 

公共交通の強化、通過交通の分離、防災性の向上、環境

負荷の低減に配慮した安全・安心で環境にやさしい交通 

ネットワークを形成する。 

基本目標③ 

ふれあいや交流の機会を増やし、拠点等の活力を波及させる 

公共交通の充実 

地域内のふれあいや地域間の交流の機会を増やし、 

拠点等の活力を周辺地域に波及させる公共交通について、

利便性や利用環境の向上を図り、利用を促進する。 

基本目標④ 

住宅地や文教施設の集積地の魅力を維持・向上させる 

交通利便性の確保 

特色ある住宅地や文教施設の集積する地域において、 

交通利便性の確保により地域の魅力を維持・向上させる 

ため、地域課題として、交通アクセスの向上や移動環境の

改善に取り組む。 

基本目標⑤ 

高齢者、障害のある人、妊産婦等が 

外出しやすく、移動しやすい交通環境の確保 

高齢者、障害のある人、妊産婦等の交通弱者を含む 

すべての人が外出や移動のしやすい交通環境を 

確保するため、交通関係施設等の整備、交通手段の確保、

外出・移動の支援などに取り組む。 

中心拠点に関する特定課題 
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基本目標とＳＤＧｓとの関係を下表に示す。 

 

基 本 

目 標 

基本目標① 基本目標② 基本目標③ 基本目標④ 基本目標⑤ 

市民にとっての 
生活サービスを 
身近にする交通 
及び拠点の充実 

安心・安全で環境に
やさしい交通ネット 
ワークの形成 

ふれあいや交流の 
機会を増やし、 
拠点等の活力を 
波及させる 
公共交通の充実 

住宅地や文教施設の
集積地の魅力を 
維持・向上させる 
交通利便性の確保 

高齢者、障害の 
ある人、妊産婦等が 
外出しやすく、 
移動しやすい 
交通環境の確保 

 

 
     

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

表Ⅱ- 3 - 1 基本目標と SDGｓとの関係



 

 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ．実施施策 
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1 ．将来都市像の実現に向けた取組方針 

1.1 各主体の関わり方 

将来都市像「みんなが暮らしやすく、お出かけしたくなるまち」の実現に向けて、市民、事業

者、行政の各主体が連携して取り組むことが必要である。 
 

1.1.1 市民・事業者・行政の関わり方 

市民には、一人ひとりが健康で元気に暮らし、お互いを支え合い、快適・安心で暮らしやすい

まちづくりに主体的に参加してもらうことが重要である。 
交通事業者や行政は、誰もが暮らしやすく、お出かけしやすい交通体系の構築に努める必要が

ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ- 1 - 1 将来都市像の実現に向けた各主体の関わり方 

 

1.1.2 行政内における取組方針 

様々な活動には「移動」が伴うことから、行政内の各組織が連携して施策を推進することが必

要となる。 
都市交通計画では、分野横断的な取組みを下支えし、より効果的に将来都市像の実現を目指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ- 1 - 2 将来都市像を実現するための行政内の取組方針 
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1.2 施策方針 

「みんなが暮らしやすく、お出かけしたくなるまち」という将来都市像を実現するための施

策は次の 4 点を踏まえて考える。 
 

① 地域、住民ごとに異なる暮らしぶり・お出かけの状況を踏まえ、より暮らしやすく、お出かけ

しやすい交通体系を構築する 

公共交通の利便性や都市基盤整備状況、地理的状況等の地域特性や住民の年齢、家族構成

等により異なる暮らしぶりやお出かけ状況を踏まえ、「より暮らしやすく、お出かけしやす

い」交通体系を構築する。 
 

② 将来都市像の実現を共通の目標として分野横断的な施策展開を図る 

行政内の連携を図るための場づくりや目標の共有化などを行い、分野横断的な施策の展開

を図る。 
 
 

③ 拠点である鉄道駅を中心としたまちづくりを推進する 

充実した鉄道ネットワークを活用するとともに、これまでのまちづくりを踏襲し、拠点で

ある鉄道駅を中心としたまちづくりを進める。 
 

④ 中心拠点へのアクセスを確保するため公共交通網のサービス水準の維持を図る 

日常生活圏から、生活サービス機能が集積している基本生活圏内の中心拠点へのアクセス

を確保するため、本市の比較的利便性の高い公共交通網のサービス水準を維持していく。 
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1.3 将来的な公共交通網 

施策方針を踏まえ、本市の都市基盤となる将来的な公共交通網を設定する。 
 
【望ましい公共交通網の在り方】 

 各日常生活圏から基本生活圏内の中心拠点に徒歩と公共交通（鉄道、路線バス、コミ

ュニティ交通※）で移動することができる 
 路線バスは待合・走行環境の安全性から都市計画道路の幹線街路を運行している 
 中心拠点までの公共交通サービスは、一定のサービスレベルが確保されている 

 
※コミュニティ交通：実施主体が地域住民又は市等であり、目的が生活移動手段の確保である

乗合交通 
 

【サービスレベルの設定】 

    将来的な公共交通網の実現に向けて、公共交通網を役割に応じて 3 つに分類し、各分類で

機能の維持・充実を図る。また、市民生活を維持するため、一定のサービスレベルを設定し、

確保を目指す。 

 

表Ⅲ- 1 - 1 将来都市像を実現するための取組方針 

分類 役割 交通手段 
確保を目指す 

サービスレベル 

幹線 
主に中心拠点と他都市又は拠点などを結ぶ

路線 

鉄道 5 本/時間･方向以上 

路線バス 3 本/時間･方向以上 

コミュニティ交通 1 本/時間･方向以上 

支線 主に拠点と日常生活圏を結ぶ路線 

鉄道 3～5 本/時間･方向 

路線バス 1～3 本/時間･方向 

コミュニティ交通 1 本/時間･方向 

地域内線 

地域内の標高差が大きく、道路幅員が狭い

地域において、日常生活圏の移動を支える

路線 

コミュニティ交通 
地域のニーズに応じた

本数 

 

 

【目指すべき将来的な公共交通網】 

現状として、概ねの日常生活圏では、上記サービスレベルが確保されているため、現サー

ビスレベルの維持を目指すものとし、都市計画道路の整備率が低い地域では、都市計画道路

の整備等に伴う路線バスの強化・再編等によってサービスレベルの確保を目指す。 

また、鉄道駅やバス停と一定以上の距離があり、かつ標高差が大きい地域では、地域・交

通事業者・市が連携・協力して、コミュニティ交通の導入に向けた検討を行い、サービスレ

ベルの確保を目指す。 

以上より、目指すべき将来的な公共交通網を図Ⅲ- 1 - 3 のとおり設定する。 
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図Ⅲ- 1 - 3 目指すべき将来的な公共交通網 
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2 ．基本目標の達成に向けた施策展開 

2.1 重点施策選定の考え方 

将来都市像の実現や基本目標の達成に向けて、都市構造や人口構造の変化への的確な対応、

効率的な都市経営、地域特性を踏まえた施策の推進、関係者の適切な役割分担と連携などによ

り、効果的に施策を推進するため、以下の考え方により重点施策を選定する。 
 

 生活サービスの集約化を前提とした交通の確保 

生活サービス施設については、生産年齢人口の減少により施設の総量が減少し、効率的にサー

ビスを提供できる場所への集約化が進むと予想されるので、施設の少ない地域から施設の集約化

を進めるべき地域への交通の確保に重点を置く必要がある。 

 

 交通弱者も含め誰もが利用しやすい交通手段の充実 

高齢化の進展により交通弱者の増加が予想される中、誰もが利用しやすい徒歩と公共交通を中

心とした交通体系を目指すため、充実した鉄道網を有効に活用するとともに、徒歩と鉄道を結ぶ

交通、又はそれらの中間の交通として、バスの充実に重点を置く必要がある。 

 
 社会資本に関する既存ストックの有効活用と整備の重点化 

お出かけしやすい都市をつくるうえで重要な基盤である鉄道駅、生活サービス施設の集積、交

通結節点、幹線道路、鉄道と立体交差した道路などの社会資本について、既存ストックの有効活

用を図るとともに、欠けている要素で、それを補うことによりお出かけしやすさが大きく向上す

る社会資本を重点的に整備する必要がある。 

 

 地域特性に応じた公共交通の充実策 

鉄道沿線の駅間距離が長い区間で一定の市街化が進んでいる地域で、新駅設置の可能性を検討

したり、地域内又は近隣で路線バスが運行している地域で、バス路線の経路やバス停の見直しを

検討したり、既存の公共交通の利用が難しい地域で、新たな地域公共交通システムの導入を検討

したりなど、地域特性に応じた公共交通の充実策に重点を置く必要がある。 

 

 地域住民等の公共交通への積極的な関与 

地域住民等が身近な公共交通を利用する機会が多く、その利用状況や長所、短所等の実情を容

易に知り得る利点を活かすため、地域で公共交通を守り、育てる意識の醸成、地域主体で交通課

題等の解決に向けた取組みを進める仕組みづくり、地域主体での新たな地域公共交通システムの

導入の支援などにより、地域住民等の公共交通への積極的な関与に重点を置く必要がある。 

 

 ポストコロナに向けた公共交通への支援 

地域公共交通は、新型コロナの感染拡大に伴う緊急事態宣言下においても、エッセンシャルサ

ービスとしてサービス提供を維持してきた一方、ポストコロナに向けた急速な社会構造の変化の

中で厳しい経営環境に置かれており、事業の持続性の確保のための支援に重点を置く必要がある。 
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2.2 実施施策 

2.2.1 施策の展開 

基本目標を達成するために有効と考えられる施策のうち、既に着手している施策のほか、今後

5 年間に着手を目指す施策として、以下の施策に取り組む。 
また、重点施策選定の考え方に基づき、重点施策を選定するとともに、交通事業者による取組

みを期待する施策を関連施策として示す。 
 

 

生活サービス機能が充実した拠点等にアクセスするための交通の充実と利便性の向上や、アク

セスしやすい拠点の生活サービス機能の充実に取り組むことにより、「みんなが暮らしやすく、

お出かけしたくなるまち」を目指す。 
 
①-Ⅰ 拠点へのバスアクセスの充実とそれに対応する交通施設整備 

 対応課題：生活サービス施設が少ない地域から多い地域への交通アクセスの充実 

◎ 幹線的なバス路線の強化・再編  

◎ 都市計画道路の整備  

○ 道路と鉄道の立体交差化  

○ 主要交差点の改良  

①-Ⅱ 公共交通の要所における生活サービス機能の充実 

 対応課題：生活サービス施設の利用しやすい配置や集約化 

◎ 交通結節機能と生活サービス機能をあわせ持つ中心拠点の形成  

①-Ⅲ 拠点等への移動で公共交通の利用を促進するサービスの充実 

 対応課題：生活サービス施設が少ない地域から多い地域への交通アクセスの充実 

○ 鉄道とバスの乗換利便性の向上  

○ IC カード等による公共交通利用者への各種サービスの適用  

①-Ⅳ 拠点への移動に手軽な交通手段の利便性向上 

 対応課題：生活サービス施設が少ない地域から多い地域への交通アクセスの充実 

○ 新たなマイクロモビリティの導入（シェアサイクル等）  

○ 自転車駐車場の改良・新設等  

※ レンタサイクルの導入≪参考≫  

 

 

  

基本目標① 

市民にとっての生活サービスを身近にする交通及び拠点の充実 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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①-Ⅰ 拠点へのバスアクセスの充実とそれに対応する交通施設整備 

生活サービス機能が充実した拠点等への移動について、バス事業者と

バス路線の充実に関する協議・検討を進めるとともに、必要な道路等の

交通施設の整備・改良を推進する。 

 

◎ 幹線的なバス路線の強化・再編  

鉄道駅から離れ、生産年齢人口や生活サービス施設が少ない地域で、生産年齢人口の減

少が進む傾向が強く、そのことにより生活サービス施設の偏在が進む可能性が高いため、

鉄道駅から離れた地域から中心拠点をはじめとする主要鉄道駅周辺への交通アクセスを

強化することが重要となる。 
その場合、比較的距離の長い移動に対応できる交通手段を充実させる必要があり、交通

弱者等の利用を考慮すると、バス交通の充実が効果が高いと考えられる。 
しかし、幹線道路網の整備が進むより先に供用されていた市内のバス路線は、屈曲した

細街路を多く運行しており、目的地に向かうに当たって迂回を余儀なくされるなど、アク

セス性や速達性・効率性に劣っていることが多い。 
今後、誰もが利用したくなる利便性の高い将来公共交通網を目指し、幹線的なバス路線

について中心拠点等へのアクセス性や速達性・効率性の向上を図るため、バス事業者と協

力して、運行ダイヤ・経路の見直しをはじめとするバス路線の強化・再編に取り組む。 
そのため、バス事業者と市は、バス路線の拡充に関する様々な情報や課題の共有に向け

て、意見交換の場を設けるなどの体制づくりにも取り組む。 
また、将来的な公共交通網の実現に向けて設定した一定のサービスレベル（P.Ⅲ-1-3）

を満たしていない地域や、減便や廃線などによりサービス水準を割り込む地域において、

沿線地域の意向も勘案しながら、バス事業者と協力して持続可能なサービスの導入につい

て検討する。さらに市は、需要把握・運行可能性の検討を目的とした試験運行に対する補

助制度の導入についても検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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◎ 都市計画道路の整備  

北部の東西方向の交通軸や南部の南北方向の交通軸は、市内や市

内外の移動が多く、市民にとって欠かせない動線である。 
しかし、国道 176 号やＪＲ東海道本線以北の幹線道路の整備が遅れていることから、

利便性の高いバス路線の確保や中心拠点等への円滑な移動が難しいなど、快適な市民生活

を確保する上で支障が生じている。 
今後はバス路線の強化・拡充や中心拠点等への交通アクセスの充実に効果的な路線を中

心に、道路ネットワークの形成にも配慮しながら、都市計画道路の整備推進を図る。 
【整備を行う予定の主な都市計画道路】 

・山手幹線 実施中  ・武庫川広田線 実施中  ・今津西線 

・国道 176 号（名塩道路） 実施中  ・丸山線  ・甲子園段上線 

・門戸仁川線 ・名神湾岸連絡線   など  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※バス路線は令和元年 10 月時点 

図Ⅲ- 2 - 1 整備を行う予定の主な都市計画道路  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 



2．基本目標の達成に向けた施策展開 

Ⅲ-2-5 

○ 道路と鉄道の立体交差化  

踏切の存在は、定時性や速達性の面でバス交通にとって大きな 
障害となる。中津浜線、今津西線、建石線などの主要な幹線道路も、

踏切が残存しているため、バス路線として十分に活用されていない。 
連続立体交差事業等により道路と鉄道を立体交差化すれば、バス交通をはじめとする交

通の円滑化に資するだけでなく、線路により分断されていた地域の一体的なまちづくりを

促進する効果も大きい。 
阪急西宮北口駅周辺は、阪急神戸本線の踏切の存在により、北東・北西方面からのバス

路線の拡充が難しく、自動車・自転車の交通量が増加し続けている。このことから、阪急

神戸本線と道路の立体交差化について、南北方向の幹線道路の整備・改良とあわせて検討

を進める。 
その他主要な幹線道路における交通の安全性・円滑性に問題がある踏切も、その改善策

について検討を進める。 
 

 
※バス路線は令和元年 10 月時点 

図Ⅲ- 2 - 2 道路と鉄道の立体交差化が必要な箇所 

 

 

○ 主要交差点の改良  

幹線道路同士が交差する主要交差点は、交通全体の安全性や円滑性に影響があるほか、

バスの定時制や速達性への影響も大きいので、その改良の検討を進める。 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ- 2 - 3 交差点改良の例  

改良前 改良後 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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①-Ⅱ 公共交通の要所における生活サービス機能の充実 

広範囲の地域からのアクセス性に優れ、鉄道・バス等の公共交通が利

用しやすい場所では、交通結節機能を強化するとともに、生活サービス

機能の充実を図る。 
 

◎ 交通結節機能と生活サービス機能をあわせ持つ中心拠点の形成  

阪神西宮駅周辺は、市役所周辺や JR 西宮駅周辺を含む一帯とともに都市核に位置付け

られている本市の中心拠点の一つであり、南西には西宮神社もあり、鷲林寺・甲陽園方面

から西宮浜までの広範囲の地域から、バスをはじめとする多様な交通手段でアクセスしや

すい地区である。 
駅北側は、「阪神間都市計画都市再開発の方針」において、「民間活力の活用等により、

交通結節機能の強化を図る」とされており、また市役所本庁舎周辺とともに「行政機能や

生活サービス機能等の集約を図るため、土地の合理的な高度利用を促進する」とされてい

る。 
しかし、現在の駅北側の状況は、多数のバス路線が集中する特急停車駅の駅前としては

交通結節機能が不十分であり、バス停の分散配置、歩行者の通行・溜まり空間の不足、区

画街路によるバス待機場と乗降場の分断による公共交通と一般交通、歩行者の錯綜など、

バスの乗換・乗継の利便性や、歩行者の安全性・快適性の面で課題を抱えている。 
また、土地の有効利用が進んでおらず、都市核として市民の憩える魅力的な空間形成が

なされていないため、通勤・通学以外での利用ニーズが低く、交通の要所としての立地特

性を活かし切れていない。 
以上のことから、駅北側においては、市役所本庁舎周辺地区の整備との連携も図りなが

ら、回遊性と滞留性を高めた魅力的かつ快適な歩行者空間の確保や民間資本を活用した駅

前広場の再整備と良質な都市空間整備の誘導について、公共施設の再編も含め検討し、交

通結節機能と生活サービス機能をあわせ持つ魅力的な中心拠点の形成を促進する。 

 
図Ⅲ- 2 - 4 阪神西宮駅周辺の低利用地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ- 2 - 5 阪神西宮駅周辺に点在するバス停留所  

   駅周辺の駐車場 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 

阪神西宮 
阪神バス、阪急バス、空港リムジンバス 

阪神西宮南口 
阪神バス 

阪神西宮駅東口 
阪神バス 

阪神西宮駅 



2．基本目標の達成に向けた施策展開 
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①-Ⅲ 拠点等への移動で公共交通の利用を促進するサービスの充実 

拠点等への移動について公共交通の利用を促進するため、交通事業者

と乗換・乗継利便性の向上や運賃割引制度等のサービス充実に関する協

議・検討を進める。 
 

○ 鉄道とバスの乗換利便性の向上  

鉄道との乗換利便性に配慮した路線バスのダイヤ改正、IC カードを活用した運賃割引

制度の導入、駅周辺での路線バスの案内の充実など、鉄道とバスの乗換利便性の向上を図

る。 
また、ビッグデータ等を活用することにより鉄道やバスの利用実態を把握し、乗換・乗

継等の利便性向上策について研究する。 
 

○ IC カード等による公共交通利用者への各種サービスの適用  

IC カード等を活用したバス相互・バスと鉄道間の乗換・乗継割引、大型集客施設利用

者の公共交通の利用促進を目的とした IC カード等による買物割引など各種サービスにつ

いて、事業者と協議を行う。  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 



2．基本目標の達成に向けた施策展開 
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①-Ⅳ 拠点への移動に手軽な交通手段の利便性向上 

拠点への移動に手軽な自転車等の交通手段について、自転車駐車場の

改良・新設等により利便性の向上を図る。 
 

○ 新たなマイクロモビリティ＊の導入（シェアサイクル等） 

市民等が手軽に利用でき、かつ環境にも優しくパーソナルな移動を可能とするシェアサ

イクルの導入を検討するとともに電動キックボード等のマイクロモビリティの導入につ

いても調査研究していく。 
特にシェアサイクルについては、公共交通の補完をはじめ、経済活動の活性化やまちの

魅力度向上など、様々な事業効果等を検討するため、令和元年７月から「西宮市シェアサ

イクル利用動向調査」を実施するとともに、公共用地等へ本格導入を行う際に必要な条件

整理を進める。 
 
＊マイクロモビリティ：自動車よりコンパクトで小回りが利き、環境性能に優れ、地域

の手軽な移動の足となる１人～２人乗り程度の車両 
 

 
図Ⅲ- 2 - 6 西宮市内サイクルポートマップ 

 

 

  

サイクルポート設置例／阪神甲子園広場駐輪場 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 



2．基本目標の達成に向けた施策展開 
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○ 自転車駐車場の改良・新設等  

多くの鉄道駅において、自転車駐車場が不足している状況にあ

ることから、増設や改良及び適切な管理を行うとともに、駅周辺

の放置自転車の移動（撤去）の強化と、マナー指導により、駅周辺の安全確保と美観の保

全を図る。 
 

 
図Ⅲ- 2 - 7 自転車駐車場の設置状況 

 

 

 

※ レンタサイクルの導入 ≪参考≫ 

鉄道駅を中心とした街中の回遊を促進するレンタサイクルが、ＪＲ甲子園口駅、阪急西

宮北口駅で導入されている。 
表Ⅲ- 2 - 1 市内のレンタサイクルの概要（令和 3 年 4 月時点） 

鉄道駅 名称 利用料金・営業時間 

ＪＲ甲子園口駅 駅リンくん 
1 回利用 400 円 

営業時間 6：30～23：00 

阪急西宮北口駅 

（甲風園駐輪センター） 

（阪急西宮駐輪センター） 

阪急レンタサイクル 

1 回利用 320 円 

甲風園駐輪センター 

営業時間 6：30～22：00 

阪急西宮駐輪センター 

営業時間 7：00～21：00 

 

 

  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 



2．基本目標の達成に向けた施策展開 
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公共交通の強化、通過交通の分離、防災性の向上、環境負荷の低減に配慮した安全・安心で環

境にやさしい交通ネットワークを形成することにより、「みんなが暮らしやすく、お出かけした

くなるまち」を目指す。 
 

②-Ⅰ 公共交通ネットワークの強化 

 対応課題：持続可能な交通ネットワークの形成 

      公共交通を軸とした交通手段間の適切な連携 

◎ 交通結節機能の強化  

◎ 幹線的なバス路線の強化・再編（再掲）  

○ 鉄道とバスの乗換利便性の向上（再掲）  

〇 路線バス運転士の確保  

②-Ⅱ 生活道路等における通過交通の抑制 

 対応課題：持続可能な交通ネットワークの形成 

      良好な生活環境確保に向けた通過交通の分離 

◎ 主要幹線道路の整備促進（国道 176 号（名塩道路））  

○ 高速道路の整備促進（名神湾岸連絡線）  

②-Ⅲ 防災性向上に資する道路の整備・整備促進 

 対応課題：持続可能な交通ネットワークの形成 

      多重性に配慮した緊急時の移動経路の確保 

○ 緊急時の移動経路となる道路の整備・整備促進（国道 176 号（名塩道路））  

○ 狭あい道路の拡幅整備  

②-Ⅳ その他環境に配慮した交通手段の利用促進 

 対応課題：持続可能な交通ネットワークの形成 

◎ 歩行者・自転車に配慮した道路の整備  

○ 低公害車の普及促進  

○ 次世代自動車の普及促進  

 

 

 

  

基本目標② 

安全・安心で環境にやさしい交通ネットワークの形成 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 



2．基本目標の達成に向けた施策展開 
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②-Ⅰ 公共交通ネットワークの強化 

鉄道・バス・タクシーの公共交通ネットワークを強化するため、交通

結節機能やバス路線の強化、乗換・乗継利便性の向上などに交通事業者

と協力して取り組む。 
 

◎ 交通結節機能の強化  

複数の交通手段を接続する機能を「交通結節機能」といい、その機能を有する場所を「交

通結節点」という。鉄道駅は鉄道と徒歩等の交通結節点であり、バス停はバスと徒歩等の

交通結節点である。 
鉄道駅は単体では主に鉄道と徒歩の交通結節点であるが、駅前広場等の整備によりバス

乗降場、タクシー乗降場、一般車乗降場、身障者用乗降場等を設置したり、周辺に自動車・

自転車の駐車場やシェアサイクルのポートを設けたりすることにより、駅周辺が、鉄道と

多様な交通手段の交通結節点となる。 
みんながお出かけしやすい交通体系を構築するには、乗換・乗継など交通手段間の連携

の円滑化が必要であり、そのためには交通結節点の整備や機能強化が不可欠である。 
また、適切な規模・機能の駅前広場が整備された場合には、交通動線について輻輳が軽

減され、一定整理されることにより、徒歩をはじめとする各交通手段の安全性・利便性も

向上する。 
そこで、主要な鉄道駅の周辺においては、バスのほかタクシー、一般車、身障者用車両

の利便性向上に配慮し、交通事業者と協力して駅前広場の整備・改良等に取り組む。 
駅前広場の整備が困難な鉄道駅の周辺で、バスの乗入れがある、又は想定される場合に

は、バスの利便性向上に配慮し、交通事業者と協力して交通結節機能の強化に取り組む。 
あわせて、バスの待合環境の向上についてもバス事業者と協力して取り組む。 

【交通結節機能の強化を検討中の主な鉄道駅】 
・阪神西宮駅 

 
※バス路線は令和元年 10 月時点 

図Ⅲ- 2 - 8 交通結節機能の強化を検討中の主な鉄道駅 

◎ 幹線的なバス路線の強化・再編（再掲）  

○ 鉄道とバスの乗換利便性の向上（再掲）  

 

 

  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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○ 路線バス運転士の確保  

運転士の高齢化や大型二種免許保有者の減少が進む中、路線バ

スのサービスレベルを確保するため、バス事業者・ハローワーク・

市の三者で協力し、就職相談フェア開催など、運転士の確保に向け

た取組みを進める。 
［表面］ 

 
 

[裏面] 

 
図Ⅲ- 2 - 9 路線バス運転士就職相談フェアチラシ  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 



2．基本目標の達成に向けた施策展開 
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②-Ⅱ 生活道路等における通過交通の抑制 

生活道路等の通過交通を抑制するため、通過交通の分離に資する主要

幹線道路や高速道路の整備を促進する。 
 

◎ 主要幹線道路の整備促進（国道 176 号（名塩道路））  

既存の国道 176 号の現道は、カーブが多く道路幅員が狭い 2 車線道路に 2～3 万台/日
の交通が利用しており、日常的に交通渋滞が生じており、歩道幅員が狭く歩行者の安全確

保にも課題があることから、引き続き国道 176 号（名塩道路）の整備を強く促進する。 
 

○ 高速道路の整備促進（名神湾岸連絡線）  

南部で約 20 万台の自動車交通が東西方向に通過しており、通過交通が多い阪神高速神

戸線・国道 43 号は本市市街地のほぼ中心部を通っている。 
国道 43 号は、沿道や周辺に住宅等が立地しており、生活に必要な道路でもあるため、

通過交通が、環境への影響や道路混雑の誘発等により、沿道をはじめとする周辺生活環境

に大きな影響を及ぼしている。 
通過交通の影響を軽減するためには、通過交通をその他の交通と分離し、市街地から離

れた道路への転換や一般道路から高速道路への転換を促進する方法が考えられる。 
そのため、阪神高速湾岸線について、東西方向の連続性の強化を図る大阪湾岸道路西伸

部の計画が進展していけば、阪神高速神戸線・国道 43 号からの通過交通の転換が進むこ

とが期待される。 
一方、名神高速道路等と阪神高速湾岸線を繋ぐ南北方向の一般道路は、現状でも通過交

通が多いが、上記の計画が進展していけば、通過交通が更に増える可能性が高い。 
そこで、一般道路を経由させずに、高速道路同士のネットワークで通過交通の大半を処

理することを目指し、名神高速道路の西宮インターチェンジと阪神高速湾岸線を繋ぐ名神

湾岸連絡線について、大阪湾岸道路西伸部の事業進捗との整合も図りながら、整備を促進

する。 
  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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②-Ⅲ 防災性向上に資する道路の整備・整備促進 

防災性向上に資する道路ネットワークを形成するため、緊急時の移動

経路となる道路や狭あい道路の整備を促進する。 
 

○ 緊急時の移動経路となる道路の整備・整備促進（国道 176 号（名塩道路））  

現在「異常気象時通行規制区間」がある塩瀬地域では、災害時に通行止めが実施され他

地域へのアクセスが遮断される状況となるため、国道 176 号（名塩道路）の整備を促進

し、防災性の向上を図る。 
 

○ 狭あい道路の拡幅整備  

道路幅員が狭く、緊急車両の通行など交通の安全性・円滑性に課題がある道路を拡幅整

備する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ- 2 - 10 狭あい道路拡幅整備事業パンフレット  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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②-Ⅳ その他環境に配慮した交通手段の利用促進 

2050 年までのカーボンニュートラルの達成に向け、環境負荷の低減を

促進するため、公共交通以外の環境にやさしい交通手段について、利用

しやすい環境の整備や利用促進を図る。 
 

◎ 歩行者・自転車に配慮した道路の整備  

安全で快適に通行できる道路環境を確保するため、歩道の整備やバリアフリー化のほか、

令和 2 年 7 月に策定した「西宮市自転車利用環境改善計画」に基づく自転車通行空間の

整備などを進める。 
 

［自転車道］          ［自転車専用通行帯］       ［車道混在］         ［歩道内通行］ 

 
出典︓⻄宮市⾃転⾞利⽤環境改善計画（令和 2 年 7 月） 

図Ⅲ- 2 - 11 自転車道整備イメージ 
 

  
図Ⅲ- 2 - 12 自転車ネットワーク検討路線 

 

○ 低公害車の普及促進  

官民一体で組織する西宮地区低公害車普及等推進協議会で普及啓発活動を実施すると

ともに、圧縮天然ガス（CNG）や優良ハイブリッドのバスおよびトラックを導入する運

送事業者等に対して、経費の一部を補助する。 
 

○ 次世代自動車の普及促進  

次世代自動車の普及に向け、啓発や補助制度等の情報提供を行う。  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 

出典︓⻄宮市⾃転⾞利⽤ 

環境改善計画 

（令和 2 年 7 月） 
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地域内のふれあいや地域間の交流の機会を増やし、拠点等の活力を周辺地域に波及させる公共

交通について、利便性や利用環境の向上を図り、利用を促進することにより、「みんなが暮らし

やすく、お出かけしたくなるまち」を目指す。 
 

③-Ⅰ 鉄道駅の利便性向上 

 対応課題：鉄道駅の新設・改良等による拠点形成や拠点間の連携強化 

◎ 鉄道駅の新設・改良  

○ 鉄道駅周辺のバリアフリー化  

◎ 鉄道駅舎のバリアフリー化  

③-Ⅱ 地域と拠点を結ぶ利便性の高いバス路線の確保 

 対応課題：バス交通の充実による地域と拠点の間の連携強化 

◎ 山口地域と南部市街地を直接連絡する公共交通の確保  

◎ 幹線的なバス路線の強化・再編（再掲）  

※ 公共車両優先システム（PTPS）の導入≪参考≫  

③-Ⅲ 公共交通の利用環境の向上 

 対応課題：公共交通の充実による地域・拠点間の連携強化 

◎ バス運行情報の ICT 化・有効活用等  

◎ バスの待合環境の向上  

○ 鉄道とバスの乗換利便性の向上（再掲）  

○ 自動運転・MaaS・新たなモビリティ等による利用環境の向上  

※ バス定期券の事業者間相互利用≪参考≫  

③-Ⅳ 公共交通の利用促進（モビリティ・マネジメント） 

 対応課題：公共交通の充実による地域・拠点間の連携強化 

◎ 

バスを守り・育てる意識の醸成  

転入者等への公共交通情報の提供  

職場におけるモビリティ・マネジメントの実施  

ノーマイカーデーの実施  

○ 小学生等へのバス乗り方教室の実施  

※ 環境定期券の導入≪参考≫  

③-Ⅴ 地域内交流を促進するバス交通の充実 

 対応課題：バス交通の充実による地域内の連携強化 

◎ コミュニティ交通の導入  

 

 

  

基本目標③ 

ふれあいや交流の機会を増やし、拠点等の活力を波及させる公共交通の充実 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 



2．基本目標の達成に向けた施策展開 
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③-Ⅰ 鉄道駅の利便性向上 

駅間距離が長い区間で沿線の健全な市街化が見込まれる地域では、新

駅による沿線の一体的なまちづくりや土地の有効利用、地域活性化など

の効果も考慮し、新駅設置の可能性も含め公共交通の利便性向上策を検

討するほか、既存鉄道駅の利便性・安全性を向上させるため、駅舎及び

駅周辺のバリアフリー化や駅舎の耐震補強を促進する。 
 

◎ 鉄道駅の新設・改良   

駅間距離が長い区間で、沿線において一定の市街化が進んでいる地域では、鉄道駅の設

置を契機として、駅周辺の一体的なまちづくりや土地の有効活用を効果的に進められるこ

とから、新駅設置の可能性も含めて公共交通の利便性向上策を検討する。 
鉄道利便性が低い阪急神戸本線の武庫川部への新駅設置について、近隣市や鉄道事業者

との協議・検討を行うとともに、駅周辺のまちづくりについて地域とともに検討する。 
また、耐震性や安全性の向上が必要な市内の主要鉄道駅について、必要に応じて耐震補

強等に係る費用の補助について検討する。 

 
※バス路線は令和元年 10 月時点 

図Ⅲ- 2 - 13 新駅設置検討箇所 

 
○ 鉄道駅周辺のバリアフリー化  

駅前や、駅前から周辺施設までの安全で円滑な移動を確保するために、鉄道駅周辺のバ

リアフリー化を促進する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ- 2 - 14 鉄道駅周辺のバリアフリー化の例  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 



2．基本目標の達成に向けた施策展開 
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◎ 鉄道駅舎のバリアフリー化 

市内鉄道駅の安全性や利便性を向上させるため、鉄道事業者と連

携を図り、駅舎内外においてエレベーター等の設置を促進する。 
1 日の乗降客数が 3,000 人以上の鉄道駅においては、駅舎施設の構造等を踏まえ、エレ

ベーター等の設置によりバリアフリー化を図るための補助を行い、補助要件に該当する鉄

道駅舎への設置は完了している。 
また、ホームドアは、プラットホームからの転落、プラットホーム上での列車との接触、

線路内への侵入防止等に効果があり、視覚障害者だけでなく、一般利用者の安全性の向上

にもつながる施設であることから、国の整備方針を踏まえつつ、市も必要性の高い市内鉄

道駅への整備に係る費用の補助について検討する。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ- 2 - 15 JR 西宮名塩駅 エレベーター設置状況 

 

 

  
図Ⅲ- 2 - 16 阪急電鉄神戸三宮駅 ホームドア設置状況 

 

 

  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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③-Ⅱ 地域と拠点を結ぶ利便性の高いバス路線の確保 

山口地域と南部市街地を結ぶ「さくらやまなみバス」について、引き

続き利便性向上や利用促進に取り組むほか、地域と拠点を結ぶ市内バス

路線の利便性向上策について、バス事業者と協議・検討を進める。 
 

◎ 山口地域と南部市街地を直接連絡する公共交通の確保  

山口地域と南部市街地を直接連絡する基幹交通として平成 21 年度から運行している

「さくらやまなみバス」について、地元・事業者・市の三者による運行計画の見直しや利

用促進策の実施による継続的な事業効率の改善に努め、持続可能な運行を目指す。 
なお、運行計画の見直しについては、国土交通省が推奨するクロスセクター効果＊の考

え方に基づき、さくらやまなみバス事業による行政支出の抑制効果を見極めながら、利便

性と運行経費のバランス等を勘案しつつ、適切に実施するものとする。 
 

 
図Ⅲ- 2 - 17 さくらやまなみバス事業のクロスセクター効果（平成 30 年度事業実績に基づき算出） 

 
図Ⅲ- 2 - 18 運行計画の見直し基準値の設定（イメージ図）   

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 



2．基本目標の達成に向けた施策展開 
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＊クロスセクター効果：地域公共交通を廃止した時に追加的に必要となる行政部門の分

野別代替費用と、運行に対して行政が負担している財政支出を

比較することにより把握できる地域公共交通の多面的な効果 

 

 
図Ⅲ- 2 - 19 さくらやまなみバス 運行ルート（令和 3 年 4 月時点） 

 

 

◎ 幹線的なバス路線の強化・再編（再掲）  

 

※ 公共車両優先システム（PTPS）の導入 ≪参考≫ 

バス等に搭載された車載機からの通信情報を道路に設置された端末で受信することに

よりバスの接近を感知し、バス等の進路上にある信号機において、青信号の時間延長や赤

信号の時間短縮等の制御を行い、優先的に青信号で通過しやすくすることで、バス等の定

時性・速達性の向上を図る。 
 

  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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③-Ⅲ 公共交通の利用環境の向上 

情報通信技術（ICT）を活用したバス運行情報の管理により、利用者

にリアルタイムの運行情報を提供するシステムの導入や、運行実績デー

タの運行計画見直し等への活用について、バス事業者と協議・検討を進

めるほか、バスの待合環境の向上や鉄道とバスの乗換利便性の向上など

により、公共交通の利用環境の向上を図る。 
 

◎ バス運行情報の ICT 化・有効活用等  

バス事業者と経路検索事業者等との情報の受渡しのための「標準的なバス情報フォーマ

ット」によるデータ化を推進することで、運行情報の ICT 化を推進し、スマートフォン

やパソコン等による経路検索サービスの充実や、リアルタイムの運行情報等の提供など、

利用者のより一層の利便性向上を図る。また、運行情報の蓄積による客観的なデータに基

づいた路線見直しやダイヤ改正について事業者と協議する。 
なお、バスロケーションシステムについては、市内バス事業者は平成 29 年度までに導

入済であり、今後は利用者への周知を図っていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ- 2 - 20 バス運行情報のＩＣＴ化（阪急バス）  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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◎ バスの待合環境の向上   

全市的にバス停の上屋やベンチの設置率が低く、安全で快適な

待合環境が整っていないバス停が多く存在している。 
そこで、歩道幅員に余裕があるバス停において、高齢者等のお出かけ時の休憩場所の確

保やバスの待合環境の向上のため、地域の賛同や地先の了解が得られる場合は、バス事業

者や道路管理者の協力により、上屋・ベンチの設置を促進し、市は上屋・ベンチの設置費

用の一部を補助する。 
なお、上屋・ベンチの設置に際しては、バス停における乗降者数や、周辺地域における

病院・福祉施設の立地状況及び高齢者人口、全市的なバランス等を勘案しながら、関係機

関と協議の上、計画的に実施する。 
また、ベンチ設置については、バス停周辺の公共公益施設や商業施設と連携したバスの

待合スペースの確保等、バス事業者への補助以外の観点からも検討していく。 
 
 
 
 
 
 
 

 
図Ⅲ- 2 - 21 バス停留所の上屋・ベンチ設置例 

 

 

○ 鉄道とバスの乗換利便性の向上（再掲）  

 

○ 自動運転・MaaS・新たなモビリティ等による利用環境の向上   

自動運転及び新たなモビリティ等の導入や様々な移動手法・サービスを組み合わせて１

つの移動サービスとして捉え、ワンストップでシームレスな移動が可能となる MaaS の

導入など、先進的な取組みによる利用環境向上策について調査・研究を進める。 
 

  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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※ バス定期券の事業者間相互利用 ≪参考≫ 

阪急バス・阪神バスでは、平成 28 年 2 月 1 日から、新たに発行会社に関わらず hanica
定期券の利用者は、阪急バス・阪神バスのどちらの路線も利用可能になるサービスを開始

している。 

 
 

図Ⅲ- 2 - 22 バス定期券の事業者間相互利用制度 

（阪急バス（さくらやまなみバスを含む）・阪神バス） 

 

  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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③-Ⅳ 公共交通の利用促進（モビリティ・マネジメント） 

地域に密着した公共交通を地域で守り、育てる意識を醸成するほか、

市民に公共交通を身近に感じてもらい、その重要性・必要性や CO2排出

量削減に関する効果などを理解してもらうことにより、公共交通の利用

に繋げていく取組み（モビリティ・マネジメント）を進める。 
 

◎ 意識や習慣の見直しによる公共交通の利用促進 

a) バスを守り・育てる意識の醸成  

バスを持続可能な交通サービスとして維持していくため、一人ひとりがバス交通を地域

社会全体の財産ととらえ、公共交通の維持・改善について考えるなど、積極的かつ継続的

に関わる意識を醸成することにより、バス交通を地域で支える取組みを促進する。 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ- 2 - 23 意識の醸成による利用促進の例（機関紙の発行）  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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b) 転入者等への公共交通情報の提供   

市内の主要な鉄道駅における路線バスのルート、乗降場所や周辺

の生活サービス施設、観光地への経路などを記載したマップを作成

し、転入手続き窓口での配布などによる情報提供を通じ、住替え等

を契機とした公共交通の利用促進を図る。 
また、国・県・市・交通事業者等で構成する阪神都市圏公共交通

利用促進会議が平成 19 年から発行している「阪神地域えきバスま

っぷ。」との連携を図る。 
 

      
図Ⅲ- 2 - 24 公共交通情報チラシ    図Ⅲ- 2 - 25 阪神地域えきバスまっぷ。 

 

c) 職場におけるモビリティ・マネジメントの実施   

企業を対象に通勤制度や通勤方法等に関するアンケート調査を実施し、エコ通勤や交通

機関の制度について理解してもらう。 
また、アンケート結果を路線バスの利便性向上に資する基礎資料としてバス路線の再編

等をバス事業者とともに検討し、公共交通の利用を促進する。 
 

d) ノーマイカーデーの実施  

阪神 7 市で構成する連絡会により毎月 20 日の「ノーマイカーデー」や毎月最終金曜日

の「マイバス・マイ電車の日」の普及啓発活動（啓発ティッシュの配布、市政ニュースへ

の掲載等）を行い、自家用車から公共交通等への利用転換を促進する。 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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○ 小学生等へのバス乗り方教室の実施  

将来の公共交通利用者となってほしい小学生等の子どもたちに

対して、バスの乗り方や公共交通の重要性等に関する教育を実施す

る。 
また、大人向けのバス乗り方教室等の実施について検討する。 
 

 
図Ⅲ- 2 - 26 バスの乗り方教室の様子 

 
※ 環境定期券の導入 ≪参考≫ 

阪急バスでは、通勤定期券所持者及び同伴の家族を対象として土日祝日に通勤定期券を

提示することで割引運賃を適用するサービスを導入している。 
 

表Ⅲ- 2 - 2 環境（エコ）定期券の概要（阪急バス） 令和 3 年 4 月時点 

対象旅客 
通勤定期券所持者および同伴の家族 

※同伴の家族の人数制限はなし 

対象定期券 通勤定期券 

適用日 土曜日、日曜日、祝日、お盆ダイヤ設定日、年末年始ダイヤ設定日 

運賃 

 

 券面表示区間 券面表示区間以外 

通勤定期券保持者 ― 100 円 

同伴の家族 
大人 100 円 100 円 

小人 50 円 50 円 

適用路線 

下記路線を除く全線 

深夜バス、有馬急行線、表六甲線、催事輸送、高速バス、箕面循環線、 

深夜急行バス、千里丘循環線、長岡京循環線、宝塚すみれ墓苑線 

利用方法 

（1）降車する時、通勤定期を提示し、同制度を利用する旨と 

同伴の家族の人数を乗務員に申し出る 

（2）支払いは現金のみ 

 
  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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③-Ⅴ 地域内交流を促進するバス交通の充実 

地域内のふれあいや交流を促進するため、既存バス路線の経路やバス

停の見直し、コミュニティ交通導入の支援などにより、バス交通の充実

を図る。 
 

◎ コミュニティ交通の導入  

山間部に位置する北部等では鉄道駅と周辺地域の高低差が大きく、また道路幅員も狭い

ことなどから路線バスが運行されていない地域が多く、自動車交通が主体であるため、他

の地域と比較して高齢者の外出率が低い状況にある。 
そこで、こうした公共交通不便地域のうち地形高低差の大きな住宅地においては、生活

移動手段の確保を目的として地域住民が主体的に取り組む乗合交通（＝コミュニティ交通）

の導入を支援することで、持続可能な地域公共交通の確保を図ることとする。また、その

ような地域住民の取組みを通じて地域内交流を促進し、活力ある地域づくりを支援する。 
現在、北部の生瀬地区では、地域住民等が運行協議会を組織し、誰もが安心して移動で

きる手段の確保や地域活性化等を目的として、平成 27 年 10 月 1 日よりコミュニティ交

通「ぐるっと生瀬」を運行している。 
また、市山麓部に位置する名塩地域、山口地域、苦楽園地域、甲陽園地域においても、

地域住民によるコミュニティ交通の導入検討が進んでおり、各地域での取組みの熟度に応

じて支援を行っている。 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

図Ⅲ- 2 - 27 生瀬地区のコミュニティ交通「ぐるっと生瀬」の本格運行の状況 

  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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特色ある住宅地や文教施設の集積する地域において、交通利便性の確保により地域の魅力を維

持・向上させるため、地域課題として、交通アクセスの向上や移動環境の改善に取り組むことに

より、「みんなが暮らしやすく、お出かけしたくなるまち」を目指す。 
 

④-Ⅰ 地域の魅力を維持・向上させる交通アクセスの向上 

 対応課題：利用頻度の高い鉄道駅へのアクセス性向上等の地域課題への対応 

◎ 地域主体で地域の課題解決に向けた取組みを進める仕組みづくり  

◎ コミュニティ交通の導入（再掲）  

○ 大学・観光資源・統合新病院等と利用頻度の高い鉄道駅間の移動利便性の向上  

④-Ⅱ 地域課題としての移動環境の改善 

 対応課題：周辺地域の移動環境の改善等の地域課題への対応 

○ 歩行者・自転車に配慮した道路の整備（再掲）  

○ 狭あい道路の拡幅整備（再掲）  

○ 通学路の安全性向上  

 

 

  

基本目標④ 

住宅地や文教施設の集積地の魅力を維持・向上させる交通利便性の確保 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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④-Ⅰ 地域の魅力を維持・向上させる交通アクセスの向上 

住宅地の魅力を維持・向上させるため、地域主体で地域の課題解決に

向けた取組みを進める仕組みづくりや、コミュニティ交通の導入支援な

どを通じて、交通アクセスの向上に取り組むほか、大学や観光資源の周

辺地域の魅力を維持・向上させるため、大学や観光資源と鉄道駅の間の

移動利便性の向上に取り組む。 
 

◎ 地域主体で地域の課題解決に向けた取組みを進める仕組みづくり   

暮らしやすくお出かけしやすい環境について、地域の居住者、従業者等が主体的に検討

するためには、地域特性に応じた検討の進め方を支援する仕組みが必要である。 
地域で暮らしていく上でどのような問題を感じているか自由に話し合える場を設ける

とともに、そこで地域課題の解決に向けて交通が果たす役割に関する意見交換や、必要と

なる交通施策の検討などを行うため、交通の専門家等を派遣するなどの仕組みづくりを検

討する。 

 

 
図Ⅲ- 2 - 28 「地域がつくる地域の交通」パンフレット 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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◎ コミュニティ交通の導入（再掲）  

 
○ 大学・観光資源・統合新病院等と利用頻度の高い鉄道駅間の移動利便性の向上  

上ヶ原周辺の文教地区から阪急西宮北口駅までの到達期待時間は、徒歩と鉄道・バスの

場合で 20 分～30 分、徒歩とバスの場合で 40 分以上であり、中心拠点へのアクセス性が

高いとはいえない状況である。そこで、大学や周辺地域の魅力・活力を向上させるため、

バス路線の強化や拡充など、阪急西宮北口駅等の鉄道駅へのアクセス性の向上について検

討する。 
武庫川女子大学の最寄駅である阪神鳴尾・武庫川女子大前駅は、阪神本線の高架化に伴

い令和元年度に駅前広場や側道が整備された。今後も、駅や大学を中心とした魅力的な地

域を形成するために、鉄道事業者、大学、行政が連携し、利便性向上策について検討を進

める。 
また、観光に関しては、臨海部のウォーターフロントをはじめ甲山・丸山、夙川・武庫

川・有馬川などの恵まれた自然や、甲子園球場、西宮神社、西宮郷・今津郷の酒造地帯、

美術館・芸術ホールなどの集客施設など、市内の豊富な観光資源の魅力を高め、市民が西

宮の魅力を再発見できるよう鉄道駅から観光資源へのアクセス性の向上を図る。 
今後整備予定の統合新病院（西宮市津門大塚町：アサヒビール西宮工場跡地）は、西宮

市域だけでなく、阪神圏域における中核的な医療機関として位置付けられるため、公共交

通による通院者のアクセス性の向上について検討を行う。 
 

④-Ⅱ 地域課題としての移動環境の改善 

住宅地の魅力を維持・向上させるため、歩行者・自転車に配慮した道路の整備、狭あい道路

の拡幅整備、通学路の安全性向上など、地域課題として、移動環境の改善に取り組む。 
 

○ 歩行者・自転車に配慮した道路の整備（再掲）  

○ 狭あい道路の拡幅整備（再掲）  

 

○ 通学路の安全性向上  

通学路について、路側帯のカラー舗装、注意喚起サインや路面表示「文マーク」の設置

などにより、児童等の通学の安全性の向上を図る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ- 2 - 29 通学路の安全対策の実施例 

  

路側帯カラー舗装 路面表示「文」マーク スクールゾーンベルト 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 



2．基本目標の達成に向けた施策展開 
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高齢者、障害のある人、妊産婦等の交通弱者を含むすべての人が外出や移動がしやすい交通環

境を確保するため、交通関係施設等の整備、交通手段の確保、外出や移動の支援などに取り組む

ことにより、「みんなが暮らしやすく、お出かけしたくなるまち」を目指す。 
 

⑤-Ⅰ 交通弱者等が外出・移動しやすい交通関係施設等の整備 

 対応課題：外出や移動を容易にするための交通関係施設等の整備 

◎ バスの待合環境の向上（再掲）  

◎ 鉄道駅舎のバリアフリー化（再掲）  

◎ ノンステップバスの導入  

○ 鉄道駅周辺のバリアフリー化（再掲）  

○ 歩行者・自転車に配慮した道路の整備（再掲）  

○ 交通安全施設の整備等  

※ ユニバーサルデザインタクシーの導入≪参考≫  

⑤-Ⅱ 交通弱者等が外出・移動しやすい交通手段の確保 

 対応課題：外出や移動を容易にするための公共交通等の交通手段の確保 

◎ コミュニティ交通の導入（再掲）  

○ 福祉タクシーチケットの配布  

⑤-Ⅲ 交通弱者等の安全で快適な外出・移動に向けた支援 

 対応課題：外出や移動を容易にするための安全で快適な移動に向けた支援 

○ 高齢者バス運賃助成  

○ 通所施設交通費補助  

○ 交通弱者への理解の醸成  

○ 違法駐車等防止の啓発活動等  

○ 幼児、小学生に対する交通安全教室の推進等  

○ 自転車利用に関する安全啓発  

◎ 新型コロナウイルス感染症対策に関する支援  

※ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止≪参考≫  

※ 危険な自転車利用者への取締り≪参考≫  

※ 高齢者運転免許返納割引≪参考≫  

 

 

  

基本目標⑤ 

高齢者、障害のある人、妊産婦等が外出しやすく、移動しやすい交通環境の確保 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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⑤-Ⅰ 交通弱者等が外出・移動しやすい交通関係施設等の整備 

交通弱者を含むすべての人が外出や移動がしやすい交通環境を確保す

るため、バス待合環境の向上、駅舎及び駅周辺のバリアフリー化、ノン

ステップバスの導入など交通関係施設等の整備に交通事業者と協力して

取り組む。 
 

◎ バスの待合環境の向上（再掲）   

◎ 鉄道駅舎のバリアフリー化（再掲）  

 

◎ ノンステップバスの導入  

ノンステップバスを導入する事業者に対して、導入費用の一部を補助することで、高齢

者等が移動しやすい交通環境の確保を促進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ- 2 - 30 ノンステップバス（阪急バス） 

 
○ 鉄道駅周辺のバリアフリー化（再掲）  

○ 歩行者・自転車に配慮した道路の整備（再掲）  

 

○ 交通安全施設の整備等  

道路交通の安全性や円滑性を向上させる、防護柵、道路反射鏡、道路照明灯などの交通

安全施設の整備・維持管理を行う。 
 

 
図Ⅲ- 2 - 31 交通安全施設の整備例 

  

防護柵 ポストコーン設置 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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※ ユニバーサルデザインタクシーの導入≪参考≫ 

高齢者・障害者のほか、妊産婦や子供連れの人等、様々な人が利用しやすいユニバーサ

ルデザインタクシーの導入を進めている。 
 

 
出典︓国⼟交通省関東運輸局ホームページ 

 
図Ⅲ- 2 - 32 ユニバーサルデザインタクシー 

 
 

  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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⑤-Ⅱ 交通弱者等が外出・移動しやすい交通手段の確保 

交通弱者を含むすべての人が外出や移動がしやすい交通環境を確保す

るため、コミュニティ交通の導入支援、福祉タクシーチケットの配布な

どを通じて、外出や移動がしやすい交通手段の確保に取り組む。 
 

◎ コミュニティ交通の導入（再掲）  

 

○ 福祉タクシーチケットの配布  

一般の交通機関の利用が困難な在宅の高齢者や障害のある人について、自宅と医療機関

等を結ぶ移動手段として福祉タクシーを利用した際、タクシー料金が助成される「福祉タ

クシー利用券」を発行する。利用券は「定額制」と「予約制」の 2 種類があり、「定額制」

は 1 枚あたり 500 円（限度枚数あり）が、「予約制」はタクシー料金の 9 割（限度額あ

り）が助成される。 
表Ⅲ- 2 - 3 福祉タクシーチケットの配布状況 

対象者 
R1 年度 

登録者数 派遣回数 

要介護 3、4 又は 5 に認定された 65 歳以上の高齢者で、介助者が添

乗できる人（要介護 3 は令和 3 年度より対象） 
483 人 5,552 回 

身体障害者手帳の視覚・下肢・体幹・移動機能障害（脳病変）1 種 1、

2 級及び上肢・上肢機能障害（脳病変）・内部障害 1 級を持っている

方、又は療育手帳「A」を持っている人で、介助者が添乗できる人 

4,256 人 78,809 回 

 

⑤-Ⅲ 交通弱者等の安全で快適な外出・移動に向けた支援 

交通弱者を含むすべての人にとって外出や移動がしやすい交通環境を確保するため、高齢者

交通助成、交通弱者への理解の醸成、違法駐車等防止の啓発活動、横断旗の設置、徒歩・自転

車に関する安全教育などを通じて、安全で快適な外出や移動に向けた支援に取り組む。 
 

○ 高齢者バス運賃助成  

バスによる移動が必要な地域の高齢者の外出支援を行い、健康の保持等福祉の増進に寄

与することを目的として、バスの IC カードや回数券を購入する際や IC カードにチャー

ジする際に割引が受けられる「高齢者バス運賃助成割引購入証」を発行している。 
令和 3 年度は、令和 3 年 4 月 1 日現在 70 歳以上で 1 年以上西宮市に住所を有している

人を対象に、登録申請者に 5,000 円分の割引購入証を発行している。 
 

○ 通所施設交通費補助  

障害福祉サービスにおける日中活動サービス事業所に公共交通や自転車等の交通手段

を利用して通所している人について、経済的負担を軽減するため、その交通費の一部を補

助する。 
 
  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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○ 交通弱者への理解の醸成  

移動に制約のある人が心身ともに快適に安心して移動できる環

境の整備に取り組む。 
本市では、援助や配慮を必要としていることが外見からは分からない人が、周囲の人に

配慮を必要としていることを知らせることで、援助が得やすくなる「ヘルプマーク」の普

及に取り組んでいる他、子供の頃からお互いに思いやり、助け合う福祉の心を育てるため

に、福祉作品コンクールの実施、福祉学習体験講座、ふれあい交流事業などを実施してい

る。 
また、兵庫県では交通弱者のための駐車スペースの適正利用を促進するため、「兵庫ゆ

ずりあい駐車場制度」を実施している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図Ⅲ- 2 - 33 ヘルプマーク           図Ⅲ- 2 - 34 福祉作品コンクールの特選作品          

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ- 2 - 35 福祉学習（車イス体験）の様子      図Ⅲ- 2 - 36 兵庫ゆずりあい駐車場の 

案内標示 

 

○ 違法駐車等防止の啓発活動等  

通行の支障となる違法駐車等の防止について、「西宮市違法駐車等の防止に関する条例」

に基づき違法駐車等防止の広報・啓発・指導活動を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ- 2 - 37 違法駐車等防止啓発チラシ  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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○ 幼児、小学生に対する交通安全教室の推進等 

幼児においては、基本的な交通ルールを遵守し、交通マナーを実

践する態度を習得させるとともに、日常生活において安全に道路及

び踏切道を通行するために必要な基本的な技能及び知識を習得させることを目標として

実施する。 
小学生においては、家庭及び関係機関・団体等と連携を図りながら歩行者及び自転車の

利用者として必要な技能と知識を習得させるとともに、道路交通における危険を予測し、

これを回避して安全に通行する意識及び能力を高めることを目標として実施する。 
年４回の交通安全運動では、思いやりのある交通行動の実践を習慣付けるために、重点

項目等を記載した実施要綱やチラシを作成し、高齢者交通安全啓発推進委員の協力を得て、

各地域による啓発活動を推進する。 
 

 

  
 

図Ⅲ- 2 - 38 交通安全教室等の様子 

 

  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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○ 自転車利用に関する安全啓発  

自転車利用者へのルール周知、マナーアップに向けて、兵庫県と

連携した取組みを行う。 
兵庫県では、自転車の安全適正利用に関する県民、事業者、交通安全団体、市町及び県

の各役割や責務、交通安全教育の充実、自転車の安全適正利用及び自転車損害賠償保険等

の加入等を規定した「自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」を制定し、平成

27 年 4 月 1 日から施行している。 
 

 
図Ⅲ- 2 - 39 交通安全キャンペーンの実施状況 

 

 
図Ⅲ- 2 - 40 兵庫県「自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」チラシ 

 
  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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◎ 新型コロナウイルス感染症対策に関する支援  

交通事業者は、新型コロナウイルス感染症の影響により外出自粛

が続く中においても、市民生活の維持に欠かせないエッセンシャル

サービスとして公共交通の運行継続が求められる。そのため、「目指すべき将来的な公共

交通網」として設定した路線とそのサービスレベルの維持のためにも、運行継続のために

必要な支援策を検討する。 
また、公共交通機関を安全・安心に利用してもらうため、交通事業者の感染症対策等に

関する情報を市民に発信する。 
 
 

※ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止 ≪参考≫ 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するとともに、利用者の安全・安心のため、

交通事業者は必要となる感染拡大防止策を実施している。 
 

 

 
図Ⅲ- 2 - 41 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止広報ポスター 

 
 

  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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※ 危険な自転車利用者への取締り ≪参考≫ 

自転車利用者のマナーアップ、自転車歩行者道

の安全性向上を目的に、危険な自転車利用者に対

する取締りを強化している。 
兵庫県警察では、平成 27 年 6 月 1 日、改正道

路交通法の一部施行に伴い、危険な交通違反（危

険行為）を繰り返した自転車利用者を対象に自転

車運転者講習制度を実施している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ- 2 - 42 兵庫県警察「自転車運転者講習制度」 

 

※ 高齢者運転免許返納割引 ≪参考≫ 

運転免許証は、公安委員会へ返納することができ、返納した免許証の代わりに、身分証

としても使え、様々な特典を受けることができる「運転経歴証明書」の交付を申請するこ

とができる。 
特典の一つとして、高齢者運転免許自主返納サポート協議会に加盟している阪神バス株

式会社、明和タクシー株式会社では、65 歳以上で運転経歴証明書を提示した人を対象に

乗車運賃の割引を行っている。 
 

表Ⅲ- 2 - 4 高齢者運転免許返納割引の概要 （令和 3 年 4 月現在） 

団体 対象者 割引内容 

阪神バス 

株式会社 

65 歳以上で運転経歴証明書を提示した人 

（記載されている住所が兵庫県内の人） 

路線バスの乗車運賃が半額 

（現金での利用に限る） 

明和タクシー 

株式会社 
65 歳以上で運転経歴証明書を提示した人 タクシーの乗車運賃が 1 割引 

 
 

 

  

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 
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2.2.2 実施施策と対応課題の関係 

実施施策と交通課題の対応関係を下表に示す。 
 

基本目標① 

市民にとっての生活サービスを身近にする交通及び拠点の充実 

実施施策 

課題① 
生活サービス施設の 

適正配置・集約化及び 

生活サービス集積地へ

の交通アクセスの充実 

課題② 
持続可能な交通ネット 

ワークの形成に向けた 

交通手段間の連携・ 

通過交通の分離等 

課題③ 
公共交通の充実による 

地域内や地域と拠点

間の連携強化及び 

拠点形成 

課題④ 
文教住宅都市を 

担う地域の移動 

環境の改善や 

アクセス性向上等 

の課題への対応 

課題⑤ 
外出等を容易に 

するための交通 

関係施設の整備・ 

移動手段の確保・ 

移動の支援等 

中心拠点 

に関する 

特定課題 

①-Ⅰ 

拠点へのバス 

アクセスの充実と 

それに対応する 

交通施設整備 

生活サービス施設が 

少ない地域から 

多い地域への 

交通アクセスの充実 

持続可能な 

交通ネットワークの 

形成 

バス交通の充実による 

地域と拠点の間の 

連携強化 

  阪 急 西 宮 北 口

駅周辺は通勤・

通学以外での利

用ニーズが高い

がバスアクセス

の 

利便性が低い 

①-Ⅱ 

公共交通の 

要所における 

生活サービス 

機能の充実 

生活サービス施設の 

利用しやすい配置や 

集約化 

    阪神西宮駅 

周辺はバス 

アクセスの 

利便性が高く、 

南部の広範囲 

の地域と往来 

しやすいが、 

通勤・通学以外

での利用ニーズ

が低い 

①-Ⅲ 

拠点等への 

移動で 

公共交通の 

利用を促進する 

サービスの充実 

生活サービス施設が 

少ない地域から 

多い地域への 

交通アクセスの充実 

 公共交通の充実に 

よる地域・拠点間の 

連携強化 

 

  

 

①-Ⅳ 

拠点への 

移動に手軽な 

交通手段の 

利便性向上 

生活サービス施設が 

少ない地域から 

多い地域への 

交通アクセスの充実 

    

 

 

基本目標② 

安全・安心で環境にやさしい交通ネットワークの形成 

実施施策 

課題① 
生活サービス施設の 

適正配置・集約化及び 

生活サービス集積地へ

の交通アクセスの充実 

課題② 
持続可能な交通ネット 

ワークの形成に向けた 

交通手段間の連携・ 

通過交通の分離等 

課題③ 
公共交通の充実による 

地域内や地域と拠点間 

の連携強化及び 

拠点形成 

課題④ 
文教住宅都市を担う 

地域の移動環境の改善 

やアクセス性向上等の 

課題への対応 

課題⑤ 
外出等を容易にする 

ための交通関係施設の 

整備・移動手段の確保・ 

移動の支援等 

②-Ⅰ 

公共交通 

ネットワークの強化 

生活サービス施設が 

少ない地域から 

多い地域への 

交通アクセスの充実 

持続可能な 

交通ネットワークの形成、 

公共交通を軸とした 

交通手段間の 

適切な連携 

公共交通の充実による 

地域・拠点間の連携 

強化 

  

②-Ⅱ 

生活道路等における 

通過交通の抑制 

 持続可能な 

交通ネットワークの形成、 

良好な生活環境確保に 

向けた生活交通と通過

交通の分離 

   

②-Ⅲ 

防災性向上に 

資する道路の整備・ 

整備促進 

 持続可能な 

交通ネットワークの形成、 

緊急時における複数の

移動経路の確保 

 周辺地域の移動環境の 

改善等の地域課題への

対応 

 

②-Ⅳ 

その他環境に 

配慮した交通手段の 

利用促進 

 持続可能な 

交通ネットワークの形成 

 周辺地域の移動環境の 

改善等の地域課題への

対応 
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基本目標③ 

ふれあいや交流の機会を増やし、拠点等の活力を波及させる公共交通の充実 

実施施策 

課題① 
生活サービス施設の 

適正配置・集約化及び 

生活サービス集積地へ

の交通アクセスの充実 

課題② 
持続可能な交通ネット 

ワークの形成に向けた 

交通手段間の連携・ 

通過交通の分離等 

課題③ 
公共交通の充実による 

地域内や地域と拠点間 

の連携強化及び 

拠点形成 

課題④ 
文教住宅都市を担う 

地域の移動環境の改善 

やアクセス性向上等の 

課題への対応 

課題⑤ 
外出等を容易にする 

ための交通関係施設の 

整備・移動手段の確保・ 

移動の支援等 

③-Ⅰ 

鉄道駅の 

利便性向上 

  鉄道駅の新設・改良等 

による拠点形成や 

拠点間の連携強化 

 外出や移動を容易に 

するための交通関係 

施設等の整備 

③-Ⅱ 

地域と拠点を結ぶ 

利便性の高い 

バス路線の確保 

生活サービス施設が 

少ない地域から 

多い地域への 

交通アクセスの充実 

持続可能な 

交通ネットワークの形成 

バス交通の充実による 

地域と拠点の間の 

連携強化 

  

③-Ⅲ 

公共交通の 

利用環境の向上 

生活サービス施設が 

少ない地域から 

多い地域への 

交通アクセスの充実 

 公共交通の充実による 

地域・拠点間 

の連携強化 

 外出や移動を容易に 

するための交通関係 

施設等の整備 

③-Ⅳ 

公共交通の 

利用促進（モビリテ

ィ・マネジメント） 

  公共交通の充実による 

地域・拠点間の連携 

強化 

  

③-Ⅴ 

地域内交流を 

促進する 

バス交通の充実 

  バス交通の充実による 

地域内の連携強化 

利用頻度の高い鉄道駅 

へのアクセス性向上等の 

地域課題への対応 

外出や移動を容易に 

するための公共交通等 

の移動手段の確保 

 

基本目標④ 

住宅地や文教施設の集積地の魅力を維持・向上させる交通利便性の確保 

実施施策 

課題① 
生活サービス施設の 

適正配置・集約化及び 

生活サービス集積地へ

の交通アクセスの充実 

課題② 
持続可能な交通ネット 

ワークの形成に向けた 

交通手段間の連携・ 

通過交通の分離等 

課題③ 
公共交通の充実による 

地域内や地域と拠点間 

の連携強化及び 

拠点形成 

課題④ 
文教住宅都市を担う 

地域の移動環境の改善 

やアクセス性向上等の 

課題への対応 

課題⑤ 
外出等を容易にする 

ための交通関係施設の 

整備・移動手段の確保・ 

移動の支援等 

④-Ⅰ 

地域の魅力を 

維持・向上させる 

交通アクセスの向上 

  バス交通の充実による 

地域内の連携強化 

利用頻度の高い鉄道駅 

へのアクセス性向上等の 

地域課題への対応 

外出や移動を容易に 

するための公共交通等 

の移動手段の確保 

④-Ⅱ 

地域課題としての 

移動環境の改善 

 持続可能な 

交通ネットワークの形成 

 周辺地域の移動環境の 

改善等の地域課題への 

対応 

 

 

基本目標⑤ 

高齢者、障害のある人、妊産婦等が外出しやすく、移動しやすい交通環境の確保 

実施施策 

課題① 
生活サービス施設の 

適正配置・集約化及び 

生活サービス集積地へ

の交通アクセスの充実 

課題② 
持続可能な交通ネット 

ワークの形成に向けた 

交通手段間の連携・ 

通過交通の分離等 

課題③ 
公共交通の充実による 

地域内や地域と拠点間 

の連携強化及び 

拠点形成 

課題④ 
文教住宅都市を担う 

地域の移動環境の改善 

やアクセス性向上等の 

課題への対応 

課題⑤ 
外出等を容易にする 

ための交通関係施設の 

整備・移動手段の確保・ 

移動の支援等 

⑤-Ⅰ 

交通弱者等が 

外出・移動しやすい 

交通関係施設等の 

整備 

  公共交通の充実による 

地域・拠点間の連携 

強化 

 外出や移動を容易に 

するための交通関係 

施設等の整備 

⑤-Ⅱ 

交通弱者等が 

外出・移動しやすい 

交通手段の確保 

  バス交通の充実による 

地域内の連携強化 

利用頻度の高い鉄道駅 

へのアクセス性向上等の 

地域課題への対応 

外出や移動を容易に 

するための公共交通等 

の移動手段の確保 

⑤-Ⅲ 

交通弱者等の 

安全で快適な外出・

移動に向けた支援 

    

外出や移動を容易に 

するための安全で 

快適な移動に向けた 

支援 
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3 ．実施プログラム 

3.1 施策の実施スケジュール 

実施施策の事業化に向けた検討を進め、今後 5 年間に着手予定の施策の実施スケジュールを設

定する。また、実施主体が市以外の施策については、地域や事業者、関係機関と協議・調整を行

い、具体化を図る。 
策定から 5 年目に各施策の進捗状況の把握、評価を行い、必要に応じて施策の見直しを行う。 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
  

令和 令和 令和 令和 令和
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

◎ 幹線的なバス路線の強化・再編 行政、事業者

◎ 都市計画道路の整備

　主な整備路線

　　　山手幹線 行政

　　　武庫川広田線 行政

　　　国道176号（名塩道路） 行政

　　　今津西線 行政

　　　丸山線 行政

　　　甲子園段上線 行政

　　　門戸仁川線 行政

　　　名神湾岸連絡線 行政

○ 道路と鉄道の立体交差化

　　　阪急神戸本線 行政

○ 主要交差点の改良 行政

①-Ⅱ
公共交通の要所における
生活サービス機能の充実

◎ 交通結節機能と生活サービス機能をあわせ持つ中心拠点の形成 行政

○ 鉄道とバスの乗換利便性の向上 行政、事業者

○ ICカード等による公共交通利用者への各種サービスの適用 行政、事業者

○ 新たなマイクロモビリティの導入（シェアサイクル等） 行政、事業者

○ 自転車駐車場の改良・新設等 行政

※ レンタサイクルの導入≪参考≫ 事業者

①-Ⅳ
拠点への移動に手軽な
交通手段の利便性向上

施策 事業主体

実施スケジュール

①-Ⅰ
拠点へのバスアクセスの充実と
それに対応する交通施設整備

①-Ⅲ
拠点等への移動で公共交通の
利用を促進するサービスの充実

基本目標① 

市民にとっての生活サービスを身近にする交通及び拠点の充実 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 

       実施 
       検討・協議 



3．実施プログラム 

Ⅲ-3-2 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

  

令和 令和 令和 令和 令和
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

◎ 交通結節機能の強化

　主な整備箇所

　　　阪神西宮駅 行政、事業者

◎ 幹線的なバス路線の強化・再編（再掲） 行政、事業者

○ 鉄道とバスの乗換利便性の向上（再掲） 行政、事業者

○ 路線バス運転士の確保 行政、事業者

◎ 主要幹線道路の整備促進（国道176号（名塩道路）） 行政

○ 高速道路の整備促進（名神湾岸連絡線） 行政

○
緊急時の移動経路となる道路の整備・整備促進
（国道176号（名塩道路））

行政

○ 狭あい道路の拡幅整備 行政

◎ 歩行者・自転車に配慮した道路の整備 行政

○ 低公害車の普及促進 行政

○ 次世代自動車の普及促進 行政

施策 事業主体

実施スケジュール

②-Ⅰ
公共交通ネットワークの強化

②-Ⅱ
生活道路等における
通過交通の抑制

②-Ⅲ
防災性向上に資する
道路の整備・整備促進

②-Ⅳ
その他環境に配慮した
交通手段の利用促進

令和 令和 令和 令和 令和
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

◎ 鉄道駅の新設・改良 行政、事業者

◎ 鉄道駅舎のバリアフリー化 行政

○ 鉄道駅周辺のバリアフリー化 行政

◎ 山口地域と南部市街地を直接連絡する公共交通の確保 行政、事業者

◎ 幹線的なバス路線の強化・再編（再掲）
行政、事業者、

市民

※ 公共車両優先システム（PTPS）の導入≪参考≫ 行政

◎ バス運行情報のICT化・有効活用等 行政、事業者

◎ バスの待合環境の向上 行政、事業者

○ 鉄道とバスの乗換利便性の向上（再掲） 行政、事業者

○ 自動運転・MaaS・新たなモビリティ等による利用環境の向上 行政

※ バス定期券の事業者間相互利用《参考》 事業者

バスを守り・育てる意識の醸成
行政、事業者、

市民

転入者等への公共交通情報の提供 行政

職場におけるモビリティ・マネジメントの実施 行政、事業者

ノーマイカーデーの実施 行政、事業者

○ 小学生等へのバス乗り方教室の実施 行政、事業者

※ 環境定期券の導入≪参考≫ 事業者

③-Ⅴ
地域内交流を促進する
バス交通の充実

◎ コミュニティ交通の導入
行政、事業者、

市民

施策 事業主体

実施スケジュール

③-Ⅰ
鉄道駅の利便性向上

③-Ⅱ
地域と拠点を結ぶ
利便性の高い
バス路線の確保

③-Ⅲ
公共交通の
利用環境の向上

③-Ⅳ
公共交通の利用促進
（モビリティ・マネジメント） ◎

基本目標② 

安全・安心で環境にやさしい交通ネットワークの形成 

基本目標③ 

ふれあいや交流の機会を増やし、拠点等の活力を波及させる公共交通の充実 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 

       実施 
       検討・協議 
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令和 令和 令和 令和 令和
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

◎ 地域主体で地域の課題解決に向けた取組みを進める仕組みづくり 行政

◎ コミュニティ交通の導入（再掲）
行政、事業者、

市民

○
大学・観光資源・統合新病院等と利用頻度の高い鉄道駅間の
移動利便性の向上

行政、事業者

○ 歩行者・自転車に配慮した道路の整備（再掲） 行政

○ 狭あい道路の拡幅整備（再掲） 行政

○ 通学路の安全性向上 行政

④-Ⅰ
地域の魅力を維持・向上させる
交通アクセスの向上

④-Ⅱ
地域課題としての
移動環境の改善

施策 事業主体

実施スケジュール

令和 令和 令和 令和 令和
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

◎ バスの待合環境の向上（再掲） 行政、事業者

◎ 鉄道駅舎のバリアフリー化（再掲） 行政、事業者

◎ ノンステップバスの導入 行政、事業者

○ 鉄道駅周辺のバリアフリー化（再掲） 行政

○ 歩行者・自転車に配慮した道路の整備（再掲） 行政

○ 交通安全施設の整備等 行政

※ ユニバーサルデザインタクシーの導入≪参考≫ 事業者

◎ コミュニティ交通の導入（再掲）
行政、事業者、

市民

○ 福祉タクシーチケットの配布 行政

○ 高齢者バス運賃助成 行政、事業者

○ 通所施設交通費補助 行政

○ 交通弱者への理解の醸成 行政、事業者

○ 違法駐車等防止の啓発活動等 行政

○ 幼児、小学生に対する交通安全教室の推進等 行政

○ 自転車利用に関する安全啓発 行政

◎ 新型コロナウイルス感染症対策に関する支援
行政、事業者、

市民

※ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止≪参考≫ 事業者

※ 危険な自転車利用者への取締り≪参考≫ 行政

※ 高齢者運転免許返納割引≪参考≫ 行政、事業者

施策 事業主体

実施スケジュール

⑤-Ⅰ
交通弱者等が外出・移動しやすい
交通関係施設等の整備

⑤-Ⅱ
交通弱者等が外出・移動しやすい
交通手段の確保

⑤-Ⅲ
交通弱者等の安全で快適な
外出・移動に向けた支援

基本目標④ 

住宅地や文教施設の集積地の魅力を維持・向上させる交通利便性の確保 

基本目標⑤ 

高齢者、障害のある人、妊産婦等が外出しやすく、移動しやすい交通環境の確保 

◎ 重点施策 
○ 重点施策以外の施策 
※ 関連施策 

       実施 
       検討・協議 
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3.2 施策の進め方と都市交通計画の評価 

3.2.1 効果的かつ実現性の高い施策推進に向けて 

1) 効果的な施策の組合せ 

様々な施策実施による効果を相乗的に発現させるため、施策相互の関連性を踏まえ関係する

施策を一体のパッケージとして捉え、施策を推進する。 

 
図Ⅲ- 3 - 1 効果的な施策の組合せイメージ 
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2) 市民、事業者、行政の役割分担 

持続可能な交通体系を構築するためには、市民、事業者、行政が相互に連携して、それぞれの

役割を果たすことが重要である。 
本市では、市民・企業が持つ豊かな知識及び経験をまちづくりに生かし、市民・企業と市がよ

りよい本市の姿を共に考え、その実現に向けて共に行動する地域社会の形成に資することを目的

とした「西宮市参画と協働の推進に関する条例」を施行しており、このような仕組みを活用しな

がら、施策を推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ- 3 - 2 施策推進における役割分担 

 
行政内では既設の「西宮市交通政策課題検討委員会」を活用し、分野横断的な取組みを進める

とともに、市民等や事業者等と目標の共有や連携・協力を図りながら施策を推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ- 3 - 3 施策推進の連携イメージ  

目標の共有 

連携・協力 

 

 
行政 

施策の立案、実施、支援 

交通施設の整備 

利用促進施策の推進 

 
事業者 

利用者ニーズの把握 

公共交通サービスの向上 

持続可能な公共交通の確保 

市民等 

住民 企業 
まちづくり 

関係組織 

行政 

交通計画

担当部局 

福祉 

医療 

教育 

商工 

道路 

観光 

都市 

計画 

地域 

活性化 

環境 

事業者等 

バス事業者 

鉄道事業者 

その他 

交通関係事業者 

市民 

公共交通の積極的な利用 

公共交通の担い手としての意識向上 

子供たちへの教育 
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3.2.2 PDCA サイクルの構築 

施策の推進に当たっては、計画（Plan）を実施（Do）して、評価（Check）し、見直し（Act）
を図る PDCA サイクルを取り入れる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図Ⅲ- 3 - 4 PDCA サイクルのイメージ 

 
 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

Do 
（施策の実施） 

                 

Check 
（進捗状況 

把握・評価） 

           

 

 

 

    

 

 

Act 
（見直しの検討） 

 

  

               

Plan 
（次年度の 

実施計画） 

            

図Ⅲ- 3 - 5  PDCA サイクルの年間スケジュール 

①Plan 計画 

②Do 実施 

③Check 評価 

④Act 見直し 

将来都市像の実現 

基本目標の達成 

①Plan 計画 

 現状を把握 

 将来都市像の実現に向けた目標を設定 

 施策の検討・抽出 

②Do 実施 

 各主体が連携・協力して

施策を実施 

③Check 評価 

 施策の進捗状況や実施結果を

把握・評価 

④Act 見直し 

 必要に応じて施策を

見直し 
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3.2.3  評価指標、モニタリング指標および目標値の設定 

PDCA サイクルにおける「評価（Check）」において、事業の進捗と施策実施の効果を把握

するために、モニタリング指標と評価指標を設定する。 
 

1) 指標設定の考え方 

(1) 上位計画、関連計画との整合 

庁内の各組織と連携して施策を推進するため、上位計画や関連計画と整合したものとする。 

(2) わかりやすさ 

各主体が理解し、共有できることが必要であるため、できるだけ定量化でき、わかりやすく、

イメージしやすいものとする。 

(3) データ入手の容易性と継続性 

継続して評価を行うことができるように、定期的に実施されている調査や統計資料を活用し

たものとする。 
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2) 評価指標及び目標値の設定 

都市交通計画における将来都市像を踏まえ、施策実施により鉄道・バスなどの公共交通の利

用頻度を増やし、今後人口減少や高齢化が進展する中でも、公共交通の利用者数を維持してい

くことを目指す観点から、評価指標及び目標値を設定する。 

 

表Ⅲ- 3 - 1 評価指標及び目標値 

評価指標 
活用データ 

（評価間隔） 

指標および目標値 

設定の考え方 

現況値 [ 年 次 ] 

目標値 

一日あたりの公共交通の 

利用回数 

 

口西宮市内15歳以上人

バス乗車人員（鉄道乗降客数/2）   

交通事業者 

西宮市 

（毎年） 

新型コロナウイルス感染症の

影響前（令和元年度）の公

共交通利用回数 

現況値：0.87 回/人［Ｒ１］ 

目標値：0.87 回/人以上 

公的資金が投入されている公共

交通（さくらやまなみバス）への公

的資金投入額 

西宮市 

（毎年） 

クロスセクター効果における

行政に係る分野別代替費用

と行政補助の均衡する状態 

現況値： 55 百万円/年 

[Ｒ１] 

目標値：102 百万円/年 

（限度額）      以内 

公的資金が投入されている公共

交通（ぐるっと生瀬）の利用者数 

西宮市 

（毎年） 

コミュニティ交通が持続可能

な運行となることを目指した

利用者数 

現況値：109 人/日[Ｒ１] 

目標値：100 人/日以上 

温室効果ガスの部門別排出量 

（運輸部門・自動車） 

西宮市 

（毎年） 

公共交通の利用促進により 

運輸部門の CO2 排出量を 

低減 

（COP21 での国の目標値 

設定の考え方を参照） 

現況値：35 万ｔ-CO2/年 

[Ｈ30] 

目標値：28 万ｔ-CO2/年 

以内 

徒歩と公共交通による 

中心拠点までの到達期待時間

が 

30 分以内の人口比率 

GIS データ 

（5 年程度） 
現況値の維持 

現況値：66％[Ｒ１] 

目標値：66％以上 
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3) モニタリング指標の設定 

評価指標を補完し進捗管理に活用するため、重点施策のうち、施策の進捗状況を数値として

把握できるものについてモニタリング指標を設定する。 
 

表Ⅲ- 3 - 2 モニタリング指標 

重点施策 評価指標 現況値 [年次] 

幹線的なバス路線の強化・再

編 
一日あたりのバス乗車人員 現況値：52 千人［Ｒ１］ 

都市計画道路の整備 都市計画道路の整備率 現況値：84％ [Ｒ１] 

交通結節機能の強化 一日あたりの鉄道乗降客数 現況値：639 千人/日［Ｒ１］ 

鉄道駅舎のバリアフリー化 
日利用者 10 万人以上駅へのホームドア

設置数 
現況値：0 箇所［Ｒ１］ 

山口地域と南部市街地を 

直接連絡する公共交通の 

確保 

さくらやまなみバスの利用者数 現況値：432 千人/年[Ｒ１] 

バスの待合環境の向上 
ベンチの設置箇所の割合 

（歩道幅員 2.5m 以上のバス停留所） 
現況値：30％[Ｒ１] 

地域主体で地域の課題 

解決に向けた取組みを 

進める仕組みづくり 

交通に関する協議会を設立した地域団体

数 
現況値：1 団体[Ｒ１] 

ノンステップバスの導入 乗合バスのノンステップバス導入率 現況値：55％［Ｒ１］ 
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資料 1 

1 ．西宮市総合交通戦略の進捗・中間評価 

1.1 ．平成 28 年度から令和 2 年度までの各施策の進捗状況 

 

 
 

  

基本目標①

　市民にとっての生活サービスを身近にする交通及び拠点の充実

実施内容
前期 後期

H28〜R2 R3〜R7

◎
幹線的なバス路線の強化・再編
　　　　　　　　　　　　 ★新たな施策

→ →

　鳴尾浜～JR甲子園口
                       （小曽根線経由）

△ △ ○ ◎ ◎
阪神バス
市（交通計画課）

・路線の開設について関係機関と協議、調整
・H31.3.23に路線開設
・兵庫医大を経由する路線の開設について関係機関
等と協議、調整

　阪神甲子園～阪神西宮
                       （今津東線経由）

△ ○ ◎ ◎
阪神バス
市（交通計画課）

・路線の開設について関係機関と協議、調整
・H31.3.23に路線開設

　阪急西宮北口～阪急仁川 △ △
阪急バス
市（交通計画課）

・路線の開設について検討、関係機関と協議、調整

　阪急夙川～六甲アイランド
                       （山手幹線経由）

△ ○ ◎ ◎ ◎ みなと観光バス
・H29.12に運行計画の変更
・バス車両の見直し

　その他 △ △ △ △ △ 市（交通計画課）
・バス事業者との意見交換
・公共交通不便地域の対応策検討

◎ 都市計画道路の整備

　山手幹線（熊野工区） → ○ ○ ○ ○ ○ 市（道路建設課）
・用地買収、歩道美装化、側溝及び電線共同溝整備

　競馬場線 → ○ ○ ○ ○ ○ 市（道路建設課）
・用地買収、歩道美装化、ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ及び側溝整
備

　武庫川広田線 → ○ ○ ○ ○ ○ 市（市街地整備課）
・道路設計
・事業認可（H29.9.12）、用地測量（H29.12～）
・物件調査、用地買収、側溝整備等

　国道176号（名塩道路） → → ○ ○ ○ ○ ○
国交省兵庫国道事務所
市（道路建設課（国道事
業調整担当））

・名塩道路全線の早期完成に向けての整備促進

　今津西線 → → ○ △ △ △ ×
市（道路建設課（道路計
画・調整担当））

・土地・建物調査業務実施
・整備手法の検討など

　丸山線 → → × △ △ △ △ 市（市街地整備課）
・現地測量、予備設計L=0.35㎞
・説明会及びアンケート調査を実施

　甲子園段上線 → → × × × × △ 市（市街地整備課）
・甲子園段上線を含む樋ノ口土地区画整理事業の
合意形成を進め、組合設立に向けて調整

○ 道路と鉄道の立体交差化

　阪神本線（鳴尾工区） → ○ ○ ○ ◎ ◎
兵庫県西宮土木事務所
市（道路建設課（道路計
画・調整担当））

・H29.3に鉄道高架化完了
・側道及び交差道路の整備工事を実施（H30完了）

　阪急神戸本線 → △ △ △ △ △ 市（都市計画課）
・連続立体交差事業に関する概略検討
・鉄道事業者等との協議・調整

○ 主要交差点の改良 → →

　国道 × × × × × 国交省兵庫国道事務所
・実施予定箇所なし

　県道 × × × × × 兵庫県西宮土木事務所
・実施予定箇所なし

　市道 △ △ ○ △ △
市（道路建設課（道路計
画・調整担当））

・主要交差点12箇所において、渋滞長調査、交通量
調査、交通容量解析等を実施
・交差点の調査結果や改良要望等を踏まえ、改良の
必要性や改良方法等について検討
・鞍掛町交差点で改良工事を実施（H30完了）

◎
交通結節機能と生活サービス機能を
あわせ持つ中心拠点の形成
　　　　　　　　　　　　★新たな施策

→ → △ △ △ △ △ 市（都市計画課）
・駅前の拠点整備に関する基本構想の検討
・関係権利者との協議・調整

○
鉄道とバスの乗換利便性の向上
　　　　　　　　　　　　★新たな施策

→

○ ○ ○ ○ ○
西日本旅客鉄道、
阪急電鉄、阪神電気鉄道
阪急バス、阪神バス

・交通系ＩＣカードの全国相互利用

× ○ ○ ○ ○ 西日本旅客鉄道
・HP上における列車運行情報案内の拡充（H29）
・twitterで列車運行情報案内サービスの実施（H30）

○ ○ ○ ○ ○
阪急電鉄、阪神電気鉄道
阪急バス、阪神バス

・阪急阪神グループ共通ICカード「STACIA PiTaPa」の
PiTaPa機能で、土、日、祝日の同一日にグループの
鉄道とバスに2回ずつ乗車で、Sポイントが付与される
サービスを実施

○ ○ ○ ○ ○ 阪急バス
・バス車内における鉄道発車時刻の案内

△ ○ ◎ ◎ ◎ みなと観光バス
・H29に夙川グリーンタウン前バス停を山手幹線に移
設

H28〜R2年度（予定含む）
施策

事業スケジュール
実施主体

H30 R1H28 H29

実施状況

R2

凡例（実施状況） 

◎：実施済・完了   ○：実施中 

△：検討中・協議中  ×：未実施 
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○
ICカードによる公共交通利用者
への各種サービスの適用
　　　　　　　　　　　★新たな施策

→

× × ○ ○ ○ 西日本旅客鉄道

・PiTaPaカードでの利用回数割引
・PiTaPaカードでの時間帯指定割引
・ICOCAカードでの利用回数に応じたポイント付与（要
登録）

○ ○ ○ ○ ○ 阪急電鉄

・PiTaPaカードでの利用回数割引
・PiTaPaカードでの区間指定割引（事前登録）
・スルッとKANSAIによる特別割引用ICカード運用
・ICOCAおよびICOCA定期券発売によるICカード普及
促進

○ ○ ○ ○ ○ 阪神電気鉄道

・PiTaPaカードでの利用回数割引
・スルッとKANSAIによる特別割引用ICカード運用
・ICOCAおよびICOCA定期券発売によるICカード普及
促進

○ ○ ○ ○ ○ 阪急バス、阪神バス

・PiTaPaカードでの利用額割引
・PiTaPaカードでの登録型割引
・高齢者に対して割引率の高い「グランドパス65」
  （ICカード：hanica）を提供
・スルッとKANSAIによる特別割引用ICカード運用

○ 自転車駐車場の改良・新設等 → → ○ ○ ○ ○ ○ 市（自転車対策課）
・自転車駐車場の新設・増設・改良・改修

※ レンタサイクルの導入≪参考≫ → →

　レンタサイクル ○ ○ ○ ○ ○ 民間事業者
・市内で運営（R2.10時点）

　シェアサイクル ○ ○ ○ ○
民間事業者
市（交通計画課）（H30
～）

・市内で運営（R2.10時点）
・市内南部でシェアサイクル利用動向調査を実施
（R1～R3）
・利用者向けアンケートを実施（R2）
・市内サイクルポート数：21か所（うち、公共用地8か
所）（R2.10時点）

凡例（実施状況） 

◎：実施済・完了   ○：実施中 

△：検討中・協議中  ×：未実施 
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基本目標②

　安全・安心で環境にやさしい交通ネットワークの形成

実施内容
前期 後期

H28〜R2 R3〜R7

◎ 交通結節機能の強化

　阪神甲子園駅 → ○ ○ ○ ○ ◎
阪神電気鉄道
市（市街地整備課）

・甲子園駅前の西バスターミナル改築、西バスターミ
ナルと駅西改札口を結ぶ連絡上屋、電線共同溝、甲
子園駅前の円形広場及び歩行者動線整備、道路改
良等を実施（R1完了）

　阪神鳴尾駅 → ○ ○ ○ ○ ◎
市（道路建設課（道路計
画・調整担当））

・駅前広場及びアクセス道路の詳細設計、整備工事
を実施（R1.8完了）

　阪急夙川駅 → ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 市（道路建設課）
・電線共同溝整備、街渠及び舗装新設（H28完了）

　阪神西宮駅 → → △ △ △ △ △ 市（都市計画課）
・駅前広場の整備に関する概略検討
・関係権利者との協議・調整

　JR甲子園口駅 → →

　　　南側 ○ ○ ◎ ◎ ◎
市（道路補修課、
     交通計画課）

・広場改良の詳細設計、関係機関等の協議、バス
バース拡張等の道路改良を実施（H29完了）

　　　北側 △ × × × × 市（都市計画課）
・駅前広場の整備に関する概略検討

◎
幹線的なバス路線の強化・再編
　　　　　　　　　　　　　★新たな施策

→ → △ ○ ○ △ △ ≪再掲≫　（基本目標①に掲載）

○
鉄道とバスの乗換利便性の向上
　　　　　　　　　　　　　★新たな施策

→ ○ ○ ○ ○ ○ ≪再掲≫　（基本目標①に掲載）

◎
主要幹線道路の整備促進
（国道176号（名塩道路））

→ → ○ ○ ○ ○ ○
国交省兵庫国道事務所
市（道路建設課（国道事
業調整担当））

・交通混雑の緩和、交通安全の確保及び異常気象
時の交通確保を図るため、現道拡幅及びバイパス整
備による4車線化に向け、生瀬地区、東久保地区の
整備工事を実施し、早期完成に向け整備を促進

○ 高速道路の整備促進 → →

　新名神高速道路 ○ ○ ◎ ◎ ◎ 西日本高速道路
・川西IC～神戸JCT間を建設（H30.3.18開通）

　名神湾岸連絡線 ○ ○ ○ ○ ○
国交省兵庫国道事務所
市（都市計画課）

・都市計画等の手続きに向けた国や県との協議・調
整
・県へ都市計画手続きにおける「案の申し出」を実施
・国の計画段階評価、環境影響評価（概要書・準備
書）及び県の都市計画の手続きに伴う縦覧や住民意
見書の受付、説明会、公聴会などへの協力
・準備書に対する住民意見書、公聴会での意見、県
知事からの第２次審査意見書を踏まえ、国による環
境影響評価書の作成、公告、縦覧

○
緊急時の移動経路となる
道路の整備・整備促進

→ →

　青峯連絡道 ○ ○ ○ ○ ○ 市（道路建設課）
・用地買収、土地調査業務実施
・道路整備

　名神湾岸連絡線 ○ ○ ○ ○ ○
国交省兵庫国道事務所
市（都市計画課）

・都市計画等の手続きに向けた国や県との協議・調
整
・県へ都市計画手続きにおける「案の申し出」を実施
・国の計画段階評価、環境影響評価（概要書・準備
書）及び県の都市計画の手続きに伴う縦覧や住民意
見書の受付、説明会、公聴会などへの協力
・準備書に対する住民意見書、公聴会での意見、県
知事からの第２次審査意見書を踏まえ、国による環
境影響評価書の作成、公告、縦覧

　名塩道路 ○ ○ ○ ○ ○
国交省兵庫国道事務所
市（道路建設課（国道事
業調整担当））

・異常気象時通行規制の解消に向けて、生瀬地区の
整備工事及びトンネル工事を実施し、早期完成に向
け、整備を促進

○ 狭あい道路の拡幅整備 → → ○ ○ ○ ○ ○ 市（市街地整備課）
・道路拡幅延長L=1,474m（H28～R2.3）
・道路権原取得面積A=1,156㎡（H28～R2.3）

○ 低公害車の普及促進 → → ○ ○ ○ ○ ○ 市（環境保全課）
・低公害車導入補助（トラック・バスに限る）
　バス2台、トラック7台　計9台（H28～R2.10）

○
クリーンエネルギー自動車等の
普及促進

→ → ○ ○ ○ ○ ○ 市（環境学習都市推進課）

・「エコ・エネルギー設備導入促進補助事業」で電気
自動車を導入した個人・事業者に補助金交付（H28）
　個人：19件、事業者6件
・クリーンエネルギー自動車等の普及に向けた情報提
供（H28～R2）

○
歩行者・自転車に配慮した
道路の整備

→ →

　県道 ○ ○ ○ ○ ○ 兵庫県西宮土木事務所
・自転車・歩行者の歩道内通行に係る注意喚起施設
（看板等）を設置

　市道 ○ ○ ○ ○ ○ 市（道路補修課）
・歩道改良（段差解消）　N=123箇所（H28～R1）

H28〜R2年度（予定含む）
施策

事業スケジュール
実施主体

H30 R1

実施状況

H28 H29 R2

凡例（実施状況） 

◎：実施済・完了   ○：実施中 

△：検討中・協議中  ×：未実施 
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基本目標③

　ふれあいや交流の機会を増やし、拠点等の活力を波及させる公共交通の充実

実施内容
前期 後期

H28〜R2 R3〜R7

◎ 鉄道駅の新設・改良　　　　　　　　　　　　 → →

　阪神鳴尾駅 ○ ○ ◎ ◎ ◎
市（道路建設課（道路計画・
調整担当））

・高架駅舎整備、旧地下道の撤去、自由通路の築造
等を実施（H29完了）

　阪神甲子園駅 ○ ○ ◎ ◎ ◎
阪神電気鉄道
市（市街地整備課）

・鉄道駅総合改善事業費補助により甲子園駅を大規
模に改良（バリアフリー化工事を含む）
・ホーム工事等を実施（H29完了）

　阪急西宮北口駅 ○ ○ ◎ ◎ ◎ 市（市街地整備課）
・耐震補強工事　補強鋼材設置工　方杖N=55組
（H29完了）

　阪急新駅 △ △ △ △ △
阪急電鉄
兵庫県交通政策課
市（交通計画課）

・兵庫県・尼崎市・西宮市・阪急電鉄(株)の四者で検
討会を開催
・武庫川周辺阪急新駅に関する検討会として、「新駅
設置による効果・影響」の報告書を作成し、市議会等
へ報告
・新駅利用者数や自転車利用者数の推計、概算事
業費や事業スキームの検討、他駅事例視察及び関
係機関への聞き取り等を実施

○ 鉄道駅周辺のバリアフリー化 → →

　阪神甲子園駅 △ ○ ○ ○ ◎ 兵庫県西宮土木事務所
・平成28年度に阪神甲子園駅周辺部の開発に関連
し、県道部分のバリアフリー対策について、西宮市と
調整した箇所について事業実施（R1完了）

◎
鉄道駅舎内外へのエレベーター等の
設置

→ →

　JR西宮名塩駅 ○ ○ ◎ ◎ ◎ 市（市街地整備課）
・屋外エレベーター設置　N=1基
・上屋設置等工事　バス‐駅間N=1基、駐輪場前N=1
基

　JR西宮駅、甲子園口駅、さくら夙
川駅

○ ○ ◎ ◎ ◎ 西日本旅客鉄道
・内方線付き点状ブロック整備（市内全駅で内方線
整備済み）

　阪急西宮北口駅 × × ○ △ △ 阪急電鉄
・全ホーム（1～7号線）の内方線付き点状ブロックを
JIS規格品に更新
・ホームドア整備計画を検討

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 市（福祉のまちづくり課）
（平成27年度でエレベーター設置補助の要件に該当
する鉄道駅舎への補助が終了）

◎
山口地域と南部市街地を直接連絡
する公共交通の確保

→ →

○ ○ ○ ○ ○
さくらやまなみバス
利用促進協議会

・山口地域の自治会長等、阪急バス、西宮市の三者
で年に7～12回協議

○ ○ ○ ○ ○ 阪急バス
・さくらやまなみバスの運行
　（平日23往復、土曜日16往復、日祝日13往復）

× ○ ○ ○ ○ 市（交通計画課）

・「さくらやまなみバスを継続的に運行するための事
業」をふるさと納税の対象事業として継続
　R1寄附実績：27,605,000円（1,457件）
・R3年度（R2.10～R3.9）より市助成金の増額（人件
費高騰による）を決定
・クロスセクター効果の考え方に基づく新たな運行計
画の見直し基準を決定

◎
幹線的なバス路線の強化・再編
                         　★新たな施策

→ → △ ○ ○ △ △ ≪再掲≫　（基本目標①に掲載）

※
公共車両優先システム（PTPS)の
導入≪参考≫

→ → ○ ○ ○ ○ ○
兵庫県西宮警察署
兵庫県甲子園警察署

・市内　22箇所で導入（R2時点）
　国道2号　14箇所
　浜甲子園甲子園口エリア（県道340号）　4箇所
　県道甲子園尼崎線（県道341号）　4箇所

◎
バス運行情報のICT化・有効活用等
　　　　　　　　　　　　★新たな施策

→ →

○ ○ ○ ○ ○ 阪急バス
・バスロケーションサービスの導入（H29.3～）
・バスロケーションサービスの改善（H30.3）
・阪急バス公式Twitterでの情報発信（R2.4～）

○ ○ ○ ○ ○ 阪神バス
・バスロケーションシステムの導入（H29.3～）
・バスロケーションシステムの改善（H30）

○ ○ ○ ○ ○ みなと観光バス
・バスロケーションサービスの提供
・GTFSデータ提供により、googleマップ等にて時刻検
索等が可能（R2）

◎ バスの待合環境の向上　　　　　　　　　　 → →

○ ○ ○ ○ ○ 阪急バス ・上屋4基、ベンチ14基設置（H28～R1）

○ ○ ○ ○ △ 阪神バス ・上屋3基、ベンチ13基設置（H28～R1）

△ ○ × × × みなと観光バス ・上屋1基設置（H29）

○ ○ ○ ○ △ 市（交通計画課）

・上屋、ベンチの整備費を補助（H28～R1）
　阪急バス：上屋3基、ベンチ13基
　阪神バス：上屋3基、ベンチ13基
　みなと観光バス：上屋1基

○
鉄道とバスの乗換利便性の向上
                           ★新たな施策

→ ○ ○ ○ ○ ○ ≪再掲≫　（基本目標①に掲載）

※
バス定期券の事業者間相互
利用≪参考≫

→ → ○ ○ ○ ○ ○ 阪急バス、阪神バス
・ICカード乗車券「hanica」定期券の阪急バス・阪神バ
スの相互利用（H28.2～）

H28〜R2年度（予定含む）
施策

事業スケジュール
実施主体

H30 R1

実施状況

H28 H29 R2

凡例（実施状況） 

◎：実施済・完了   ○：実施中 

△：検討中・協議中  ×：未実施 
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◎ 公共交通の利用促進

　バスを守り・育てる意識の醸成 → →

　　さくらやまなみバス ○ ○ ○ ○ ○
さくらやまなみバス
利用促進協議会

・さくらやまなみバス利用促進協議会を年に7～12回
開催
・バスNewsの定期的発行や各種イベント等にて利用
促進策を実施

　　生瀬地区コミュニティ交通
                          「ぐるっと生瀬」

○ ○ ○ ○ ○
ぐるっと生瀬運行協議会
阪急タクシー
市（交通計画課）

・会報の定期発行や地域の各種イベント等にて利用
促進策を実施
・阪急バス宝塚駅前案内所で回数券を販売（R1～）

　転入者等への公共交通情報の
　提供
　　　　　　　　　　　 ★新たな施策

→ → ○ ○ ○ ○ ○ 市（交通計画課）

・阪神地域えきバスまっぷ。を本庁舎総合案内、支
所、福祉部、図書館、公民館等で約44,300部配布
（H28～R2）
・公共交通情報チラシを転入者へ配布（H30.11～）
・市内の公共交通情報をホームページに掲載（R1
～）

　モビリティ・マネジメントの実施
　　　　　　　　　　　★新たな施策

→ → △ ○ ○ ○ ○
市（交通計画課）
阪神バス

・鳴尾浜地域の企業に対してアンケート及び利用促
進を実施
・西宮浜地域の企業と住民に対してアンケート及び利
用促進を実施

　ノーマイカーデーの実施 → →

　　ノーマイカーデー ○ ○ ○ ○ ○ 市（環境保全課） ・啓発ティッシュを本庁・各支所にて配布

　　マイバス・マイ電車の日 ○ ○ ○ ○ ○ 市（交通計画課） ・ホームページにて啓発

○ ○ ○ ○ ○ 阪神バス
・バス協会と協調して、「マイバス・マイ電車の日」に
　啓発ティッシュ配布

○ ○ ○ ○ ○ みなと観光バス ・バス協会提供のポスターを車内掲示

○ バス案内マップの作成 → → ○ ○ ○ × × 市（交通計画課） ・鳴尾浜と西宮浜に着目したマップを作成

※
小学生等へのバス乗り方教室の
実施≪参考≫

→ →

○ ○ ○ ○ × 阪急バス ・さくら台自治会、瓦木北保育園にて実施

× △ ○ △ △
阪神バス
市（交通計画課）

・西宮浜小学校にて実施

※ 環境定期券の導入≪参考≫ → →

○ ○ ○ ○ ○ 阪急電鉄、阪神電気鉄道

・環境保護の視点から、阪急阪神グループ共通IC
カード「STACIA PiTaPa」のPiTaPa機能で、土、日、祝
日の同一日に阪急電鉄と阪神電車を2回ずつ乗車
で、Sポイントが付与されるサービスを実施

○ ○ ○ ○ ○
阪急電鉄、阪神電気鉄道
阪急バス、阪神バス

・環境保護の視点から、阪急阪神グループ共通IC
カード「STACIA PiTaPa」のPiTaPa機能で、土、日、祝
日の同一日にグループの鉄道とバスを2回ずつ乗車
で、　Sポイントが付与されるサービスを実施

○ ○ ○ ○ ○ 阪急バス
・土曜日・日祝日等に通勤定期券所持者及びその同
伴家族の運賃割引

◎ コミュニティ交通の導入 → →

　生瀬地区コミュニティ交通
                          「ぐるっと生瀬」

○ ○ ○ ○ ○
ぐるっと生瀬運行協議会
阪急タクシー
市（交通計画課）

・停留所の新設（H28・H29）
・増便や運行ルートの一部変更を実施（H30）
・阪急バス宝塚駅前案内所で回数券を販売（R1～）

　他地区 ○ ○ ○ ○ ○ 市（交通計画課）

・地域からの求めにより、コミュニティ交通の事例や導
入の流れ等を説明（苦楽園、甲陽園、名塩、山口）
・コミュニティ交通アドバイザーを派遣（名塩、山口）
・試験運行実施に向けた運行計画の策定等、地域の
取組を支援（名塩、山口、苦楽園、甲陽園）

凡例（実施状況） 

◎：実施済・完了   ○：実施中 

△：検討中・協議中  ×：未実施 
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基本目標④

　住宅地や文教施設の集積地の魅力を維持・向上させる交通利便性の確保

実施内容
前期 後期

H28〜R2 R3〜R7

◎
地域主体で地域の課題解決に向け
た取組みを進める仕組みづくり
　　　　　　　　　　　　　　　★拡充

→ → ○ ○ ○ ○ ○ 市（交通計画課）

・地域からの求めにより、コミュニティ交通の事例や導
入の流れ等を説明（苦楽園、甲陽園、名塩、山口）
・コミュニティ交通アドバイザーを派遣（名塩、山口）
・試験運行実施に向けた運行計画の策定等、地域の
取組を支援（名塩、山口、苦楽園、甲陽園）

◎ コミュニティ交通の導入 → → ○ ○ ○ ○ ○ ≪再掲≫　（基本目標③に掲載）

○
大学や観光資源と利用頻度の
高い鉄道駅間の移動利便性の向上
　　　　　　　　　　　★新たな施策

→

　鳴尾駅 △ △ ○ ○ ◎
阪神電気鉄道
市（政策推進課）（～
H30）

・西宮市、阪神電鉄、武庫川女子大学の三者で検討
・武庫川女子大学や地元の意見を踏まえ駅南側の
公園や周辺道路等の整備及び鳴尾駅周辺の高架下
に武庫川女子大学の学校施設等の整備を実施
・駅名を「鳴尾・武庫川女子大前」に改名

　大学（武庫川女子大） ○ 阪神電気鉄道
・QRコードを用いた乗車券の実証実験に、武庫川女
子大学の学生が参加し、QR乗車券の実用性等に関
する評価を行う共同研究を実施

　イベント（船坂マルシェ） ○ ○ ○ ○ ×
西宮観光協会
市（都市ブランド発信課）
阪急バス

・11月に船坂里山学校で開催の親子向け集客イベン
ト「船坂マルシェ」実施にあたり、さくらやまなみバス利
用の呼びかけ及び当日のバス増便等を行い、南部地
域からの参加者の移動利便性を向上
・阪急バス車内に告知ポスター掲示、阪急バスHPに
情報を掲載し、周知

　イベント（西宮蔵開） × ○ ○ ○ △
西宮観光協会
市（都市ブランド発信課）
阪急バス、阪神バス

・バス車内に告知ポスターを掲示し、周知

　イベント（酒蔵ルネサンス） ○ ○ ○ ○ △
西宮観光協会
市（都市ブランド発信課）
阪急バス、阪神バス

・バス車内に告知ポスターを掲示し、周知
・ループバスを運行（阪神バス）

　イベント（まちたびにしのみや） ○ ○ ○ ○ ×
西宮観光協会
市（都市ブランド発信課）
阪急バス

・10月～3月の期間中、西宮市各所で開催した
「まちたびにしのみや」の実施にあたり、阪急バスHPに
情報を掲載し、イベントを周知

○
歩行者・自転車に配慮した道路
の整備

→ → ○ ○ ○ ○ ○ ≪再掲≫　（基本目標②に掲載）

○ 狭あい道路の拡幅整備 → → ○ ○ ○ ○ ○ ≪再掲≫　（基本目標②に掲載）

○ 通学路の安全性向上 → →

　通学路 ○ ○ ○ ○ ○ 市（道路補修課） ・新設　路側帯カラー舗装　L=5.1km（H28～R1）

○ ○ ○ ○ ○ 市（交通安全対策課）
・市内小・中学校21校で設置（H28～R1）
　警告看板22枚、横断旗3箇所、注意喚起サイン4
枚

○ ○ ○ ○ ○ 市（学校改革課）

・「文マーク」シートの設置・交換
・「通学路注意」看板の撤去・設置
・「飛び出し注意」看板等の設置
・西宮市通学路安全プログラムに基づいた通学路安
全推進会議の開催及び通学路合同点検の実施
・通学路安全確保のためのごみステーションの変更

　未就学児が日常的に集団で移動する経路等 × × × ○ ○ 市（交通安全対策課）
・市内幼稚園、保育所等9園で設置（R2）
　注意喚起サイン11枚

施策
事業スケジュール

H28〜R2年度（予定含む）
実施主体

H30 R1

実施状況

H28 H29 R2

凡例（実施状況） 

◎：実施済・完了   ○：実施中 

△：検討中・協議中  ×：未実施 
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基本目標⑤

　高齢者、障害のある人、妊産婦等が外出しやすく、移動しやすい交通環境の確保

実施内容
前期 後期

H28〜H32 H33〜H37
◎ バスの待合環境の向上　　　　　　　　　　 → → ○ ○ ○ ○ ○ ≪再掲≫　（基本目標③に掲載）

◎
鉄道駅舎内外へのエレベーター等の
設置

→ → ○ ○ ○ △ △ ≪再掲≫　（基本目標③に掲載）

○ ノンステップバスの導入 → →

○ ○ ○ ○ ○ 阪急バス ・新規16台導入（R1時点）

○ ○ ○ ○ × 阪神バス ・新規13台導入（R1時点）

○ ○ ◎ ◎ ◎ みなと観光バス
・運行ダイヤの見直しにより市内運行車両をすべてノ
ンステップバスに変更

○ ○ ○ ○ × 市（交通計画課）
・ノンステップバスの導入費を補助（H28～R1）
　阪急バス4台
　阪神バス11台

○ 鉄道駅周辺のバリアフリー化 → → △ ○ ○ ○ ◎ ≪再掲≫　（基本目標③に掲載）

○
歩行者・自転車に配慮した道路の
整備

→ → ○ ○ ○ ○ ○ ≪再掲≫　（基本目標②に掲載）

○ 交通安全施設の整備等 → →

　国道 × × ○ × × 国交省兵庫国道事務所
・171号越水交差点付近で事故対策として交通安全
施設の整備（中央帯にボックスビームL=42.6m、ﾌﾞﾘﾝ
ｶｰﾗｲﾄ2基、ｸｯｼｮﾝﾄﾞﾗﾑ2基）

　県道 ○ ○ ○ ○ ○ 兵庫県西宮土木事務所
・要対策箇所への施設整備、破損箇所等の維持修
繕を継続して実施

　市道 ○ ○ ○ ○ ○ 市（道路補修課）

・整備・更新（H28～R1）
　防護柵　L=6,784m、道路反射鏡　N=178基、
　道路照明灯　N=255基、灯具LED化 N=5,111基
・区画線　L=141,174m

◎ コミュニティ交通の導入 → → ○ ○ ○ ○ ○ ≪再掲≫　（基本目標③に掲載）

○ 福祉タクシーチケットの配布 → → ○ ○ ○ ○ ○
市（高齢福祉課,
     障害福祉課）

・一般の交通機関の利用が困難な在宅の高齢者や
障害のある人について、自宅と医療機関等を結ぶ移
動手段として福祉タクシーを利用した際、タクシー料
金が助成される「福祉タクシー利用券」を発行
・市制ニュースで広報し、登録者数増加につなげた
・平成28年10月より対象者に精神障害者保健福祉
手帳所持者を追加
　【R1実績】　高齢者対象
　登録者数    483人(予約制269人、初乗制214人)
　派遣回数  5,552回
　　　　　　　(予約制3,526回、初乗制2,026回)
　【R1実績】　障害のある人対象
　登録者数  4.256人(予約制738人、初乗制3,518
人)
　派遣回数78,809回
　　　　　　　(予約制14,388回、初乗制64,421回)

○ 高齢者交通助成 → →

○ ○ ○ ○ ○ 市（高齢福祉課）

・高齢者交通助成割引購入証の発行（H28～R1）
・高齢者交通助成券の発行（R2）
・利用者の要望等を把握するためアンケート調査を実
施
・各交通機関での割引購入データから利用状況を分
析

○ ○ ○ ○ ○ 西日本旅客鉄道 ・市内各駅でのＩＣＯＣＡチャージ対応等を実施

○ 通所施設交通費補助 → → ○ ○ ○ ○ ○ 市（障害福祉課）

・障害福祉サービスにおける日中活動サービス事業
所に公共交通や自転車等の交通手段を利用して通
所している人について、 経済的負担を軽減するた
め、その交通費の一部を補助

H28〜R2年度（予定含む）
施策

事業スケジュール
実施主体

H30 R1

実施状況

H28 H29 R2

凡例（実施状況） 

◎：実施済・完了   ○：実施中 

△：検討中・協議中  ×：未実施 
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○ 交通弱者への理解の醸成 → →

○ ○ ○ ○ ○ 西日本旅客鉄道

・法令の趣旨を踏まえたマニュアルを用いた教育
・サービス介助士の資格取得に向けた取組み
・お客様同士のお声かけ等「共助」の働きかけ
・ヘルプマークの啓発ポスターを駅や車内に掲示

○ ○ ○ ○ ○ 阪急電鉄

・法令を理解し、実施できるためのマニュアルを用い
た教育
・サービス介助士の資格を取得するための取組み
・お客様同士のお声かけ等「共助」をポスター及び駅
構内放送で働きかけ
・ヘルプマークの啓発ポスターを駅や車内に掲示
・優先座席ステッカーにヘルプマークを表示

○ ○ ○ ○ ○ 阪神電気鉄道

・全ての駅係員、車掌、運転士がサービス介助士資
格取得
・ポスターや車内放送によるお客様同士のお声かけ
等 「共助」の働きかけ
・ヘルプマークの啓発ポスター・ステッカーを駅構内・
車内（優先座席付近）に掲示

○ ○ ○ ○ ○ 阪急バス

・運転士教習で車椅子の取扱い、インスタントシニア
体験を実施
・サービス介助士の資格取得を推進
・一部社員がサービス介助士の資格を有し、運転士
教習を実施
・ヘルプマークの啓発ポスターをバス車内に掲示
・責任者に対し認知症サポーターの講習を実施

○ ○ ○ ○ ○ 阪神バス
・ヘルプマークの啓発ポスターをバス車内に掲示
・高齢者等交通弱者への対応について乗務員教育を
実施

○ ○ ○ ○ ○ みなと観光バス
・車椅子の取扱いについて、乗務員教習実施
・優先座席ステッカー掲示
・ヘルプマークの啓発ポスターをバス車内に掲示

○ ○ ○ ○ ○ 兵庫県タクシー協会
・ユニバーサルデザインタクシーの導入促進
・ユニバーサルデザインタクシードライバー研修の実施

○ ○ ○ ○ ○
兵庫県ユニバーサル推進
課

・兵庫ゆずりあい駐車場制度の普及（R1時点）
　市内累計登録区画数　R1実績：178箇所
　駐車場利用証市内累計交付件数　R1実績：4,211
件

○ ○ ○ ○ ○ 市（障害福祉課）
・福祉作品コンクールの実施
・ヘルプマーク・ヘルプカードの交付・周知

○ 違法駐車等防止の啓発活動等 → → ○ ○ ○ ○ ○ 市（交通安全対策課）
・違法駐車等防止啓発チラシの配布
・毎月1日、11日、21日に広報車による啓発活動を
実施

○ 横断旗の設置等 → → ○ ○ ○ ○ ○ 市（交通安全対策課） ・南部94箇所、北部10箇所（R1時点）

○ 徒歩・自転車に関する安全教育 → → ○ ○ ○ ○ ○ 市（交通安全対策課）
・幼児・児童等を対象にした交通安全教室や自転車
教室等を実施（778回）（H28～R1）

○ 自転車利用に関する安全啓発 → →

○ ○ ○ ○ ○ 兵庫県交通安全室
・「自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」
に基づく、高齢者交通安全教室、キャンペーン等によ
る自転車利用者へのルール周知、マナーアップ啓発

○ ○ ○ ○ ○ 市（交通安全対策課）

・自転車利用者を対象とした街頭活動を77回実施
（H28～R1）
・毎月2日の自転車安全利用の日に広報車による啓
発活動を実施

※
危険な自転車利用者への取締り
≪参考≫

→ → ○ ○ ○ ○ ○
兵庫県西宮警察署
兵庫県甲子園警察署

・危険な自転車利用者に対する交通指導取締りを実
施

※
高齢者運転免許返納割引
≪参考≫

→ →

○ ○ ○ ○ ○
兵庫県西宮警察署
兵庫県甲子園警察署

・自主返納（H28～R1）
　（西宮2,024件、甲子園1,606件）3,630件
・運転経歴証明書申請（H28～R1）
　（西宮1,741件、甲子園1,460件）3,201件
・高齢者運転免許自主返納サポート協議会（R1時
点）
　市内加盟企業4件、自治体西宮市加盟

○ ○ ○ ○ ○
阪神バス
みなと観光バス（～R2.4
末）

・65歳以上で運転経歴証明書を提示された方に対
し、乗車運賃を半額とする割引制度を導入済

○ ○ ○ ○ ○ 兵庫県タクシー協会 ・各社で実施

凡例（実施状況） 

◎：実施済・完了   ○：実施中 

△：検討中・協議中  ×：未実施 
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1.2 ．評価指標及びモニタリング指標の中間評価 

 

 
 
 
 

  

評価指標

評価指標
指標および目標値

設定の考え方

目標値

（R17）

計画策定時

現況値

中間評価時

R1現況値
中間評価

一日あたりの公共交通の利用回数

人口減少や高齢化が

進展する中でも公共交通

利用者を維持

0.83 回/人 0.84 回/人 0.87 回/人
目標の達成に向けて、順調に推移してい

る。

徒歩と公共交通による

中心拠点までの到達期待時間が

30分以内の人口比率

容易に生活サービスを

利用できる人口の比率を増加
70 %以上 63.6 % 66.1 %

目標の達成に向けて、順調に推移してい

る。

温室効果ガスの部門別排出量

（運輸部門・自動車）

公共交通の利用促進により

運輸部門のCO2排出量を低減
23 万ｔ-CO2 34.5 万ｔ-CO2

34.9 万ｔ-CO2

※最新H29

目標を達成するためには、更なる施策の

推進が必要である。

みんなが暮らしやすく、

お出かけしたくなるまちとしての

「まちの満足度」

将来都市像の実現についての

実感度を向上

（上記3つの指標を補完する

参考値として扱う）

－ 58.5 % 60.3 %
施策の進捗に合わせて、上昇の傾向が

見られる。

モニタリング指標

重点施策 評価指標
目標値
（R7）

計画策定時
現況値

中間評価時
R1現況値

中間評価

都市計画道路の整備 都市計画道路の整備率 85 % 83 % 83.9 %
目標を達成するためには、更なる施策の

推進が必要である。

交通結節機能の強化
平成27年度以降に

改良を行った駅前広場の箇所数
5 箇所 0 箇所 4 箇所

目標の達成に向けて、順調に推移してい

る。

鉄道駅の新設・改良
平成27年度以降に

新設又は改良した鉄道駅数
5 箇所 1 箇所 3 箇所

目標の達成に向けて、順調に推移してい

る。

山口地域と南部市街地を

直接連絡する公共交通の確保
さくらやまなみバスの利用者数 430 千人/年 404 千人/年 433 千人/年

目標の達成に向けて、順調に推移してい

る。

バスの待合環境の向上
ベンチの設置箇所の割合

（歩道幅員2.5m以上のバス停留所）
35 % 23 % 30 %

目標の達成に向けて、順調に推移してい

る。

コミュニティ交通の導入
コミュニティ交通の利用者数

（生瀬地区）
88 人/日 44 人/日 110 人/日

目標の達成に向けて、順調に推移してい

る。

地域主体で地域の課題解決に向けた

取組みを進める仕組みづくり

平成27年度以降にまちづくり施策に

着手した地域団体数
3 団体 1 団体 1 団体

目標を達成するためには、更なる施策の

推進が必要である。

59.4 %
目標の達成に向けて、順調に推移してい

る。
主要幹線道路の整備促進 50 %－

国道176号（名塩道路）の整備率

（国の直轄事業のため目標設定は困

難であるが、早期の整備率向上を目

指す）
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策定経過 

2 ．西宮市都市交通会議 

2.1 ．開催履歴 

時期 内容 

令和元年度 

12 月 13 日 
第 17 回 西宮市都市交通会議 

 西宮市地域公共交通計画の策定について 

3 月 26 日 

第 18 回 西宮市都市交通会議 

 西宮市総合交通戦略の見直し及び地域公共交通計画の策定について 

 西宮市都市交通計画の策定方針について 

 基本理念・将来都市像・基本目標の構成 

 スケジュールについて 

令和 2 年度 3 月 29 日 

第 22 回 西宮市都市交通会議 

 西宮市都市交通計画の策定について 

 計画期間 

 西宮市都市交通計画 全体構成 

 将来的な公共交通網 

 実施施策 

令和 3 年度 

8 月 24 日 
第 24 回 西宮市都市交通会議 

 西宮市都市交通計画の素案について 

11 月 22 日 
第 25 回 西宮市都市交通会議 

 西宮市都市交通計画の素案について 
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2.2 ．委員名簿 
所属 役職 氏名 

住民 

又は 

利用者代表 

公募委員 監事 柴原 祐子 

公募委員 委員 松田 健輔 

西宮コミュニティ協会 副理事長 委員 久保田 泰正 

都市交通に 

関する有識者 

一般社団法人グローカル交流推進機構 理事長 議長 土井 勉 

愛媛大学 社会共創学部 教授 副議長 松村 暢彦 

有識者（コンサルタント） 委員 義浦 慶子 

公共交通事業者 

又は 

その指名する者 

西日本旅客鉄道株式会社  

近畿統括本部 企画課 課長 
委員 秋山 秀則 

阪急電鉄株式会社 

都市交通事業本部 交通プロジェクト推進部 部長 
委員 奥野 雅弘 

阪神電気鉄道株式会社  

都市交通事業本部 工務部 副部長 
委員 小原 和浩 

阪急バス株式会社 

自動車事業本部 営業企画部 部長 
委員 野津 俊明 

阪神バス株式会社 

経営企画部 部長 
委員 岡 伸治 

みなと観光バス株式会社 

代表取締役 
委員 松本 浩之 

公共交通事業者 

関係団体の職員 

又は  

その指名する者 

兵庫県交通運輸産業労働組合協議会 

阪神地域協議会 議長 
委員 広森 正喜 

公益社団法人兵庫県バス協会 

専務理事 
委員 水田 節男 

一般社団法人兵庫県タクシー協会 

副会長 
委員 平尾 文一 

道路管理者 

又は 

その指名する者 

国土交通省近畿地方整備局 

兵庫国道事務所 計画課 課長 
委員 西納 和宏 

兵庫県 阪神南県民センター 

西宮土木事務所 道路第２課 課長 
委員 山口 一彦 

西宮市 土木局 

道路部 部長 
委員 尼子 剛志 

公安委員会の長 

又はその指名する者 

兵庫県西宮警察署 

交通第一課 課長 
委員 酒井 基和 

兵庫県甲子園警察署  

交通課 課長 
委員 松田 翔吾 

地方運輸局長 

又はその指名する者 

国土交通省 神戸運輸監理部 兵庫陸運部 

輸送部門 首席運輸企画専門官 
委員 田橋 一 

関係行政機関の 

職員 

国土交通省 近畿運輸局 

交通政策部 交通企画課 課長 
委員 片田 一真 

国土交通省 近畿地方整備局 

建政部 都市整備課 課長 
委員 大塚 賢太 

兵庫県 県土整備部 

県土企画局 交通政策課 課長 
委員 鴨川 義宜 

兵庫県 県土整備部 

土木局 道路街路課 街路担当参事 
委員 古川 雅一 

兵庫県 阪神南県民センター 

西宮土木事務所 所長補佐（企画調整担当） 
監事 山名 孝志 

西宮市職員 
西宮市 政策局 

都市計画部 部長 
委員 上野 史雄 

西宮市長 西宮市長 会長 石井 登志郎 
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2.3 ．規約・規程 

1) 西宮市都市交通会議規約 
平成２５年１月２６日制定 

沿 革 

平成２６年４月 １日 [１] 

令和元年 ５月２０日 [２] 

令和２年 ４月 １日［３］ 

令和３年 ４月 １日［４］ 

 

（設置） 

第１条 西宮市は、道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成

１９年法律第５９号）並びに都市・地域総合交通戦略要綱（平成２１年度３月１６日付国都街第７７号）の規定に

基づき、西宮市都市交通会議（以下「交通会議」という。）を設置する。 

 

（事務所） 

第２条 交通会議は、事務所を兵庫県西宮市六湛寺町１０番３号西宮市役所内に置く。 

 

（目的） 

第３条 交通会議は、交通施設の整備、移動手段の利便性向上などの交通施策を効果的に推進するため、総合的かつ

戦略的な都市交通計画（以下、「都市交通計画」という。）の策定に関する意見聴取及び都市交通計画の進捗管理

に関する連絡調整を行うことを目的とする。また、地域の特性・実情に応じた公共交通サービス等に関する事項に

ついて、協議又は連絡調整を行うことを目的とする。 

 

（事業） 

第４条 交通会議は、第３条の目的を達成するため、次の業務を行う。 

(1) 都市交通計画の策定に関する意見聴取 

(2) 都市交通計画に位置付けられた事業の進捗管理に関する連絡調整 

(3) 都市交通計画に位置付けられた事業の実施に関する連絡調整 

(4) 地域の特性・実情に応じた公共交通サービスに関する協議又は連絡調整 

(5) 公共交通の利便性向上策に関する協議又は連絡調整 

(6) 都市交通会議として取り組むべき事業の実施 

(7) 前各号に掲げるもののほか、交通会議の目的を達成するために必要な業務 

 

 （組織） 

第５条 交通会議は、委員３０人以内をもって組織する。 

２ 委員は､次に掲げる者から会長が委嘱する｡ 

(1) 住民又は利用者代表 

(2) 都市交通に関する有識者 

(3) 公共交通事業者又はその指名する者 

(4) 公共交通事業者関係団体又はその指名する者 

(5) 道路管理者又はその指名する者 

(6) 公安委員会又はその指名する者[２] 

(7) 地方運輸局又はその指名する者[２] 

(8) 関係行政機関の職員 

(9) 西宮市職員 

(10) 西宮市長 

(11) その他西宮市長が必要と認める者 

３ 会長は前項第１号に掲げる者を指名する場合は、別途定める「西宮市都市交通会議公募委員選考規定」に基づき、

選考等を行わなければならない。[２] 

 

（任期） 

第６条 委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。また、やむを得ない理由があると会長が認めた場合は、

この限りではない。[２] 

２ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（役員の定数） 

第７条 交通会議に、次の役員を置く。 

(1) 会長１人 

(2) 議長１人 

(3) 副議長１人 

(4) 監事２人 
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２ 会長、議長、副議長及び監事は相互に兼ねることはできない。 

 

（役員の職務）[２] 

第８条 会長は、西宮市長とし、交通会議を代表し、その会務を総理する。 

２ 議長、副議長、監事は、委員の中から会長が指名する。[２] 

３ 議長は、交通会議の会議（以下｢会議｣という。）を主宰する。[２] 

４ 副議長は、議長を補佐して会議の議事を掌理し、議長に事故があるとき又は議長が欠けたときは、議長の職務を 

代理する。[２] 

５ 監事は、交通会議の出納監査を行い、監査の結果を会長に報告しなければならない。[２] 

 

（会議） 

第９条 会議は、会長が招集する。[２] 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

３ 会議の議決方法は、出席した委員の過半数の同意をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところとする。 

４ 会議は原則として公開とする。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、会長は会議に諮って全部または 

一部を公開しないことができる。[２] 

(1) 西宮市情報公開条例（昭和６２年西宮市条例第２２号）第６条に規定する非公開情報が含まれる事項に関して

調査又は審議するとき。 

(2) 会議を公開することにより、公正かつ円滑な議事運営に支障が生じると認められるとき。 

５ 会長は、会議の議案又は報告（以下｢議案等｣という。）が次に掲げるものである場合は、当該議案等を記載した

書面（電磁的記録を含む。以下同じ。）を委員に送付し、書面で賛否を問うことにより会議に代えることができる。 

(1) 緊急を要するもの 

(2) 会計その他交通会議の運営に関するもの 

(3) その他、会長が軽易であると判断したもの 

[２] 

６ 第３項の規定は、前項の規定により、会議の議案等を書面で諮ることとなった場合において準用する。この場合に 

おいて、第３項中「出席した委員」とあるのは、「書面で回答のあった委員」として読み替えるものとする。[２] 

７ 交通会議は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して、資料を提出させ、又は会議への出席を依頼し、 

助言等を求めることができる。[２] 

８ 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。[２] 

 

（分科会） 

第１０条 会長は、第４条各号に掲げる事項について専門的な協議又は調整を行うため、必要に応じ交通会議に分科会

を置くことができる。 

２ 分科会で議決された事項は、交通会議の議決とみなす。 

３ 分科会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。 

 

（事務局） 

第１１条 交通会議の業務を処理するため、交通会議に事務局を置く。 [１] 

２ 事務局は、西宮市政策局都市計画部交通政策課に置く。［３］[４] 

３ 事務局に事務局長、事務局員（以下｢事務局職員｣という。）を置き、会長が定めた者をもって充てる。 

４ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

（経費の負担） 

第１２条 交通会議の運営に要する経費は、補助金、負担金、その他収入をもって充てる。 

 

（財務に関する事項） 

第１３条 交通会議の予算編成、現金の出納その他財務に関し必要な事項は、会長が別に定める。[２] 

 

（報償及び費用弁償） 

第１４条 委員及び事務局職員は、会議に出席したとき、または、交通会議の業務を実施するため、必要と認めると

きは報償及び費用の弁償を受けることができる。[２] 

２ 前項に規定する報償及び費用弁償の額並びに支給方法等は、会長が別に定める。 

 

（交通会議が解散した場合の措置） 

第１５条 交通会議が解散した場合には、交通会議の収支は、解散の日をもって打ち切り、会長であった者がこれを

決算する。[２] 

 

（委任） 

第１６条 この規約に定めるもののほか、交通会議の事務の運営上必要な細則は、会長が別に定める。[２] 
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（附 則） 

この規約は、平成２５年１月２６日から施行する。 

（附 則） 

この規約は、平成２６年４月 １日から施行する。 [１] 

（附 則） 

この規約は、令和元年 ５月２０日から実施する。 [２] 

（附 則） 

この規約は、令和２年 ４月 １日から実施する。 [３] 

（附 則） 

この規約は、令和３年 ４月 １日から実施する。 [４] 
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3 ．西宮市交通政策課題検討委員会 

3.1 ．開催履歴 

時期 内容 

令和元年度 12 月 27 日 

第 27 回 

 西宮市都市交通計画の策定について 

・ 策定の趣旨 

・ 西宮市総合交通戦略に追加する内容 

・ スケジュール 

令和 2 年度 12 月 22 日 

第 28 回 

 西宮市総合交通戦略の進捗・中間評価について 

 西宮市都市交通計画（仮称）の策定について 

・ 西宮市総合交通戦略からの更新（案） 

・ 将来的な公共交通網（案） 

令和 3 年度 10 月 15 日 
第 29 回 

 西宮市都市交通計画の素案について 
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3.2 ．委員名簿 
所属 役職 氏名 

政策局 

政策推進課長  堀越 陽子 

都市計画部長 委員長 上野 史雄 

都市計画課長  永井 貴裕 

交通政策課長 副委員長 秋田 修治 

市民局 地域コミュニティ推進課長  和田 能宜 

産業文化局 
都市ブランド発信課長  但馬 裕子 

地域学習推進課担当課長（生涯学習・大学）  古川 真也 

健康福祉局 

地域共生推進課長  島村 耕平 

福祉のまちづくり課長  大谷 義和 

高齢福祉課長  北出 美穂 

障害福祉課長  小林 潤司 

環境局 
環境学習都市推進課長  小田 晃 

環境保全課長  森山 毅 

都市局 市街地整備課長  上河 潔史 

土木局 

土木管理課長  能瀬 豊 

自転車対策課長  増井 英博 

交通安全対策課長  藤井 清一 

道路建設課担当課長（道路計画・調整）  喜田 将司 

道路補修課長  岡部 正信 

教育委員会 学校改革課担当課長（通学路・小中一貫校）  佐々木 秀樹 
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3.3 ．西宮市交通政策課題検討委員会設置要綱 
（平成 17 年４月１日） 

 

 沿 革 

  平成 18 年９月 ２日［１］ 

  平成 19 年４月 １日［２］ 

  平成 20 年４月 １日［３］ 

  平成 21 年４月 23 日［４］ 

  平成 22 年４月 １日［５］ 

  平成 23 年４月 １日［６］ 

  平成 23 年８月 30 日［７］ 

  平成 24 年４月 １日［８］ 

  平成 25 年２月 ５日［９］ 

  平成 25 年９月 ２日［10］ 

  平成 26 年４月 １日［11］ 

  平成 27 年４月 １日［12］ 

  平成 27 年 10 月１日［13］ 

  平成 28 年３月 １日［14］ 

  平成 28 年４月 １日［15］ 

  平成 29 年４月 １日［16］ 

  平成 30 年４月 １日［17］ 

  平成 31 年４月 １日［18］ 

  令和 ２年４月 １日［19］ 

  令和 ３年４月 １日［20］ 

 

（目的） 

第１条 本市の交通政策にかかる課題について検討を行うため、庁内に西宮市交通政策課題検討委員会（以下「委員会」

という｡）を設置する｡ 

（検討課題） 

第２条 委員会において、検討する課題は､次のとおりとする｡［１］［４］［６］［９］［20］ 

(1) 西宮市都市交通計画の策定及び西宮市総合交通戦略の進捗管理に関すること 

(2) さくらやまなみバス事業に関すること 

(3) 市内バスネットワークの改善に関すること 

(4) その他公共交通の利便性向上に関すること 

 

（委員会の構成） 

第３条 委員会の構成は、次のとおりとする。ただし、協議により他の委員を加えることができる｡［１］［２］［３］

［４］［５］［６］［７］［８］［10］［11］［12］［13］［14］［15］［16］［17］［18］［19］［20］ 

[政 策 局]  政策推進課長 

        都市計画部長（委員長）、都市計画課長、交通政策課長（副委員長） 

[市 民 局]  地域コミュニティ推進課長 

[産業文化局]  都市ブランド発信課長 

        地域学習推進課担当課長（生涯学習・大学） 

[健康福祉局]  地域共生推進課長、福祉のまちづくり課長 

 高齢福祉課長、障害福祉課長 

[環 境 局]  環境学習都市推進課長、環境保全課長 

[都 市 局]  市街地整備課長 

[土 木 局]  土木管理課長、自転車対策課長、交通安全対策課長 

        道路建設課担当課長（道路計画・調整）、道路補修課長 

[教育委員会]  学校改革課担当課長（通学路・小中一貫校） 

 

（委員会の開催及び庶務） 

第４条 委員会の会議は、委員長が招集する｡ 

２ 委員会の庶務は、交通政策課において処理する｡［８］［11］［20］ 

 

（その他） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員で協議の上定める｡ 

 

付 則 

この要綱は、平成 17 年４月 １日から施行する。 
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付 則 

この要綱は、平成 18 年９月 ２日から施行する。［１］ 

付 則 

この要綱は、平成 19 年４月 １日から施行する。［２］ 

付 則 

この要綱は、平成 20 年４月 １日から施行する。［３］ 

付 則 

この要綱は、平成 21 年４月 23 日から施行する。［４］ 

付 則 

この要綱は、平成 22 年４月 １日から施行する。［５］ 

付 則 

この要綱は、平成 23 年４月 １日から施行する。［６］ 

付 則 

この要綱は、平成 23 年８月 30 日から施行する。［７］ 

付 則 

この要綱は、平成 24 年４月 １日から施行する。［８］ 

付 則 

この要綱は、平成 25 年２月 ５日から施行する。［９］ 

付 則 

この要綱は、平成 25 年９月 ２日から施行する。［10］ 

付 則 

この要綱は、平成 26 年４月 １日から施行する。［11］ 

付 則 

この要綱は、平成 27 年４月 １日から施行する。［12］ 

付 則 

この要綱は、平成 27 年 10 月１日から施行する。［13］ 

付 則 

この要綱は、平成 28 年３月 １日から施行する。［14］ 

付 則 

この要綱は、平成 28 年４月 １日から施行する。［15］ 

付 則 

この要綱は、平成 29 年４月 １日から施行する。［16］ 

付 則 

この要綱は、平成 30 年４月 １日から実施する。［17］ 

付 則 

この要綱は、平成 31 年４月 １日から実施する。［18］ 

付 則 

この要綱は、令和 ２年４月 １日から実施する。［19］ 

付 則 

この要綱は、令和 ３年４月 １日から実施する。［20］ 
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4 ．パブリックコメント  

募集期間  令和 4 年 1 月 4 日～令和 4 年 2 月 3 日 

公表方法 

① 交通政策課、総合案内所横（市役所本庁舎 1 階）、各支所・市民サービスセンター、 

アクタ西宮ステーションで配布 

② 西宮市ホームページに掲載 

提出方法  郵送、ファックス、電子メール、持参 

意見提出者  ○名 

意見件数  ○件 

 


